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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　目を開けても暗いままだった。

　それでも自分がふかふかしている椅い子すに座っているのは肌はだで感じた。上下の感覚もぼんやりとしていて、座ってるだけなのか、横になってるのかもよくわからない。

　ここはどこだろう？と思ったところで、前の方で明かりが点つくのがわかった。

　そこは劇場だった。俺は映画館にあるようなリクライニングシートに座って、ステージの方を向いていた。

　つまり、俺は演劇を観みに来ていたということになる。しかしその記き憶おくもないし、他ほかに客はなぜかいないようだ。

　ステージ上に配置された大道具を見る限り、どうやら学校が舞ぶ台たいの演劇らしい。それに気づいた時、左手の方から学生の一団が現れた。

「え？　カスガ……」

　その一団の中心にいたのが、俺の幼なじみのカスガだった。

「ねえ、ねえ、練ねり馬まさん！」

　そのカスガに顔を見たこともない女子が話しかける。カスガはそれにちょっと戸と惑まどった顔をしたが、その理由はすぐにわかった。

「練馬さんなんて。カスガでいいよ」

　自分に対する呼び方が他た人にん行ぎよう儀ぎだと感じたのだ。

「え？　本当に？　じゃあ、カスガ……さん。最近、見かけないけど、あの男の子とはどうなの？」

「え？　あの男って……ユウのこと？」

「うん、それそれ。前はけっこう仲良くしてたよね」

　女子の言葉に他の女子もうんうんとうなずいて、カスガの返事を待つ。

「ユウはただの幼なじみだよ」

「そうなの？」

「それに、ユウは私が役をもらっても、アニメ観ないって言ってるし」

「えー！　信じられない！　知り合いがアニメ出るってなったら、私なら絶対気になって観ちゃうけどなあ」

　女子の言葉に他の女子も口々にそのとおりと言葉を重ねていく。

　カスガはそれに困ったなという顔をした。それがどういう意味かもすぐにわかった。

「でもユウは違ちがってたんだよね。応おう援えんしてくれるって言ってたのに」

　つまり、カスガは、俺を非難していたのだ。




　目を覚ますと、そこは俺の家のリビングだった。

「……夢か」

　俺はいつの間にかソファで寝ねていたらしい。

　そりゃ夢だよなと思った。明らかにシチュエーションがおかしかった。

「それにカスガがあんなこと言うはず……」

　ぼーっとしたままの頭で俺は体を起こし、現実だと確かく認にんするために辺りを見み渡わたそうとして、景色がゆがんでるのに気づいた。

　しかしそれはまだ夢が続いていたわけではなく、俺の目に水が溜たまっていたからだ。

「俺、泣いて……たのか？」

　俺は右目の涙なみだをぬぐって、それを確認した。

　夢を見て泣くなんて、いつ以来だろう？　そんなことを考えていたら、俺の名前を呼ぶ声が聞こえた。

「あ、ユウ、起きたの？」

　振ふり向むくとそこには、マナミさんがいた。

　そのせいで俺はまだ夢を見てるのかと疑うことになってしまった。俺にはマナミさんが家に来た記憶がなかったからだ。

「……マナミさん、ですよね？」

「そうだけど……どうしたの、ユウ？」

　マナミさんは俺がどうも変だと気づいて、側そばに寄ってきた。

「怖こわい夢でも見たの？」

　マナミさんが俺の顔を覗のぞき込むように尋たずねてきた。

　目に溜まった涙はぬぐったつもりだったけど、その痕こん跡せきは残っていたらしい。

「いわゆる怖い夢とは違いましたけど」

　俺の濁にごした返事にマナミさんは少し曇くもった顔を見せた。

「じゃあ、練馬さんが人気者になった夢？」

「……はい」

「ごめんね。私がこの間、変なことを言ったせいだよね」

　マナミさんはそう言って俺の隣となりに座り、話を続けた。

「この間はああ言ったけど、練馬さんは有名になったからってユウから離れていくような娘こじゃないと思う」

　しかしその内容は、まさに俺がさっき夢で見たものだった。

「マナミさんもそう思うんですね」

　否定はしてるがマナミさんの言ってることは、傍はたから見てても想像のつくことだったのだろうと感じた。

　特別なことじゃない。カスガは声優になり、そっちの業界の人と付き合っていくのだ。俺だって就職すれば、職場の人と仲良くしようとするだろう。その結果、今までの人間関係が変わっていく。そんなことは別に特別じゃない。

「練馬さんとはあんまり話したことはないけど、あの娘は褒ほめてくれる人を探してるタイプじゃないと思うから」

　でもマナミさんは、そのよくあることとは違うと考えているみたいだった。

「それって、どんなタイプですか？」

「褒められるのが嬉うれしいから行動してる人っているけど、その逆かな」

「……よくわかりません」

　俺が困こん惑わくした様子を見せると、マナミさんも少し考え込むような顔をした。

「うーん。たとえば、練馬さんの声がかわいいと評判だったりはしなかったでしょ？」

「そういう話は聞いたことないですね」

「練馬さんにとって、声優はやりたいからやってることなの。得意だから、向いてるから、それをすると周りが褒めてくれるから、じゃなくて」

「それは、なんとなく」

「それが練馬さんの本質なんだと思う。他人の評価とかあんまり気にしてない」

「それはそうですね。昔、聞いたんですよね。養成所の友達と仲良くするのは違う気がするとか、そういう話を」

「だから、練馬さんは何があっても自分がしたいようにすると思う。その中にはきっとユウと仲良くすることも含ふくまれてるはず」

「……そうでしょうか」

　マナミさんの話はちゃんと筋が通ってると感じたが、それでも俺の不安は消えなかった。夢の中、カスガの言った言葉がまた聞こえる。

　──でもユウは違ってたんだよね。応援してくれるって言ってたのに。

　カスガがマナミさんの言うとおりの人間だとしても、それは結局、カスガにとって俺が望ましい人間だからじゃないのだろうか。

　俺は声優になって、有名になっていくカスガと仲良くしていられるのだろうか？　むしろ俺の方がカスガから離れていくことになるんじゃないか。そんな不安もあった。

「それに、有名だからって、そうじゃない人と仲良くなれないわけじゃないでしょ」

「そうだといいんですけど」

　俺の弱よわ腰ごしの発言にマナミさんは少し怒おこったみたいだった。

「ユウは私とは仲良くできてないと思ってるの？」

「え？　あ、いや、そんなことは……」

　そしてその理由は簡単で、マナミさんの話はいつの間にかカスガと俺のことではなく、マナミさんと俺の話になっていたからだ。

「そうですよね。マナミさんの方がよっぽど有名なんですよね」

「練馬さんはまだ汐しお留どめアスカが演じるヒロインのクラスメイト。まだしばらくは主役級のキャラは任されないと思う」

「マナミさんとはそもそもスタート地点からして違うんですよね」

　マナミさんは一万人以上の公開オーディションで最年少で受かった逸いつ材ざいで、カスガは声優事務所の養成所で、やっと一役もらっただけ。

「練馬さんの事務所は上が詰つまってるし、私より有名になるには、少なくても五年はかかるかな」

「五年ですか」

「それだけあれば、ユウにだって心の準備が出来るでしょ？」

　だから平気だろうとマナミさんは考えている。しかし俺が気にしていたのは、ちょっと違うことだった。

「こっちも変われることなら、少しずつ合わせていけばいいんですけど」

　そしてそれを言いかけただけで、マナミさんにはわかってしまったようだった。

「学園モノが苦手って話？」

「……はい」

「でも、ユウ、収録の時は平気そうだったよね？　その後も普ふ通つうにしてたし」

「治ったんですかね、俺の学園モノアレルギー」

　事実、収録の時は問題なかったし、その前、神楽かぐら坂ざか先せん輩ぱいとＤＶＤを観た時も別におかしくなったりはしなかった。

「アレルギーって、体調で出たり出なかったりするらしいから、調子がいい時は平気なのかもしれないね」

　そしてマナミさんも神楽坂先輩と似たようなことを考えているらしい。

「結局、全部、気のせいなんですかね。学園モノにアレルギーがあるのも、カスガとこのまま疎そ遠えんになってしまいそうだと感じるのも」

「アレルギーに関しては気のせいではないと思うんだけど……」

　マナミさんはそこで少し悲しそうな顔をして視線をそらした。しかしそれは別に俺の顔を見ていられなくなったとかそんなことではなかった。

「気になるようだったらと思って原作の漫まん画が持ってきたんだけど……ユウは読んでる場合じゃないみたいだね」

「今はちょっと難しそうですけど、読みたいとは思ってますよ」

「じゃあ、これ！」

　マナミさんはそうつぶやくより速く、自分の鞄かばんから数冊の漫画を取り出した。

「……あ、ありがとうございます」

　マナミさんはマナミさんでかなり俺にこの漫画を読んで欲しいのかもしれない。

　俺はその気持ちを汲くんでマナミさんから受け取ったが、それでも膝ひざの上に積むのが精せい一いつ杯ぱいでパラパラとでも中身を眺ながめる余よ裕ゆうもない。

「やっぱり、読むの不安かな」

「そうですね」

「だったら読むの見ててもいい？」

「え？」

「今、ツヅちゃんいないみたいだし、具合が悪くなったら看病する人が必要でしょ？」

「それはそうですけど……今すぐ読まないといけないですか？」

「ユウが読めそうだなと思った時でいいよ。私はもう何度も読んだし」

「じゃあ、しばらく貸しておいてください」

「ユウが元気な時に読んで」

　マナミさんはそれ以上は俺には求めなかった。

　だから、その日はそれ以上、特に何もなく、マナミさんは家に帰った。

　俺は途と中ちゆうまで送るつもりだったけど、マナミさんは玄げん関かんまででいいと言った。なので俺はそれ以上は送れなかった。
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　元気な時に。

　そう言われたが、一人でぼーっとしてるうちに、マナミさんが忙いそがしい中、わざわざ漫画を貸しに来てくれたということに気づいた。

「……ダメだ」

　だから読まないでおくわけにはいかない。そう思ったのに、ページをめくる手が途中で止まる。

　俺には読めなかった。

　収録で知っている部分すら読み終えられなかった。

　これ以上は読めない。そんな不安が俺の手を止めたのだ。

「この間は平気だったじゃないか……」

　本を閉じたところで、俺はイヤな汗あせをかいてるのに気づいた。なのに手が震ふるえている。寒いのではなく、何か怖おぞ気けのようなものを感じてるのだ。

　もちろん、この漫画がそういう内容だからじゃない。この漫画を読むということが俺にとって恐きよう怖ふなのだ。

　俺は漫画を机の上に置いて、それから深く、できるだけゆっくり呼吸を繰くり返かえした。

「落ち着け、落ち着け、俺……」

　その合間、合間に自分に言い聞かせる。

「別に怖こわいことはない。ただの漫画じゃないか」

　それでも落ち着くまで、かなりの時間がかかった。少なくとも自分ではそう感じた。

「話だってもうわかってるのに……絵だって苦手な感じじゃないし……」

　考えれば考えるほどよくわからなかった。

　今いま更さら、驚おどろくようなところはない。なのに、続きを知るのが怖い。それを思い出すと、また震えてくる。

「何か別のことを考えた方がいいな……」

　それがいいのはすぐに気づいたけど、事前にそれがわかったわけじゃない。

「テレビでも見るか」

　何か見たい番組があったわけじゃない。

　一人で、静かで、他ほかに興味が持てない場所にいるわけにはいかない。それだけの思いで俺はリモコンを探す。

「ん？」

　しかしその前に、俺のスマホが電話の着信音を響ひびかせた。

「わ、わ！」

　だから俺は慌あわてて、スマホに飛びついた。

「もしもし？」

　誰だれから電話か確かく認にんせずに俺はそれに出た。

「あ、もしもし、少年？」

　どこかで聞いたことがあるような無いような、そんな漠ばく然ぜんとした記き憶おくの彼方かなたの声だった。俺のことを主に少年と呼ぶのはマコトさんだが、これは男性なので違ちがうのはわかる。

「えっと……どなたでしたっけ？」

　そんな状じよう況きようで話を合わせるというのも問題になりそうなので、俺は素す直なおに尋たずねることにした。それに相手も素直に答えてくれた。

「森もり下したです」

　なのに俺はそれでもピンと来なかった。

「この間、携けい帯たいを拾ってもらった男です」

「ああ……森下タカヒロさんですか」

　そこで俺はやっと、代だい官かん山やまで会った音おん響きよう監かん督とくの男性だと思い出した。

「そうそう、その森下。それで用件なんだけど」

　そしてそれだけで森下さんは本題に入った。意外とせっかちな人なのかもしれない。

「あ、はい」

「携帯拾ってもらったお礼って話」

「いいですよ、お礼なんて」

「いやいや、そういうのはしっかりしないと。それに偶ぐう然ぜん、ああいうところで出会った人とは会っておかないと」

「そういうものですか」

「少年と俺は縁えんがあると思うんだ」

「でも仕事とか関係ありそうにないですよ？」

「まあ、それはね。で、さ、少年はマコっちゃんの近所に住んでるんだよね？」

　マコっちゃんというのは、マコトさんのことだろう。つまり質問の答えはイエスだ。

「近所ってほど近所ではないですけど、最も寄より駅は一いつ緒しよですね」

「だったら、美味おいしい軍鶏シヤモの店があるのは知ってるかな？」

「あ、はい。マコトさんと何度も行ってます」

「じゃあ、明日あしたの夜にそこでどうかな？」

　そう確認されたが、用事を手帳で確認しないといけないほど多た忙ぼうなわけもなく。

「いきなり、明日ですか？」

　とは言え、さすがに驚いた。

「ダメかな」

「いや、大だい丈じよう夫ぶですけど」

「あとさ、もう一人、ついでに呼びたいんだけど、大丈夫かな？」

「森下さんの仕事仲間の方ですか？」

　とすると、かなり年上の人という可能性もある。

「一応、仕事仲間かなあ。声優なんだけど、女の子」

「女性の声優さんですか」

「女の子って言っても、少年からすれば年上だけどね」

「そんなにベテランの方なんですか？」

「ん？　いや、そうでもない。まだまだデビューしたばっかりって感じだよ」

「じゃあ、そんなに年離はなれてない感じですかね」

「年はどうだったかな。とにかく、少年の近場に住んでるみたいなので、久々に会ってみようかなって感じなんだよね」

「そういうことでしたら、どうぞ」

　ということは、森下さん自身は、けっこう遠いところに家があるのだろうか？　そんな疑問も湧わいたが、本人は気にもしてないみたいだった。

「ありがと。じゃあね！」

　森下さんは楽しげにそう言って電話を切った。

「しかし声優さんかあ……」

　そして俺は最初に森下さんに会った時のことを思い出していた。

　マコトさんが森下さんについて言っていたことだ。

　──あの人、知り合いは絶対に仕事に使わないって決めてるから。

　つまり、今度会うことになるその声優さんを、森下さんは仕事で使う気は無いということなのだろう。

「それ知ってて付き合ってるのかなあ、その人は」

　そんな考えてもわからないことを考えてしまう。

「とりあえず、カスガには話をしない方がいいんだろうな」

　森下さんが本当に「絶対に」使わないのかはわからないが、これからって人間にとっては一つでも可能性が減るのはよくないと思う。

「実際、どんな人なんだろうな」

　流れで一緒にご飯を食べることになってしまったが、本当によく知らない人だ。

　気になってネットで調べてみたが、声優さんとは違って、音響監督というのはあまり情報がまとめられてはいないみたいだった。

「こういうのは知ってそうな人に聞いた方がいいのかな」

　なので、俺はマナミさんにメールしてみた。

　質問は簡単。森下さんを知ってるか？　そしてどんな人か？　それに対するマナミさんの返信はすぐに来た。




　知ってる。けっこう現場でのノリを大事にするタイプかな？

　あの人は私のことはつまらないヤツだって思ってるんじゃないかな。




　というものだった。

「……あんまり印象よくないのかな？」

　それも気になったが、マナミさんのことを「つまらないヤツ」と思ってるという部分が気になった。なので、そこを尋ねるメールをする。

　そう思われてて大丈夫なんですか？　そんな質問。これにも返事がすぐ来る。




　ざっくりした言い方になるけど、この世にはいろんな人がいるから。そして仲良くしていける人はそんなに多くないような気がしてる。




　つまるところ、マナミさんは森下さんとは合わないと考えてるということだろうか。

「仲良くしていける人は多くない、か」

　そしてこの話の結論はそこだろうなと俺は感じた。

　いきなり出会って仲良くなれる人もいるが、どんなに仲良くしようとしても上手うまく行かない人もいる。そもそも仲良くしようともしない人の方がずっと多い。

「俺とカスガは仲良くしていける人なのかな……？」

　なんだか話が一周して戻もどってきたように感じた。その時、こっちからまだ返事をしてないのに、またマナミさんからメールが来た。




　もちろん、ユウは仲良くなれる方の人間だからね！




　中身はそんな追つい伸しんだった。

　だから俺は「俺もそう信じてます」と短い返事を急いでした。
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　その影えい響きようがまだ残っていたことが、程ほどなくして戻ってきた妹のおかげでわかった。

「なんでニヤけてるの？」

「……そんなことないと思うんだけど」

　言ってはみたものの、妹が俺を見てそう思ったのだから、そっちが事実なのだろう。妹は口は悪いがありもしないことに嚙かみつくようなことはない。

「って、これ、なんでここにあるの？」

　そして俺のことは大して興味が無いのだ。ただ一見して気持ちが悪かったので反射的に指し摘てきしただけなのだ。だから妹の興味はあっという間に机の上の漫まん画がに移っていた。

「ああ、それね」

「これ、お兄ちゃんのじゃないよね？」

　それでも妹は俺が学園モノアレルギーであることくらいは知っている。

「なんだ、読みたいのか？」

「今度、アニメになるし、気になってたから。どうせ、お兄ちゃん、読まないんでしょ？　だったら貸してよ」

「貸すのはいいけど、マナミさんからの借り物だからなあ」

「マナミさんのなんだ。あの人、案外、オタクなんだね」

「……みたいだね」

　マナミさんがいわゆるオタクなのかどうかは若じやつ干かん疑問はある。しかしこの手のことに詳くわしいのは間ま違ちがいない。

「家にずっといたら本読む時間はいくらでもあるだろうしねえ」

　妹はマナミさんのことを元ひきこもりの登とう校こう拒きよ否ひ児じだと今でも思ってるようだ。その件はいつかは訂てい正せいしなければと思いつつ、そのままにしている。

　いろいろ説明しようとすると面めん倒どうくさかったからだ。

　そしてそれは今も変わっていないので、結局、訂正はしなかったのだ。
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「…………」

　夕飯の後、妹はリビングで黙もく々もくと漫画を読んでいた。

「…………」

　何か飲み物でも探そうと自分の部屋から降りてきて、そういう状じよう況きようなんだから、俺もなるべく静かにしてさっさと出て行こうと思うだろう。

「…………」

　なのに俺は足を止め、妹をじっと観察してしまった。

　というのも、本当に妹が集中して読んでいたからだ。

（これが普ふ通つうだよな）

　思っただけのつもりが声が漏もれていたらしい。妹が俺に気づいてこっちを見た。

「……ちゃんと大事に読んでるから！」

　別にそこを心配したわけじゃないし、別にマナミさんだってそこまで大事に読んでるわけでもないだろう。

「面おも白しろいのか、それ？」

　だから俺は話をそらす。それに妹は力いっぱいの返事をしてきた。

「すごい面白い！」

「そうか」

「お兄ちゃんも読めば？　マナミさんが読んで欲しくて置いて行ったんでしょ？」

　そしてそらしたはずの話はおかしな方向に戻ってきた。

「読もうとはしたんだけど……合わなかったんだよな」

　俺は心苦しくそれを認めるしかなかったのだが。

「別にいいんじゃないの」

　妹の反応は軽かった。

「……いいのか？」

「同じ作者の漫画でも合わない時は合わないし。お兄ちゃんの場合、学園要素があるだけでダメなんでしょ？」

「まあ、なあ」

「合わないモノは合わないんだから、それでいいよ。好きになれる作品なんてそんなに多くはないんだし」

　妹はそしてマナミさんに言われたようなことを言い始める。

「そうか、いいのか」

　それで俺はなんだか許されたような気持ちになった。もっともそれもほんの数秒のことでしかなかったのだが。

「でも、マナミさんに借りたのに、面白くなかったとは言えないよね」

「……なんか勘かん違ちがいされてる気がする」

　妹はどうも俺とマナミさんが付き合い始めのカップルか何かだと思ってるようだ。

　マナミさんが好きな作品を俺に薦すすめてきた。そんな風に思ってるのだろう。

「あ、ダメだよ、ミケーネさん！」

　そして実際にはそうでなくても楽しそうに兄と妹が話してるのが気になったのか我が家の猫ねこがやってきた。

　名前はミケーネ。雌めすなので特に珍めずらしくもない三み毛け猫ねこだ。

　ミケーネさんはソファに座って漫画を読んでる妹の腿ももに乗る。いつもならそれも嬉うれしいくらいだが、妹からすれば漫画を読みたいのに視界を遮さえぎられた形になったわけだ。

「ミケーネさんはこういう時だけ来るからなあ」

「お兄ちゃん、ミケーネさん、そっちに持ってってよ！」

　妹がそれを俺に望む理由は説明されなくてもわかる。

「……無理だと思うなあ」

　しかし俺にはその通りにしてやることは出来そうになかった。

　やろうとしても酷ひどい抵てい抗こうに遭あうだろうし、たとえ妹から離はなしてもすぐに戻っていく。それが俺にはわかっていた。

「だよね」

　そして妹も自分で言い出したわりに理解はしてたらしく、すぐに納なつ得とくした。

「まったく、寂さびしがりなんだから」

　それで妹は漫画を読むのを諦あきらめて、ミケーネさんを撫なで始めた。

「漫画は自分の部屋で読んだらいいんじゃないの？」

　だから、俺は今いま更さらなことを指摘する。

「うん。そうする」

「というか、どうしてそうしなかったの？」

　そして妹なら当然気づいていたはずのことを俺は疑問に感じた。

「マナミさんから返して欲しいって言われた時、ここに無かったら私の部屋に探しに行くでしょ？」

　その答えはあまりに残ざん酷こくで俺はさすがにどうかと感じた。

「……もう少し貸しておいてって言うと思うぞ？」

「読んだ分はここに戻しておくから」

　だが妹は当然のことだと思ってるらしい。

「そうしてください」

　だから俺はそれ以上の議論を避さけ、その場を離れることにした。

「ん？」

　だが、その時、玄げん関かんのチャイムが鳴った。

「夜なのに、誰だれだろ？」

　妹も心当たりがないらしい反応をする。

　もちろん俺にもない。だが玄関に向かうのは俺の担当のようだ。

「……なんだカスガか」

　扉とびらの向こうにいたのはカスガだった。知ってしまえば別に驚おどろくような相手ではなく、俺はいつもの通りの反応しか出来なかった。

「い、今、いいかな？」

　しかしカスガの顔にはこの間の収録の時と同じようにちょっと切せつ羽ぱ詰つまっている感じが出ていた。

「立ち話もなんだし、上がったら？」

　そして俺は話が長くなるのを感じてそう提案した。

　カスガはうんうんと二度うなずくと靴くつを脱ぬいで、また当たり前のように俺の部屋へと階段を上がっていった。

　今日ばかりはそれに少し感謝したい気持ちだった。

　リビングには妹がいるし、例の漫画もある。今、カスガとその話をするのはさすがに厳しいと俺は感じていた。

　それは多分、心の準備が必要なことだったのだ。




「何か新しい仕事でも決まったのか？」

　結局、飲み物を取ってくるのを忘れたと気づいたのは、俺の部屋で不安そうにこっちを見ているカスガと目が合った時だ。

「え？　どうしてわかったの？」

「この間と同じ顔をしてる」

「……そっか。それは、そうだよね」

　そんな当たり前のことすらわからないところを見るとやはりかなりテンパってる。

「そういえば、この間で思い出したけど、胸見せるって約束だったよね？」

　その証しよう拠こにまたおかしなことを言い出した。

「……だから、それは冷静に考えてもお前がそうしたいと思ったならって話で」

　つまりそもそもあり得ない話の前提で俺は言ったのだ。

「でもユウには色々甘えさせてもらってるし、何かお礼はしたいんだよね」

「だからって、それはないだろ」

　そんなことわざわざ言わせないで欲しいと思うのは贅ぜい沢たくなのだろうか。

「だって、ユウは見たいんでしょ？」

「そりゃ見たいですよ！　興きよう味み津しん々しんですよ！　実際見たら、すごい勢いで心のメモリーに格納しますよ！」

　なので俺は逆ギレ気味になってしまう。

「ユウは見たくて、私は見せてもいいと思ってるんだからいいと思うんだけど」

「まあ、そうなんだけど……」

　と言いかけて、うっかり説得されかかってる自分に気づいて立ち止まる。

「でも違ちがうんだ！」

「何が、どう違うの？」

「カスガが見せてもいいと思ってるなら、見たくないって言うか。恥はじらいと言うか、見せたくないけど、見たいならいいよみたいなことが必要なんだ」

「そうか、恥じらいか」

「その通り！」

　自分でも何を言ってるんだろうと思いつつ、俺は精せい一いつ杯ぱい、それを肯こう定ていしてしまった。

「大事だよね、恥じらい」

　そしてどうもカスガは納得できたようだった。こうなってくると、やっぱり納得しなくてもいいと思ってしまうのは自分のことながら矛む盾じゆんを感じる。

　いずれにせよ、これ以上、胸の話はなんなので俺はちょっと視線を上げた。

「あれ？　髪かみ型がた、また変えた？　というか、なんか違うな」

「明日あした、撮さつ影えいだから、少しはちゃんとしてみようかなって」

「新しい仕事って撮影なのか」

「うん。私も乃の木ぎ坂ざかさんみたいに髪の毛綺き麗れいだったらいいんだけどなあ」

　カスガは不安なのか、言いながら自分の髪に触ふれた。

「マナミさんは、直接聞いたことはないけど、けっこう気を遣つかってるんだと思うぞ」

　なにせ、ＣＤのブックレットで水着姿を披ひ露ろうしてるアイドル声優、汐留アスカなのだ。写真に撮とられる機会もけっこうあるに違いない。

「だよね。ちょっとやそっとじゃあんな風にはならないよね」

「……というか、けっこう気にしてるんだな、そのこと」

「だって、本当に綺麗だから」

　カスガはマナミさんのことを思い出して、笑えみを浮うかべたみたいだった。一方、俺と言えば、正直、よくわからない。

　そりゃ綺麗な方がいいだろうが、男は一定以上の綺麗でも違いなんてそんなに気にしないと思うのだが、女の子はそうでもないようだ。

「だったら今度聞いてみたら？　使ってるシャンプーとかコンディショナーとか」

「私から？　なんか私、乃木坂さんには警けい戒かいされてるような気がするんだよね」

「いきなり海に行こうとか誘さそっておいて、それは気にするんだな」

「海は行くって決めてから、それならって頑がん張ばれたけど」

「撮影の時に自信を持つためなんだろ？　それならちゃんと聞いた方がいいんじゃないのか？　まあ、マナミさんの方法がカスガに合ってるかわからないけど」

「でも、聞いてみないとわからないよね。仕事のためだし、頑張らないとね」

　カスガは一人でそう納得したようだった。少し落ち着きを取とり戻もどしてるらしい。

「で、話戻るけど、明日、撮影なわけ？」

　しかし俺のその質問で思い出したらしく、また顔がちょっと引きつった。

「う、うん」

「で、明日も汐留アスカと一いつ緒しよとか言うのか？」

　もちろん、そんなことはないと俺はわかっていた。もしそうならマナミさんが何か言ってたはずだ。

「今度は御お茶ちやノ水みず先せん輩ぱい、事務所のエースオブエースの人なんだけど」

「また随ずい分ぶんとハードルを上げてきたな」

「アスカさんの代わりに、うちの事務所で販はん促そくのユニットを組むという話はしたと思うんだけど」

「なんか、三人とか」

「センターがその御茶ノ水先輩で、残り二人は養成所の新人二人なんだよね」

「その新人の一人がカスガってわけだ」

「うん。もう一人は……言ってもわからないと思うけど、三み浦うらマナエちゃんって娘こで」

「その娘とは仲いいのか？」

「私、養成所の娘とはあんまり仲良くしてこなかったからね」

「……そういう話だったな」

　つまり事務所の大先輩、あまり仲良くしてこなかった同期と一緒に初の撮影に挑いどむということか。そう聞かされると確かにかなり厳しい状じよう況きようだなと俺にもわかる。

「それでカスガは俺にどうして欲しいわけ？」

「この間みたいに撮影場所まで一緒に行って欲しいんだけど……ダメかな？」

「撮影場所ってどこなの？」

「月刊ニュータイプ編集部」

「どこだよっ!?」

「飯いい田だ橋ばしらしいんだけど」

「この間みたいに、なんかわかりづらそうなわけ？」

「……わかんない」

　消え入りそうな声でカスガがそう答えた。それで俺は考えてしまった。

　明日は森下さんとの約束があるがそれは夜だし、カスガの撮影とかぶったりはしないだろう。つまり一緒に行くくらいは別に問題は無い、俺にとっては。

「うーん」

　だが、こうやって頼たよられるたびに、俺が問題ないからって付つき添そってていいものなのだろうか？　マナミさんは以前、カスガにオーディションに落ちた理由を教えないようにと言った。それは結局、カスガ自身が乗のり越こえなければいけない壁かべだからだ。それは今回みたいなことでもそうなんじゃないだろうか？

「ダメ、かな？」

　そんな理り屈くつはあっても、目の前で困ってるカスガを見てしまうと、心配だけでそれを否定することは俺には出来なかった。

「どうしてもと言うなら、今回は付き合うけど」

　俺にとっては問題ないのだから、カスガが考えてそうして欲しいと思ってるなら、それでもいいんじゃないか。そうも思ったが、カスガがちゃんと考えてるかは若じやつ干かん怪あやしい。

　ただ困って、とりあえずの答えに飛びついただけ。そう見える。

「そうだよね。どうしても、ではないよね」

　だが、その一言でカスガの顔つきが変わった。真しん剣けんに何かを考えてる表情。それで俺は何も言えず、カスガの言葉を待つことになってしまった。

「いつまでも甘えてちゃダメだよね」

　それは俺が言いたかったことでもあった。

「今は夏休みだからいいけど、今後はそうも言ってられないだろうし」

「じゃあ、今回は頑張ってみる」

　カスガの決意の言葉。それは俺が聞きたいものだったはずだが、俺は少し寂さびしくも感じていた。

　カスガは俺に頼ろうとしてくれていたけど、実際には自分一人でどうにか出来るのだ。オーディションに落ちた理由をカスガが自分で気づいた時は、それが嬉うれしかった。

　でも今は、あの時とは全く違うものを感じていた。

　俺とカスガはもう別の世界に生きてるんだ。俺はそれを時々、垣かい間ま見みることは出来てももう一緒に歩くことはないのだ。

「応おう援えんするよ」

　なのに俺の口から出たのは、その時と同じ言葉だった。

「ごめんね。相談に来ておきながら勝手に納なつ得とくしちゃったみたいで」

「それはいいんだけど……大だい丈じよう夫ぶなのか？」

　俺はこの話を続けるのが辛つらく感じて、少し逸そらそうと思った。

「大丈夫にしないとね」

「いや、明日のことじゃなくて、撮影ってことは本に載のるんだろ？」

「それは、そうだけど……？」

　しかしカスガはいまいち俺が何を言おうとしてるのかわかってないみたいだった。

「ということは、うちの学校でも読んで気づく人がいるんじゃないのか？　なにせ日本で一番売れてるアニメ雑誌なんだろ？」

　なのでハッキリと指し摘てきしたのだが、カスガはそれでも理解できないという顔をした。

「……それは、そうだよね」

「考えてなかったのか？　まあ、別に言ってないだけで、秘密にしてるわけじゃないのかもしれないけど」

　その辺のさじ加減も、最初に声優になるという話を聞いた時からかなり変わってきてるのかもしれない。あの頃ころはオーディションを受けられるだけだったが、今はデビューも決まり、撮影までするということなのだから。

「どうしたらいいかな？」

　しかしカスガのその反応を見ると本当に「載るんだ！　嬉しい！」で考えが止まっていて、結果、どうなるか考えてなかったらしい。

「カスガがしたいようにすればいいよ」

　だが俺にはそれ以上のアドバイスは出来なかった。

「私がしたいようにか」

　そしてきっとカスガにはそれで十分だったのだ。
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　結局、次の日、カスガがどうしたかは俺にはわからなかった。

　何か困ったことが起きたなら電話がかかってくるだろうし、つまり無事に済んだということなのだろう。

　だから俺は夜まで特にすることはなかったのだ。

「いやあ、ごめんね、わざわざ来てもらって」

　お店の前まで行くと、森下さんはすでに来ていた。五分前なので、どうやら時間に真ま面じ目めなタイプの人らしい。

「俺は近所ですから。森下さんの方こそ、遠かったんじゃないですか？」

「仕事が池いけ袋ぶくろであったから、少し足を伸のばしたって感じかな」

「そういう、ついでもあったんですね」

「ついでばっかりで、ごめんね」

　そう言いながら森下さんは店へと続く、地下への階段を降り始める。

「もう一人、来るって話だったんじゃないですか？」

　俺はそれを追いながら尋たずねる。

「バイト終わったら来るって言うから、先に始めてよう」

「あ、はい」

　バイトか。来るのは声優さんという話だったけど、バイトをしてる人なんだなと俺は理解した。

　以前、会った月つき島しまリコさんもバイトしてると言ってたし、声優だけで生活してる人はあんまり多くないのかもしれない。




　森下さんの注文はやけに手慣れていた。このお店にそうそう来てるはずはないのだけど、それが出来るということに俺はなんだか大人なんだと感じた。

「汐留アスカ？」

「ご存じですか？」

　もう一人の人はなかなかやってこなかった。そのせいで俺は話題に詰つまり、マナミさんに言われて引っかかっていたことを森下さんに聞くことにしてしまった。

「そりゃ知ってるよ。あんだけ人気の声優だからね。え？　何？　ユウちん、汐留のファンなわけ？」

　気づくと呼び方が「ユウちん」になっていたが、ツッコミどころはそこではない。

「ファン、ではないんですけど」

「汐留メチャかわいいもんね」

「確かに、かわいいですけど」

　なのに、なんだかツッコミがツッコミとして機能しない。歯切れが悪い。

「今度、現場で一いつ緒しよになるからサインもらっておこうか？　宛あて名なはユウちんでいい？」

「いやいや。サインが欲しいわけじゃなくて」

　というか、宛名がユウちんでいい訳はないはずだ。

「あそこは事務所がうるさいから難しいけど、多分、どうにかなるよ」

「だから、サインはいいんです」

「え？　じゃ何？」

　森下さんは俺が言いづらいと思いこんでいたらしく、違ちがうと気づいて自分で驚おどろいてるみたいだった。

「森下さんにとって、汐留アスカってどんな声優ですか？」

　マナミさんは「つまらないヤツだと思われてる」と言っていた。だが実際には違うはず。そう思っていたのだが。

「つまらないヤツだよねー」

　ズバリ正解だった。

「やっぱり、そうなんですか……」

「え？　やっぱりってどういうこと？」

「というか、どうしてそんな風に思ってるんですか？」

　問題はそこだ。マナミさんと森下さんの間ではそういう共通認にん識しきなのだから、その理由をせっかくだから聞いておきたい。

「察しがいいし、上手うまいんだよね」

　それは褒ほめ言葉なはずだが、森下さんは悔くやしそうに答えた。

「はあ」

「俺が何か言う前から、俺が考えてるより、ちょっといい演技をするんだよな」

「……それがつまらないってことなんですか？」

「まだ高校生なのに、そこまで出来ちゃって、周りもそれで納得してて、そんなのつまらないだろ」

「よくわからないんですけど、森下さんにとって面おも白しろい声優っていうのはどういう人のことを言うんですか？」

「そうだなあ。サイコロで言ったら１と６しかないヤツかなあ。しかも五つの面が１のヤツね」

「……ダメじゃないですか、その人」

「うん、そうなんだけどさ。それを上手く振ふって６が出た時が楽しいんだ」

「なるほど」

　森下さんの言うことがやっとわかってきた気がした。

「汐留はさ、どの目でも好きなように出せるんだよな。こっちが４って言ったら一回で４。むしろ言わなくても４を出してくる。でも俺は３だって言ってるのに１出すヤツや、うっかり６出すヤツがいいね。仕事してるって気がするよ」

「音おん響きよう監かん督とくさんですもんね」

　仕事にはやり甲が斐いというのが必要なのだろう。それはわかる。

「汐留はこれからも勝手にビッグになっていくだろうから、俺にとってはどうでもいい人間なんだよ。仕事で組んだらちゃんとやるけどさ。ま、勝手にちゃんとやってくれる相手なわけだけど」

「森下さんは応援しがいのある声優さんが好きなんですね」

「今日、来るのはそんな一人だね」

「へえ」

　さらっと言われたけど、少し考えて、それはあまり褒めてはいないんじゃないだろうかと俺は気づいた。

「あれ？　ユウくん？」

　そこに俺の名前を呼ぶ声が聞こえて、俺は反射的にそっちを見た。

「……月島さんじゃないですか」

　そこに立っていたのは、以前会った、月島リコさんだった。カスガの先せん輩ぱいで声優という話だけど、俺にとってはこのすぐ近くのＴＳＵツＴＡタＹＡヤで働いてる人というイメージが強い。

「一人、男の子が来るって話だったけど、ユウくんだったんですね」

　月島さんはそう言いながら、当たり前のように俺の横の席に座った。話しかけているのは森下さんなので、森下さんの向かいに座ったということかもしれない。

「ああ、バイト終わってから来る声優さんって、月島さんのことだったんですね」

　それでやっと俺は状じよう況きようがつかめた。

　結果、まだよくわかってないのは森下さんだけになる。

「あれ？　二人って知り合いだったん？」

　その質問に俺が答える前に、月島さんが口を開いた。

「ユウくんとは向かいのジョナサンで話した仲ですから」

「どういう仲よ」

[image: ]

「えっと、私の後こう輩はいの娘こがいるんですけど、ユウくんはその娘の彼氏です」

「へえ」

　それで森下さんはすっかり納なつ得とくしたみたいだが、事実と違いすぎる。

「いや、彼氏じゃないですから」

　なので訂てい正せいさせてもらったのだが、今度は月島さんが納得してくれない。

「いやいや。あれは彼氏だと思うよ」

「あれってなんですか？」

「具体的にはタマ姉プレイ？」

「……さも事実みたいに言わないでくださいよ」

　カスガが俺を月島さんに紹しよう介かいしてくれた時、カスガがタマ姉の髪かみ型がたをしてたのは事実だが、そんな事実はもちろんないのだ。

「でも、証しよう拠こ写真もあるしー」

　そう言いながら月島さんはスマホを取り出し、何か操作を始めた。おそらくアルバムの写真を探してるのだろう。

「なにそれ？　なにそれ？」

　森下さんはその動作に興味を示したが。

「いや、ないですから」

　俺は本当はそんな証拠なんてないことを知ってる。

「さすがに現場写真はないけどー」

　月島さんは森下さんにスマホの画面を見せた。そこには俺の方からは見えないけど、きっとタマ姉の髪型をしたカスガが写ってるのだろう。

「お、かわいいじゃん。この娘？　この娘がユウちんの彼女なわけ？」

「……だから彼女じゃないんですよ」

　だが、俺の反論など森下さんは興味がないようだ。月島さんとカスガの写真で盛り上がっている。

「しっかし、いい胸してるね、この娘」

「なんでもＧカップらしいですよ、Ｇカップ」

「Ｇかあ。さすがにＧは揉もんだことないな」

「森下さん、ただのオッサンじゃないですかー」

「いやあ。月島もけっこういい体してるよなあ」

「……気持ち悪いこと言わないでくださいよ」

　月島さんはそんなことを言いながら笑っている。よくわからないけど、二人の間ではこのくらいの下ネタは普ふ通つうなのだろうか。

「あ、ユウちんの彼女に手を出したりしないから大だい丈じよう夫ぶだよ？」

「……そんな心配はしてませんし、彼女じゃないですから」

「でも狙ねらってるんだよね？」

「ただの幼なじみですから」

　なんとなくだが、森下さんは本気でそう信じてるのではなく、俺をからかってるだけなのがわかってきた。しかしどうしても真ま面じ目めに反論してしまう。

「でもカスガちゃんはユウくんのこと狙ってると思うよ？」

　そしてそんな俺に急に真面目な顔をした月島さんが話を振ってきた。

「だとしても関係ないです」

　なので俺も真面目に返すことにしたのだが。

「なんだよー、その面白くない対応はー！」

　しかし月島さんのそれはただのポーズだったようだ。俺のことをからかう気満々だったらしく、それが失敗して口をとがらせて俺に不満をぶつけてきた。

「……ただの高校生に何を期待してるんですか？」

「ただの高校生なら『そ、そうなんですか？』とか少しは慌あわてろよー」

「……すみません」

　思わず謝ってしまったが、よく考えたら俺は少しも悪くない。

「でも、ユウちんがイヤじゃなきゃ付き合っておけばいいんじゃないの？」

　そして森下さんは俺の言うことは信じてくれたみたいだが、その話題を止める気はないらしい。

「そういうわけにはいかないですよ」

「なんで？」

「それは……その……」

　そもそも俺とカスガはそういう雰ふん囲い気きじゃないし、それにこれからデビューしようっていう声優がまさに付き合い始めるとかちょっとない気もする。

「あ、事務所的なことならうちはセーフだよ？」

　そんな俺の心を読んだかのように月島さんがそれを教えてくれる。

「事務所がセーフだからいいとかじゃないんじゃないですかね」

「事務所がいいって言ってるからいいんじゃないかな」

「じゃあ、月島さんは彼氏いるんですか？」

　要は心構えの問題だ。俺はそれを指し摘てきしたかったのだが、どうも地じ雷らいを踏ふんでしまったのが月島さんの反応でわかる。

「ハァ？　もちろんいますが？　一人と言わず二人、三人といますが？　むしろ日ひ替がわりで彼氏なんてとっかえひっかえですがぁあ？」

　このやりとりに森下さんも酷ひどく真しん剣けんな顔をした。

「ユウちん、月島に男の話を振ふるのだけは勘かん弁べんしてやってくれないか」

「……すみません」

　なんというか、その本当に触ふれてはいけない部分だったらしい。

「というか、この娘、月島の事務所の娘なの？」

「事務所はどうなんだろ。所属になったのかな。まだ養成所かもしれないです」

「よくわからんけど、声優志望ってこと？　じゃあ今日、連れてくれば良かったのに」

　森下さんは気軽にそう言うが、俺としてはマコトさんの言葉が引っかかっていた。

　知り合いは絶対に使わない。森下さんはそういうポリシーの持ち主らしいのだ。

「今日は撮さつ影えいとか言ってましたし……」

　となれば用事が無くても、二人を会わせるわけにはいかない。

「ああ、なんかマコっちゃんに聞いたのかな？　知り合いは使わないから会わせない方がいいとかなんとか」

「……はい」

　しかしどうもそれが顔に出てたようだ。

「ええ？　森下さん、そんな信条の持ち主だったんですか？」

　しかし俺よりもそれに驚おどろいたのは月島さんの方だった。どうも知らなかったらしい。

「いや、信条ってほどじゃなくて、仲いいからってキャスティングで押せないだろ」

「それはわかりますけど」

「俺だって監かん督とくかプロデューサーから月島の名前が出たら反対しないよ」

「積極的には押さないってことですね」

「『ストレイト・ジャケット』ってラノベ原作のアニメがあってさ、ゲストのヒロインが決まらなくてさ。その時、監督たちから『幸さち薄うすい感じの娘がいい』って言われた時は俺も知り合いの娘を押したよ」

「それ褒ほめてるんですよね？」

　にわかにはそう思えないのだが、それも個性ということなんだろうか。

「もちろん」

　しかしそのことに疑問は少しもないらしい。

「そういえば、森下さんと月島さんはどういう知り合いなんです？　やっぱりお仕事関係ですよね？」

「ああ、『おまもりひまり』ってアニメで、月島は脇わき役やくなのに練習で張り切りすぎて、本番には喉のど嗄かれててさー。あの時、こいつ、面おも白しろいなあって思ったね」

「……止やめてくださいよ、そういう人の恥はじをさらっとさらすの」

「いやいや、理由が面白いじゃん。練習のしすぎでって！　最高！」

　森下さんは本当にいい意味でそう思ってるようだが、月島さんは本気で困ってる顔をしている。

「おまひまの話になると、いつもそれなんですから……」

　そんな独り言も今にも消え入りそうだ。

「ああ、『おもまりひまり』って言えば、さっき話した『ストレイト・ジャケット』ってのと同じ監督でさ。ウシロさんって人なんだけど」

「はい」

「この人は今後、デカい仕事すると思うから覚えておいて損はないよ。具体的に話はまだないけど、才能あるから絶対にそうなると思うんだよなあ」

「そんなすごい人なんですか？」

「フルネームはウシロシンジね」

「どんな漢字を書くんです？」

「全部カタカナ」

「ウシロシンジさんですね。覚えておきます」

　俺はそう言いながら、ちょっとわくわくするものを感じた。

　いつか荒あら鷲わしさんのところで、牛うし込ごめさんを紹介された時もそうだったけど、俺は知り合いを褒めているという状じよう況きようが好きなのかもしれない。

「月島さんはこれだって人います？　周りに？」

　だから俺は月島さんにも聞いてみたのだが。

「言っとくけど、私もこう見えてなかなかのもんですよ？」

　どうも凹へこんだまままだ調子が戻もどってなかったらしい。

「……あ、はい」

「ユウくんは明後日あさつて、日曜日暇ひまかな？」

「多分、暇ですけど」

「じゃあ、私のプロっぽいところ見せてあげるから、恵え比び寿すまで来て」

「は、はい」

　月島さんの言葉には何か有う無むを言わせぬ物があったので、思わず承しよう諾だくしてしまった。




　　　　＊　＊　＊




　日曜日の昼過ぎ。結局、詳しよう細さいのわからないまま、俺は恵比寿へとやってきた。

　地図と時間はメールでもらっていたので特に問題はなかったが、月島さんが俺に何を見せようとしてるのかわからないのは若じやつ干かん、不安はある。

　恵比寿ならカスガが慣れたものだろうと思ったのだが、こういう時に限って用事があったらしく、俺は案内を期待することも出来なかった。

「あそこかな……」

　大通りから小道へ入ったところで、人だかりがあったのでそれを確信したのだが、建物の名前が違ちがった。

「ライブゲートトウキョウ……じゃないよな」

　改めて地図を見ると、そもそも道の右側じゃなくて左側だし、もう少し奥だった。

「とすると、あれか……」

　地図上はそれで正しいのだが、今度は人だかりがない。すでに入場が終わってしまっているのだろうか。

「お、おう……」

　しかしその建物の前を通り過ぎようとしたところで、俺の認にん識しきが間ま違ちがっていたのがすぐにわかった。

　建物の向こう、駐ちゆう車しや場じようか何かのスペースに人が大勢いた。どうやら入場を待っている人たちらしい。

「ということは、ここでいいのか」

　しかし今度はどうやって入場すればいいんだろうという問題が発生してしまった。

　言われたから来ただけで、こういうものの参加の方法がわかってない。

「どうかされましたか？」

　それで俺が困ってると思ったのか、スタッフの方が来てくれた。長身の気さくそうな男性だった。

「それが……」

「イベントの参加でしたらこの列の後ろに並んでいただければ」

「それがその、チケットとかなくてですね」

「当日券ですか？　それでしたらまだありますので列に並んでいただければ」

「それでいいのかな……あの月島さんにですね、言われて来たんですけど」

「月島からのご招待ということですか？」

「多分、そういうことだったんだと思うんですけど」

「でしたら、こちらに」

　そう言ってその男の人は建物に入っていく。

「は、はい」

　俺はと言えばそれに従うしかなかった。




　それでどうなったかというと、俺は、中に通されて入場が終わるまで待つことになった。

　招待客はステージの後ろの方に座るらしく、最後に入場すればいいらしい。

「すみません。よくわからず来ちゃって」

　その間、俺の世話をしてくれたのはスタッフの男の人から代わって、マネージャーの半はん蔵ぞう門もんさんというかなり長身で細身の女性になった。

「いえいえ。月島の招待でしたら堂々としていただければ」

　そしてそのスタッフの人よりもずっと気さくな感じだった。

「堂々とですか……」

　しかし知らない場所に知らない人と一いつ緒しよでは緊きん張ちようするなというのは無理がある。

　それにマネージャーさんがわざわざ相手をしてくれるということは俺はＶＩＰというヤツなのではないだろうか？　どうやらこの事務所的に月島さんはかなり大物ということなのか。

「ところで月島とはどのような関係なんですか？」

　なのでその質問もただの世間話なのかどうか俺には判断出来なかった。

「どのような……」

　それにちょっと月島さんと俺の関係はややこしくもある。

「ああ、大だい丈じよう夫ぶ！　大丈夫ですよ！　うちは恋れん愛あい禁止とかないので隠かくさなくても大丈夫ですよ！」

「いえ、あの、そういう関係ではないんですけど……どこから話したらいいかな……」

「大丈夫です！　時間はまだありますから！」

「その知り合いの知り合いで知り合いになったというか」

「ありますね、そういうことも」

「僕の幼なじみがいるんですが、その娘こが月島さんの知り合いというか、月島さんの後こう輩はいだそうで」

「ということはうちの養成所の人間っていうことですか？」

「そういうことになるんだと思います」

「あのよろしければ、誰だれか教えていただけます？」

「練馬カスガ……じゃなくて、落おち合あいミナミですかね」

「ああ、落合ですか。あの子なら今日、イベントに出ますよ」

「そうなんですか？」

　なるほど、言われてみればそういう可能性もあった。カスガの言っていた今日の用事というのはこのイベントに出演することだったのか。

「出ると言っても前説ですけどね。あ、落合がデビューするのは聞いてます？」

「アニメにヒロインのクラスメイト役で出るとか」

　知ってるも何もその収録の現場で見てたわけだけども。そうなると、この半蔵門さんもあの場にいたのだろうか。

「じゃあ、月島の新しい役のことは？」

「いえ、聞いてないですけど……」

　一昨日おととい会った時にはそんな話は少しもなかったけど、わざわざ言うほどのことでもなかったのだろうか。そう思ったのだが実際には全然、違っていた。

「月島、来年春からのアニメの主役に決まったんですよ」

「主役!?」

　けっこう重要そうな役だった。

「主役なんですよ」

「それって男の子の役なんですか？」

「いえ、女の子なんですけど、ヒロインっていう感じではないんですよね」

「あ、かわいい役ではないんですね……」

　俺は月島さんに以前聞いた話を思い出し、少し残念に感じた。

　素す直なおにかわいい役はやはり月島さんには来ないのだろうか。

「でも出版社的には一押しだし、有名なアニメ会社が作るので大きな仕事になると思いますよ」

「有名なアニメ会社さんですか」

　しかし名前を聞いてもわからないだろうなという予感はあった。でもそれも少し違っていた。名前は知らなくても、俺がわかるように半蔵門さんが言ってくれたからだ。

「『涼すず宮みやハルヒの憂ゆう鬱うつ』のアニメを作ったところの新作なんですよ」

　ここでその名前が出てきたことに俺は少々大げさだけど、なんだか運命という物を感じてしまったのだ。




　で、予想外に出くわしたカスガの出番はイベントが始まって早々にあった。

　前説と言っていたが始まる前ではなく、オープニングが終わった後。なにやらこのイベントのテーマソングを何人かの女の子が歌った後のことだった。

　場内が暗くなり、幕が一度下りた。やがて左袖そでから誰か出てくるのがうっすら見えた。その誰かが立ち止まったところで、スポットライトが当たり、二人の女の子を照らし出す。そのうちの一人がカスガだった。

「今日はお越こしいただき皆みなさん、ありがとうございます」

　手に紙を持ってその挨あい拶さつを読んだのがカスガだった。と言っても、普ふ段だんのカスガとは違っていた。うちの学校とは違う制服を着ていたし、眼鏡をかけてもいた。髪かみ型がたにいたってはなんだかどんくさい感じのお下げだった。

　それだけ格好が違うカスガをなんで俺が遠目でもすぐわかったかと言えば、その格好がカスガが演じる予定の役と同じだったからだ。つまり役のコスプレということだ。

「今回、ご案内させていただきますのは──」

　もう一人の女の子もやはりコスプレをしている。カスガの着ているのと同じ制服なのでやはり同じような役回りの娘なのだろう。

「みーんなに、マナを恵めぐみますっ！　夢見る文学少女、三浦マナエと」

　その娘が自己紹しよう介かいをして、カスガに目配せするのが見えた。

「落合ミニャミ……じゃなくてミナミです！」

　その段取りは決まっていたはずだがカスガは緊張してるのか嚙かんでしまった。

　俺は思わず息をのんだのだが、場内はにこやかな空間になった。

「ミニャミかわいいよー！」

　誰かがそんな声を上げて、その言葉がどんどんと広がっていく。

「ミニャミー！」

「かわいいよー！」

「ミニャミ！　ミニャミ！」

　それをカスガは少し戸と惑まどいながら見ていたが隣となりの娘、三浦さんに肩かたに触ふれられたことで我に返ったみたいだった。

「あ、それじゃ私のことは今後、ミニャミと呼んでください」

　カスガは真ま面じ目めな口調でそう言うと頭を下げる。

「わかったぞ、ミニャミー！」

　それにまた場内が応こたえて熱くなっていくのがわかった。それでカスガも緊張が解けたのか少し笑ったように見えた。

「私は新しくチームＥに入った本当の新人ですが、今後もよろしくお願いします」

「こちらこそー！」

　そこから本題であろう前説が始まった。

　内容は前にカスガから聞いていたのとあまり大差は無かった。

　御茶ノ水先せん輩ぱいという人と、番組を応おう援えんするユニットを組んで三人でこれから色々するので作品共々応援してくださいということだ。

　最初、自己紹介でつまずいたというのに、その後のカスガは安定していた。どうも原げん稿こうを読むのはけっこう得意らしい。

「皆さん、本当に温かくて嬉うれしいです」

　やがて、その言葉を最後にカスガと三浦さんは頭を下げ、また袖に消えた。

　そしてどうやらカスガの今日の出番はそれで終わりだった。




　その後は演劇あり、アニソンのメドレーありと、次々と女の子たちが出てきては次のコーナーになるというめまぐるしい展開だった。

　知らない人ばかりでハッキリとはわからないが三十人くらいいたように思う。

[image: ]

　カスガがチームＥとか言っていたことから、どうやら三チームくらいあるらしいのはわかったがそれ以上のことはよくわからなかった。

「月島さんの出番はあれだけだったのかな……」

　イベントもそろそろ二時間といった頃ころになり一体、なんで月島さんは俺を呼んだんだろうと思えてきた。

　冒ぼう頭とう、テーマソングらしきものを歌っていた十人くらいの中にいた以降、月島さんは姿を見せてなかったからだ。

　ひょっとするとカスガの前説を俺に見せるためだったのかな……と思い始めた時、月島さんがステージに現れた。

「…………」

　それで場内の空気が変わるのを感じた。さっきまでざわついていたのに、今は月島さんが口を開くのを待っているかのように静かになっていた。

　ステージには一人で会場を釘くぎ付づけにするオーラを放つ人物が立っていた。それが月島さんなのは見てわかったが、俺にはどうも別人のように感じられた。

　校内を歩く時の神楽坂先輩やアフレコの時のマナミさんのような、スイッチが切きり替かわった感じ。それが今の月島さんにはあった。

　みんなが月島さんの登場に飲まれてる中、曲が聞こえてきた。それで会場に来ている人の大半は何を月島さんが歌うのかわかったのだろう。静せい寂じやくから一転、盛り上げる声が曲のリズムに合わせて大きくなっていく。

　それでも月島さんの声は最後列にいる俺にビッと届いた。それだけで会場の声せい援えんとはまったく異質の、鍛きたえられた声であることが俺にもわかる。

「これがプロっぽいところってことか……」

　納なつ得とくするしかない迫はく力りよくがそこには確かにあった。

　その曲は知らない曲だったけど、俺は必死にその歌詞を追いかけていた。

　そこでわかったのはこれはどうやら少し甘くない恋こいの歌だということだった。

　アイドルソングのようだが、きっと何かのアニメのＯＰなのだろう。

　そしてこの曲のことを、その本来の歌い手を月島さんが好きであろうことも俺にはなんとなくだがわかった。

　その後、月島さんが二曲歌ったところで、ステージにまた大勢の娘こたちがあがり、それがイベントの最後の曲になった。

　ちなみにアンコールというのはなかった。そういうのはお約束で絶対やるものだと思っていたので意外だったが、どうやらお客さんにとってはいつものことらしく特に揉もめたりはしなかった。
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「月島や落合に会っていきます？」

　イベントが終わった後、半蔵門さんが来てくれて、そんな質問をしてくれたのだが、俺はそれは辞退した。

　というのもちょうどそのタイミングでメールが届いたからだ。

　マナミさんからの収録が終わったので遊びに行くというメール。俺は出先であることを告げ、マナミさんが今どこにいるかを確かく認にんした。

　結果、俺とマナミさんは渋しぶ谷や駅の山手線のホームで合流することになった。

「代官山で収録だったんですか」

　朝夕は混こむ電車もオヤツの時間帯はさすがに空いており、渋谷からとは言え、俺たちが並んで座るくらいの余よ裕ゆうはあった。

「今回はゲームだけど」

「日曜日も収録あるんですね」

「土日はイベントも多いけど、無い時はレギュラーじゃない仕事をね」

　マナミさんの言うレギュラーの仕事というのは毎週同じ時間にあるアニメの仕事ということだろう。

「大変ですね」

「ゲームの仕事は抜ぬき録どりって言って一人でずっとしゃべるから、自分のペースで進められるけど、量は多いから」

「ゲームはみんな、バラバラに録るんですか？」

「アニメみたいにみんなでというのは聞いたことないかな」

「じゃあ話し相手のことわからず演技するってことですか？」

「その辺は想像するしかないかなあ」

　マナミさんは当然という顔をしてるが、俺には一体どうしたらそんなことが可能なのかまったくイメージできない。

「そういえばユウはなんで恵比寿にいたの？」

「イベントを見に来ないかと言われまして」

「ああ、練馬さんの事務所のイベントね。そうか、だから恵比寿なんだ」

「けっこう有名なんですか？」

「どうなんだろう？　恵比寿っていうとあの事務所のホームって気はするけど」

　マナミさんはそう言いながら少し意地悪そうな笑えみを浮うかべた。

「それでイベントはどうだった？」

「いや、面おも白しろかったですよ」

「……えっと、練馬さんは出てた？」

「前説だけでした」

「前説か。デビューするとは言え、新人だからそういう扱あつかいなんだ」

「カスガは自己紹しよう介かいの時点で嚙んでて俺、冷ひや汗あせが出ましたよ」

　その後は滞とどこおりなかったので忘れかけていたが、あの瞬しゆん間かんは本当に焦あせった。

「でも、盛り上がったでしょ？」

　なのにマナミさんは見ていたかのようにその展開を言い当てた。

「なんでわかるんです？」

「イベントに来るお客さんはすごく優やさしいから」

「それは感じましたね」

「どころか、素人しろうとっぽいところが好きな人も多いから、練馬さんみたいに失敗した方が受けたりするわけ」

　俺にはちょっとよくわからない話だった。そもそも今日は月島さんにプロっぽいところを見せると言われて見に来ていたからかもしれない。普ふ通つうに楽しみを求めてくれば、あの緊きん張ちよう感かんが消えた感じは心地ここちよいものだったのだろう。

「名前を嚙かんだせいで、ミニャミってあだ名をつけられてましたけど」

「練馬さん、それで喜んでいたでしょ」

「ま、それは、はい」

　しかしマナミさんはそれをいいとは思ってないみたいなことが声から感じ取れた。

「お客さんは、守ってあげたいみたいなかわいさを求めてるから」

「だったら、いいんじゃないですか？」

「でもプロの現場では失敗はかわいいじゃ済まないこともあるの」

「それはそうですよね……」

　収録の時、カスガがたった五個の台詞せりふが読めず、何度もリテイクを繰くり返かえした時はどんどん空気が重くなった。

「初回の収録、練馬さんは切り抜けたからあの現場で認められたけど、あんなことして何も変わらなかったら……」

　そしてマナミさんも同じことを思い出しているみたいだった。

「変わらなかったら？」

「終わってた」

　マナミさんは辛つらそうにそれを言葉にした。

　それはカスガがギリギリ回かい避ひしたということだけではなく、実際に現場に認められなかった人をマナミさんが見てきたからこその言葉だろうと俺には感じられた。

「怖こわいんですね、プロの現場って」

「その分、認められたら嬉うれしくもあるけどね」

　その怖さ、嬉しさをカスガにも教えてあげたいという気持ちもあった。でもこういう話をした時、マナミさんが何を考えているのかは俺はもう知っていた。

「そういうことも、カスガは自分で気づかないといけないんですよね」

　それはオーディションに落ちた時のように。

「多分、練馬さんなら大だい丈じよう夫ぶだと思うけど」

「ですよね」

　多分、カスガならそのことに自分で気づく。それが以前は誇ほこらしかった。

　でも今、俺は別のことを考えていた。

　──俺がいなくたってカスガは大丈夫なんだ。

　そのことに俺は気づいてしまって、しばらく言葉が出なかった。

　それでもマナミさんはずっと俺の横に座っていてくれた。
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　なんだか皆みんな、忙いそがしそうだ。

　それで俺も少しは忙しくした方がいいんじゃないか。そんなことを思い始めた時、電話がかかってきた。

　それはマコトさんからで、内容はいつも通り。

　また部屋を片付けてくれないかな？──というヤツだ。
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「いやあ、いつも悪いね、少年」

「いえ、ちょっと体を動かしたいと思ってたところだったので」

　断る理由も無いので俺はマコトさんの家の片付けをし、夕飯を奢おごってもらっていた。

　今日は軍鶏シヤモ刺さしがメインで他ほかにももろもろ頼たのんでいる。これでさらにバイト代までもらえるのだから、謝られるようなことじゃない。

　マコトさん自身は時給五千円でもイヤだというくらい片付けをしたくない人らしいので、向こうからすればありがたいことなのかもしれないが。

「そう言えば、少年の幼なじみの娘」

「あ、はい。カスガのことですか？」

　マコトさんはアニメ脚きやく本ほん家で、今はカスガが出ているアニメで脚本を書いている。というかシリーズ構成という脚本家のリーダー的な仕事をしているそうだ。

「そんな名前だったっけ？」

「落おち合あいミナミですね、芸名は」

「そうそう、落合ね」

「それが？」

「彼女、評判いいよ。ヒロインのクラスメイト役でキャスティングされてたけど、別の役も任されてて」

「別の役って？」

「ま、名前も無い通行人Ａみたいなキャラクターだったけど、全然違ちがう人みたいに演じてて。新人だとなかなかそういうのも難しいんだけどね」

「クラスメイト役はずっと出る感じじゃ無いんですよね？」

「そうなんだけど、まあ、とりあえず毎回来てもらおうかみたいな話になってる」

「へえ」

「やっぱり、あれはインパクトあったよね」

「あれと言うと……ブラジャーの件ですか？」

　収録中でインパクトとなるとその話しか思い出せない。

「なんでブラかは私もよくわからないけど、実際、効果あったわけじゃない」

「そうですね」

「あれが出来そうで中々出来ないんだよね」

　マコトさんはそれで何か一人うなずいていたが、俺にはなんだかわからない。

「つまりどういうことなんですか？」

「壁かべを突つき破やぶるために必要な物を感じ取るセンスかな」

「壁を、ですか」

「追い込まれると普通は普ふ段だん出来てることも出来なくなる」

「ですよね」

「でもあの娘こはあの土ど壇たん場ばで自分に必要なことを感じ取り、実際に行動した」

「それで監かん督とくさんは、カスガのこと面白いって言ってたんですか」

　変なことをしてるなくらいの意味かと思っていたが全然違っていた。

「あの娘がそういう認にん識しきをしてたかはわからないけど、あんなこと自分で言い出して、それでダメだったら、もう次は無かったと思うんだよね」

「うは、やっぱりそうなんですか……」

　マナミさんも終わりと言っていたけど、マコトさんも同意見らしい。

「あの状じよう況きようで自分の直感を信じて行動出来るっていうのは、やっぱりただ者じゃない。あの場だけの話なら、ただのまぐれかもしれないけど、そこで繫つながった道で、彼女はちゃんと期待に応こたえているわけだから」

「あの日は緊きん張ちようしてただけで、落ち着いてればちゃんと出来たってことですか？」

「ま、新人にしてはってことだけどね。年で言ったらアスカと一いつ緒しよなわけだし、比べたらそりゃアスカの方が上っていうか、比べるレベルではまだないけど」

「でも、その、期待の新人ってくらいの評価には」

「それはなってるんじゃない？」

　マコトさんは上じよう機き嫌げんにそう答えると、ひょいっと箸はしで刺さし身みをつまんで食べた。

「楽しそうですね、マコトさん」

「正直言えば、ゴリ押しだったからね」

「カスガがですか？」

「原作側の事務所から押しつけられた子だから警けい戒かいはしてた」

「マナミさんをヒロインにする代わりに使えみたいな話だったんですか？」

「そうだねえ。三人で販はん促そくのユニット組むので役を与あたえろみたいな話は」

「うはあ」

「でも三人とも実際に始まったら印象悪くないから。事務所の一押しと一緒に新人二人とかね、思いっきり地じ雷らいだろって感じだったけど、そういう悪印象の時の方がそれが覆くつがえった時は評価上がるよね」

「逆に出来て当然って時に失敗すると印象悪いですよね」

「ま、そりゃそうだ」

　マコトさんがそう言いつつも笑ってるのを見ながら、俺はこれが実力の世界なんだなと思った。色々あっても最後は実力を示せればいい感じに回っていくのだ。

　そのせいかマコトさんの口はなんだか軽い。

「それにさ、ある程度以上からは自分流だから、自分で自分を伸のばせる方法に気づけるというのはやはり大きいよね」

「……なるほど」

「基き礎そが出来てないヤツも多いけど、基礎が出来てるからってドヤ顔されてもね。そこはあくまで出発点で、その先、自分だけの武器をどれだけ持てるかっていう」

「そういう世界で認められていく人っていうのは選ばれた人ってことですよね」

　こうして俺はマコトさんとご飯を食べる時はあるけど、やはりこの人は別の世界の人なんだなと感じる。

　マナミさんももちろんそうなのだろうし、カスガもそうであることをカスガは自分でピンチの中で示したのだ。

「運っていうのはあるかな。どんだけ実力あっても売れる作品に出ないことには有名にはなれないしね」

「声優さんは自分で作品を選ぶわけじゃ無いですからね」

「出会いとかもね、理り屈くつじゃないところあるよね。それは作品とであったり、監督とであったり、キャラとであったり。それまでは魅み力りよくが見えなかったものが、カチッとはまった瞬しゆん間かん、とんでもなく輝かがやいて見えたり」

「今回はカチッとはまってるわけですか？」

「まあ、かなり輝いて見えるかな。アスカも気合い入ってるし、いい新人も出てきたし。アニメが売れるかはわからないけど」

「え？　売れそうにないんですか？」

「ま、手て応ごたえは感じてるけど、こればっかりはフタを開けて見ないとね」

「そういうものなんですよね」

　マコトさんくらいにキャリアがあっても読み切れないと前に聞いたことがある。

「でも、いい作品を作ったよねと誇れるものにはなると思う」

　そう言ってマコトさんは嬉しそうに笑った。

「それは良かったです」

　俺はそう素す直なおに感じつつ、同時に別のことも考えてしまった。

　でも、それは俺とは別の話なんだと──。
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「ＴＳＵＴＡＹＡにでも寄るかな」

　お店の前でマコトさんと別れた後、すぐ向かいだし、ＤＶＤでも借りて帰るのも悪くないと思った。しかしそれを中断するメールが届く。

「カスガからか……」

　メールの内容はもうすぐ駅に着くことと、俺が今どこにいるかを尋たずねるものだった。

「なんか、前にもこんなことあったよな」

　その時に確か、月つき島しまさんに最初に会ったんだったなと思い出しながら、俺は駅で待ってるとカスガに返事をした。




「わざわざ、ごめんね」

「いや、わざわざってほどでもないし」

　改札で会った俺たちはいつかと同じようなやりとりをした。

　エスカレーターで先に降りることになった俺は後ろのカスガの顔を見たが、マコトさん同様、上機嫌に見える。

「楽しそうだけど、今日も仕事だったのか？」

「今日は、単に養成所。まだ半人前だから、日々是これ勉強って感じ」

「勉強が楽しいってこと？」

「今までは勉強のための勉強って感じだったけど、今は実感があるというのかなあ」

「役に立ってるってこと？」

「収録でさ、なんか上手うまく行かないなーって思ってたことが、あ、こうすればいいんだみたいにわかるっていうか……とにかくやり甲が斐いっていうのかな、そういう感じ」

　スポーツで言ったら記録が伸びてる時期という感じなのだろうか。練習するだけ記録が良くなっていくなら、そりゃ練習も楽しくて仕方が無いだろう。

「今日、俺はマコトさんのところの掃そう除じをしてたんだけど」

「あ、いいな、そのバイト」

「カスガ、前は掃除とか苦手って言ってなかったっけ？」

「掃除は……まあ、そこそこだけど、マコトさんって上うえ野のさんのことでしょ？」

「マコトさんと話がしたいってこと？」

「そういうこと」

「マコトさんも掃除は全然しないからな」

「全然？」

「全然！　マコトさんはマコトさんで仕事してて、夕飯の時間になったら『一緒に行く？』ってお誘さそいがあるくらいで」

「でも食事の時は話くらいするよね？」

「そりゃするけど……とにかくマコトさんと話したいってこと？」

「私、上野さんが脚きやく本ほん書いてる作品、けっこう好きだし」

「あんまり仕事の話はしないんだよなあ……」

　特に過去の作品の話はマコトさんは望んでいない気がする。きっと照れ屋なのだ。

「それでなんだっけ？」

「ああ、そうそう。それでマコトさんがカスガのこと褒ほめてたよ」

「本当？」

「キャスティングされてたのと別の役やらせたら、ちゃんとこなしたって」

「ああ、あれ。でも、あれは全然、違ちがうキャラだったから」

「違うキャラの方が楽なわけ？」

「お爺じいちゃんと小さい女の子ならどう演じたって別のキャラだってわかるでしょ？　それと同じでハッキリ違うキャラの方が演じやすいんだよね」

「高校生の女の子とかけ離はなれたキャラクターなら、そんなに難しくないってことか」

「アスカさんくらいなら、ツンツンした女子高生って狭せまい括くくりでも演じ分けることも出来るけど、私はそこまで限定されちゃうと難しいかなあ」

「なるほどなあ……」

　マナミさんは今回のヒロインは自分らしく演じれば良かったみたいな話をしていたけど、細かく見ていけばまだまだ選せん択たく肢しは残っていたということなのだろうか？

「でも上野さんに褒められてたっていうのは嬉うれしいかな」

「それはマコトさんのファンだから？」

「ファンっていうのもあるけど、仕事相手だから。私が今回、認めてもらわないといけない人の一人だよね、上野さんは」

「監督さんもカスガのこと認めてたみたいだけど」

「それが本当なら、あと一人かな。目標としていた人は」

「……それって音おん響きよう監かん督とくさん？」

　俺は尋ねながらも、ちょっと違うんじゃ無いかなと思った。

　そしてどうやら当たりだったようで、カスガはちょっと困ったという顔をする。

「アスカさん」

「カスガはそのアスカさんが演じるヒロインのクラスメイト役だもんな」

　それにカスガが個人的に憧あこがれている声優さんでもある。

「これは本当、目標であって実現できると思ってのことじゃないんだけど」

「アスカさんも案外、カスガのこと認めてるんじゃないのか」

「それはないかな。演技の時も全然、私のこと見てくれてる気がしないし、なんだろむしろ避さけられてるような気がする」

「そうなのか……」

　しかしこの間のマナミさんの口ぶりからすると、カスガのことはやはり認めてるはずで、もし目を合わせようともしないとすれば、それはもっと別の理由。汐しお留どめアスカがマナミさんであることを隠かくそうとしてるせいじゃないだろうか。

「目標だから、今回は無理でもコツコツやってくつもり」

「そうか、頑がん張ばれよ」

　とは言え、そんな理由だというのは色々な意味でカスガのためにはならない気がした。認められるためという理由で頑張れるなら、このままの方がいい気もする。

「そういえば月島先せん輩ぱいに聞いたんだけど、ユウ、この間のイベント来てたって本当？」

「え？　あ、うん。月島さんに誘われて」

　事実なので認めるしか無いが、その一方でどういう意味の質問なのか俺は身構えた。

「最初からいたの？」

「最初からいたよ。むしろ早く来すぎて、マネージャーの人に待つように言われた」

「ということは見てたってことだよね？」

　その質問で俺はやっと、カスガが何を言わんとしてるのかわかった気がした。

「前説のこと？」

　より正確にはそこで嚙かんだことなんだろう。

「……うん」

「というか、カスガの出番あれだけだったもんな」

「あれも、けっこう急に決まった話で、イベント自体は月一回やってるんだけど、私は役が決まるまではまだ出られる立場に無かったから」

「……バタバタしてるんだな」

「キャスティングが決まるのが遅おくれたからね」

「そういえばそんな話だったな」

　ヒロインをカスガの事務所の人間で行くか、汐留アスカで行くか、本当にギリギリまで揉もめていたということか。

「前説の時、読んだ原げん稿こうも当日もらったくらいだったし……」

「その割にはけっこう読めてたよな」

「そうだった？」

「いきなり自己紹しよう介かいでつまずいてたから、どうなることかハラハラしたよ」

「……私も、あの瞬しゆん間かん、頭、真っ白になった」

　カスガは失敗を指し摘てきされて恥はずかしがるかと思ったが、実際には真顔になった。要するにまだ笑える過去になっていないということなのだろう。

「でもお客さんに救われたよな」

　でもその話題で急にカスガは笑え顔がおになる。

「そう！　そうそう！　そうなんだ！」

　地じ獄ごくから一転、天国。そんな気分だったんだろう。それは俺にも理解できる。でも俺はそれを警けい戒かいするマナミさんの言葉を思い出していた。

　お客さんは優やさしいけど、プロの現場はそうではない。だからカスガがイベントでお客さんに優しくされるのを喜ぶのは俺にはあまりいいこととは思えなかった。

「ミニャミって、これからもそうするの？」

「うん。恥ずかしいけど、お客さんがつけてくれたあだ名だし」

「まあ、お客さんもその方が喜ぶだろうな」

　その名前が生まれた現場にいた人からすればなおのことだろう。

「あと、自己紹介も考えないとだよね」

「自己紹介って考えるようなものなのか？」

「自分の名前にちなんだ感じで、マナエちゃんも言ってたでしょ？」

「ああ……みんなにマナをってヤツか」

「どういうのがいいかなー」

　そう言って考え始めたカスガは嬉しそうに笑っていた。もう気持ちは来月のイベントへと飛んでいるのかもしれない。

「イベントが楽しいのはわかったけど、そっちはほどほどにしておいた方がいいんじゃないのかな」

　だから、俺はちょっとキツイ言い方をしてしまった。

「え？　どういうこと？」

　途と端たんにカスガの顔が曇くもったのがわかった。

「カスガが目指してるのは声優なんだろ？」

「それは、うん」

「イベントに出るのも声優の仕事かもしれないけど、カスガが相手にしてるのはそういう熱心で特別なお客さんじゃないと思うんだよな」

「それは……そうだよね」

　カスガは言葉ではそう言ってるが、納なつ得とくはしてないというのが俺にもわかった。

　あの危機的状じよう況きようで自分を救ってくれたお客さんを大事にするなと言われてるのだ。俺がカスガの立場ならなんでそんな酷ひどいことを言うのだろうと思っただろう。

「だから手を抜ぬけってことじゃないけど、そっちの方が楽しくなっちゃうのは、ちょっと違うんじゃないかな？」

「あまりイベントのお客さんと仲良くするなってこと？」

「イベントのお客さんというか、カスガが認めてもらうべき人間はもっと別にいるんじゃないかってこと」

「たとえば？」

「さっきカスガが自分でも言っていたけど、監かん督とくさんとかマコトさんとか……」

　最後の一人を俺が言う前にカスガがそこに割り込んできた。

「アスカさんはライブでお客さんにすごい優しいよ？」

　そして俺にはそれは意外な言葉だった。

「そうなのか」

「確かに声優だから声のお仕事で認められるのが大事なのはわかるよ。でも、イベントだってお仕事なんだし、そこに来てくれるお客さんのこと大事にするのが悪いのかな？」

「だから悪いとは言ってないだろ。ただ……」

　そこまで言いかけたところで俺は口をつぐんだ。

　それ以上のことはカスガが自分で気づかないといけないとマナミさんに言われたことだろうと思ったからだ。

「ただ、なに？」

「……うまく言えないけど、ちょっと違うと思うんだ」

　だから俺はカスガにその先を聞かれてもうまく答えられなかった。

「ユウ、時々、おかしくなるよね」

　そしてそのことはカスガにも伝わっていたのかもしれない。

「え？」

「私がオーディションに落ちた時もそうだったけど、急に壁かべみたいのを感じる。さっきまで自由に歩けてたのに、これ以上は進むなって言われてる感じがする」

「そうかな」

　否定するような言い方をしたが、そういう自覚はあった。

「ユウは何か私に隠してるよね」

　そしてカスガはすでにそれを理解してるようだった。

「……隠してるよ」

　だから、俺はそのこと自体は否定しなかった。

　でも隠してるのは俺が自分のためにしているわけじゃない。

　マナミさんが言うように、カスガが自分で気づかないといけないことだと思ってるからだ。俺から言うより、カスガ自身で考えて見つけて欲しいからだ。

「隠してるのは誤ご魔ま化かさないんだね」

　その理由までカスガにはわかるはずはなかった。でも何か理由があるのだろうことはカスガにはわかっていたのかもしれない。

「…………」

　だからカスガはそれ以上は俺を問とい詰つめたりはしなかった。

　かと言って代わりに何か話すことは見つからなかった。

　会話は途と切ぎれ、無言のまま俺とカスガは家の前まで歩いてきた。

「オーディション受けられるってわかって、私、油断してたのかな」

　そのカスガの言葉は俺への疑問というより、独り言だったらしい。それを証しよう拠こにカスガは返事を待たずに別の質問を俺にしてきた。

「私たち、またしばらく会わない方がいいのかな？」

　カスガは悲しい顔をしていた。そうさせてしまったのは俺だ。

　せっかく楽しい気分で仕事に勉強にと張り切っていたのに、俺はよかれと思って言ったことでそれを途切れさせてしまったのだ。

「そうかもな」

　だから、俺には俺と会う方がいいとは言えなかった。

　カスガは中学時代、俺と会わないことでずっと頑張ってきたのだ。その結果、オーディションを受け、別の役だけどデビューが決まった。

　カスガが頑張る時は俺がいない方がいいのかもしれない。それは俺がずっと抱かかえてきた気持ちでもあった。

「おやすみ」

　不意に告げられた別れの言葉は短く、そしてカスガは俺のことを見ていなかった。

　そして俺は振ふり返かえったカスガの後ろ姿を見送るしか出来なかった。

「おやすみ、カスガ」

　俺が返事をした時にはカスガはもうドアを開けて自分の家に入った後だった。

　つまりカスガにはそれは聞こえるはずはなかった。
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　余計なことを言ってしまった。

　それは間ま違ちがいないことだった。そしてそんな時、相談したいマナミさんからは「仕事が忙いそがしい」という内容のメールが送られてくる。

　そうなれば俺としてはその邪じや魔まをしてまで俺を助けて欲しいとは言えなかった。

「結局、カスガもマナミさんも俺とは違う世界の人なんだよな」

　たまたま出会う時もあるけれど、基本的にはそうなのだ。

　俺はカスガに「おやすみ」と言われたのに、ろくに寝ねることも出来ず、次の日の朝を迎むかえてしまった。

　あんなことがあったのに安あん眠みんできるほど、俺の神経は太くなかった。

「うわっ！」

　なのに、俺は電話の着信音でたたき起こされた。

　いつの間にか寝ていたらしい。寝ていたというよりは、意識を失っていただけかもしれないが。

「もしもひ？」

　寝起きなので口が上手うまく回ってなかったらしい。

「なにそれ」

　電話越ごしに笑う声が聞こえた。

　慌あわてて出たので誰だれからか確かく認にんしていなかったけど、声で清きよ澄すみからだとわかった。

「……なんだよ」

「寝てた？」

「みたいだな」

　いつ寝たのか。そして今が何時なのか俺は把は握あく出来てなかった。

「まあ、寝てたとかどうでもいいんだけど」

「いいのかよ」

　だったらなんで確認したんだろうと思ったが、さっきのも質問というよりは、ただの指摘だったのかもしれない。

「暇ひまなら池袋でも行かない？」

「池袋で何するの？」

　もちろん暇だから断る必要はないのだが、それを尋たずねてしまう。

「用事がないといけない？」

　しかし女子にはそんなことは必要ないことを俺は思い出すことになってしまった。

　そうなのだ。女子には用事などいらないのだ。




「元気ないねえ」

　改札を抜けたところで、開口一番そう言われてしまったのだから、俺の元気のなさは相当、露ろ骨こつなものだったのだろう。

「……わかる？」

「わかるよ。誰だってわかる。きっと白しら河かわにだってわかる」

「それはかなりの重傷だな……」

　白河は俺と清澄の共通の友人だが、およそ巨きよ乳にゆう（Ｄカップ以上）にしか興味の無いヤツだ。その白河にもわかるというなら俺の元気のなさは自覚してる以上ということだ。

「もしかして乃の木ぎ坂ざかさんに迫せまって拒きよ否ひられた？」

「いや、さすがにそれはない」

「ああ、そっちは上手く行ってるんだ」

　清澄の場合、どこまで冗じよう談だんで言ってるのか本当にわかりづらい。

「……そもそも、そういうんじゃないから」

　実際、そんなことになってるとは思ってるわけもないのだ。

「じゃあ、練ねり馬まさんの方かな」

「……そうですよ」

「あの胸には抗あらがいがたい魅み力りよくがあるよね。魅力っていうか、魔ま力りよくかな。魔ま性しようの乳だよね、あれはー」

「いや、胸は関係ない」

　清澄としては明るくしようとしてくれてるのかもしれないが、さすがにそれに乗っていける元気は俺に無かった。

「うん。だよね」

　それがさすがに清澄にも伝わったらしい。真しん剣けんな顔になった。

「で、本当は何があったの？」

　そしてそんな顔で聞かれてしまっては話すしかなさそうだった。

　清澄はマナミさんのことも知ってるし、それでも冷静でいてくれたからだろうか。




「でもそれはやっぱりユウが悪いよ」

　そして一通り話し、やはりそういう結論になった。その頃ころには俺たちはまたサンシャインシティにやってきていた。清澄はここがけっこう好きなのかもしれない。

「だよなあ」

「理り屈くつもそうだけどさ、気持ちっていうのはあるよね」

「気持ちねえ」

「これから羽ばたこうっていう練馬さんにとって、事実、ユウは邪魔かもしれない。だから会わないという選せん択たくはあってもいいと思うんだけど」

「……うん」

　それは自分でも思っていたことだが、清澄にハッキリと言われるとさすがに凹へこむ。

「それでも会いたいかどうかってことはちゃんと話した方が良かったんじゃないかな」

「邪魔になるのはわかってるけど会ってくれって？」

「それと会う・会わないはまた別の話でしょ」

「確かに……」

「その辺でユウはどうも自分に自信がないっていうか。自分の意見を言うのを避さけてるって気はするなあ」

「それは、そうなんだろうな」

　俺は確かにいない方がいいなら、そこから去るような人間なのだろう。そこにいたいと思ってもそれを言えない人間なんだ。

「ただ、会わない方がいいというのもわかるんだよね」

「わかるのか」

「次のステージに進む時は、今一いつ緒しよにいる人と仲良くするのは足を止める理由にもなるのは確かだよね」

　それは以前、カスガが養成所の人間とは仲良くしないようにしていたという話と同じなのだろうと俺にもわかった。

「部活でもさ、漠ばく然ぜんとレギュラーに向けて頑がん張ばってるうちはそうでもないけど、実際に枠わくが決まってくると、みんなでって訳にはいかないよね」

「出場できる人数は決まってるからな」

「そこで、一緒に頑張ってきた人に嫌きらわれたくないとか思ってたら、やっぱりレギュラーにはなれないよね」

「カスガもそんなこと言ってたよ」

「部活でもそうなんだから、プロの世界はもっと殺さつ伐ばつとしてるかもね」

「だからお客さんが優やさしいのが怖こわいってことなのかな」

「そういうのあるよね。彼氏いる娘こにさ、厳しいこと言ってもさ、彼氏に『お前は間違ってない』って言われるんだよね。そうすると絶対に反省しない。叱しかり損」

「現場でイヤなことがあっても、イベントでお客さんに優しくされると忘れてしまうってことだよな」

「そういう娘もいるんじゃないかな。まあ、凹んで何も出来なくなるくらいなら、お客さんに元気もらって頑張れる方がいいけどさ。でも、自分に厳しいことを言う人を間違ってると思い始めたらまずいよね」

「その人たちに認められないことには始まらない仕事だもんな」

「とは言え、練馬さんは現場でも認められてるわけでしょ。どっちも認められて頑張ってるなら、お客さんが優しいことは問題じゃ無かったんじゃないかな」

　清澄の言葉に俺は絶句して、足を止めてしまった。

「……確かにそうだよな」

「上手く行かなくなった時に、優しいことを言ってくれる人の方に言っちゃうのは罠わなだよね。それを警けい戒かいしないといけないのはわかる」

「でもカスガはそうしてた訳じゃないもんな」

「だからさ、練馬さんにとってユウと話すことが癒いやしになるなら話せばいいと思うよ。逆に言うと、無理していつも仲良くする必要も無いと思うけど」

「無理していつも、か」

「ユウが練馬さんの邪魔になりたくないって思うのもわかるし、それなら邪魔にならない範はん囲いで会えばいいんじゃない。それこそ乃木坂さんにしてるみたいに」

「……そうだな」

　その加減はよくわからないが、清澄の言うとおりだと思う。

　以前は自然に会ってた。それがしばらく会わなくなって、オーディションを受けるのをきっかけにカスガは急に戻もどってきた。

　だから俺はカスガがいい方向に向かうようにと思ってきたけど、それは少し無理をしてきたのかもしれない。

「乃木坂さんって言えばさ、私、汐留アスカにハマっちゃってさ」

　俺が納なつ得とくしたのが伝わったのか、清澄の話はまったく別の方向へと転てん換かんした。

「なんか白河には３トライアングルはどうとか言ってなかったっけ？」

　少し前の話だが、清澄はマナミさんが所属するユニットや汐留アスカにはあまりいい印象を持ってなかった気がする。

「少し面おも白しろくないなあと思ってたのは確かだけど」

　そしてそれを素す直なおに認めるのも清澄のいいところだ。

「だよね」

「同じ年で美人で歌も上手いとかやっぱり冷静に評価出来てなかったよね」

「知り合いになったから聞くのも冷静な評価とは思えないけど」

「それも、そうだね」

「でもマナミさんのネットラジオ聞いてるとか言ってたもんな」

　海に行った時、清澄はそれでマナミさんが汐留アスカだと気づいたと言っていた。ということは俺が考えていたほど嫌きらっていたわけではないということだ。

「ユウは聞いてないの？　ラジオは面白いし、曲だっていいよ。もちろん本人が上手いっていうのもあるけど、それだけ上手い人にはいい曲が提供されるわけだし」

「マナミさんは仕事のことは知って欲しくないみたいだから。実際、ＣＤも買うなって言われたし」

　それは曲がどうこうというよりは、水着姿を目当てに買うなということだったかもしれないけれど。

「汐留アスカからはイメージ出来ないけど、乃木坂さんってけっこう乙女おとめだよね」

「どんなイメージなんだ、汐留アスカって……」

「言いたいことはズバズバ言うイメージはあるなあ。少なくともわかって欲しくて待ってるようなタイプじゃないよね」

「……そうなんだ」

　それでもマナミさんは言いたいことはけっこう言う気もする。

「乃木坂さんはさ、汐留アスカとしてじゃなくて、乃木坂マナミさんを見て欲しいってことなんだよね」

「そういうことなんだろうなあ」

　俺には汐留アスカの方がよくわからないのだけど、それだけ世間で違ちがう人間と認にん識しきされてるなら、素の自分でいられる相手が欲しいというのはわかる気がする。

「でもそれって、ユウにはそうあって欲しいってだけでしょ？」

「いや、友達にはってことだと思うけどな。カスガにも知って欲しくないみたいだし」

　仕事抜ぬきの場では自然でいたい。そういう意味なのだろうと俺は思っていたのだが。

「ユウ、それ、本気で言ってるの？」

　どうも根本的に俺は勘かん違ちがいしてると清澄に思われてたらしい。

「言ってるけど？」

　しかしこの件に関しては俺は間違ってるとは思ってない。

「ま、私の方が間違ってる可能性もあるけどね」

　清澄は折れるようなことを言いながら、少し呆あきれたという顔で俺の方を見た。

「納得いってないって顔だなあ」

「ま、納得はしてないけどね……って、そういえばさ」

「なに？」

「昨日、麻あざ布ぶさんと会ってたんだけど」

「麻布さん……」

　俺はけっこう真剣に誰だれのことだろうと考えてしまった。そもそもどっち関係の人かすらすぐにはわからない。

「うちのクラスの学級委員だよ。連れん絡らく先交こう換かんした美少女のこと忘れるかな、ユウは」

　清澄は心底呆れたという顔をしたが、俺にはなんのことかわからない。

「……なんだ、それ？」

「なに、とぼけてるの？　麻布さんが一度ユウに連絡先を聞いたんだけど、消えちゃったから教えてくれって言ってたんだけど」

「俺の連絡先？　麻布さんが？」

　まったく覚えの無いことだった。そもそも俺はあの麻布さんという人がなんとなく好きになれなかったし、本当に数えるほどしか話していない。

　清澄の話だと清澄の見てないところで俺が麻布さんと仲良くしてたみたいな話だが、そんな事実はもちろんない。

　ましてや連絡先を交換なんてしてるはずもない。

「昨日は麻布さんにやたらユウのこと聞かれたけど。どういう人なのかとか趣しゆ味みとか、彼女はいるのかとか仲いい女の子はいるのかとかもうそれは根ね掘ほり葉は掘ほり。麻布さん、ユウのこと好きなんじゃないの？」

「……とてもそうは思えないが」

　そもそもろくに話したこともないわけだし、何を言ってるのか俺にはわからない。それに仮に俺のことが好きだとして、そんな回りくどいことをするタイプとも俺には思えなかった。麻布さんは自分が美人だと自覚しており、自分が好きだと言えば男はイエスと言うと信じていると感じる。

「ユウくんは自分への好意に鈍どん感かんだからね」

　そしてそこに俺の考えの方が間違ってるという声が届いた。

　振ふり向むくとそこにはよく知ってる人が立っていた。

「カグヤザカ先せん輩ぱい!?」
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　そして俺は十分に理解してるはずなのに、その人の名前をまた間ま違ちがえてしまう。

「神楽かぐら坂ざかだよ、ユウくん。そろそろカグヤと呼んでくれてもいいんだがね」

「……すみません」

　そしてここまでがいつもの先輩とのやりとりでもあった。

　先輩はいきなり現れ、俺はそれで慌あわてて名前を間違えてしまうのだ。

「あれ？　先輩、どうしてここに？」

　今回、今までとちょっと違ったのは俺と先輩以外の人物、今回は清澄がいたことだ。先輩曰いわく、他ほかの人に俺と一いつ緒しよにいるところを見られるのは恥はずかしいとのことなのだが。

「なに。別に用事というのはないんだ。ただ好きな人が暇ひまなのに誘さそってくれないので、フラフラしていただけだよ」

「先輩みたいに綺き麗れいな人でもそんなことあるんですか」

「その人はどうも私がからかってると思ってるみたいでね」

「まあ、先輩に好きだと言われても、なかなか本気とは思えないですよね」

「ふむ。君もそう思うのか。ならば私も自分の認識を改めねばなるまいね」

　そう言いながら先輩は俺の方を見た。

　というのは先輩の好きな人というのは俺のことだからだ。しかし先輩はそうだとは言わず、俺たちと合流して、一緒に池袋をうろうろすることを選んだ。
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　池袋から地元の駅まで来て、俺たちと清澄は別れた。

　本当に用事らしい用事も無かったので、三時にオヤツを食べて解散というわけだ。

　清澄としては麻布さんとの話がメインだったのだろう。あれこれ聞かれたので、そのことを俺にも報告しておこうというわけだ。

「ユウくん、家まで送ってくれないか？」

　なので神楽坂先輩に言われて、俺は空を見てしまった。

　まだ明るいし、天気もいい。一人で帰るのが不安な要素などどこにもない。

「何か困ったことでもあったんですか？」

　しかしそれをハッキリと尋たずねたのはやぶ蛇へびというヤツだったようだ。

「好きな人が誘ってくれないとは言ったと思うが聞いていなかったのかな？」

「……すみません」

　そう言われては俺としては、先輩の願いを断るわけにはいかなかった。

　とは言え、先輩の家は駅からそう遠い場所にあるわけではない。うちよりもずっと近いくらいだ。

「それでユウくん。私の記き憶おくが確かなら、君は海で私のことを好きだと言ったはずだ」

　だからなのか、歩き始めたら、即そく、先輩はその話題を切り出してきた。

「言いましたね」

「しかもそれは珍ちん獣じゆう的な話ではなく、女子としてという話だった」

「はい」

「なのに、あれから何もないというのはなんなんだろうか？」

　どうも先輩は俺のことが好きで、俺も先輩のことは嫌きらいではない。むしろ真しん剣けんに俺のことを考えてくれている数少ない人間でもある。

　しかも引くほど美人だし、頭の回転も速い。考えてることがわかりづらいことを除けばほぼ完かん璧ぺきな人と言ってもいい。

「何かデートに誘ったりした方が良かったんでしょうか？」

「少なくとも他の女子と一緒にいるところを見るよりはずっとそっちの方がいいだろう」

「でも、その、話してるところを見てわかったと思うんですけど、俺と清澄はなんていうか男友達ですからね」

「君がそういうならそうなんだろうな」

「あと、言わせてもらいますと、先輩はいつもそっちから突とつ然ぜん現れるので、俺、先輩の連絡先とか知らないんですよ」

「……そういえばそうだったね」

「会いたい時は先輩の方が現れてくれるので、こっちから会う約束をする必要性を感じなかったんですよね」

「確かに私の関かかわり方にも問題はあったことは認めよう」

「はい」

「しかしそれでもこうしてお互たがい好きだと告白し合った男女が二人きりでいるのだから、もう少し何かあるんじゃないのかね？」

　先輩はそう言ってじっと俺を見た。こういう時の先輩の目は迷い無く透すき通とおっていて、何を考えてるのかさっぱりわからない。

「……それはそうですけど、それでどうしたらいいんです？」

「そうだな。私の方が年上なのだから、君に期待するというのが間違いなのだろう」

「事実ですけどずいぶんな言い方ですね」

　おそらく悪気は無く、先輩は素す直なおに思ったことを言っただけなのだろう。だから俺は別にいやな気持ちになったりはしなかった。

「とりあえず手をつなぐというのはどうかな、ユウくん？」

　そしてさらに先輩は意外な提案をしてきた。

「いいんじゃないでしょうか」

　俺としてもそこまでハッキリと求められれば断る理由は無い。

　そんなわけで俺は見えてきた先輩のマンションを目指して、手をつないで歩くことになった。

　正直言えばドキドキした。

　女の子と手をつなぐ機会なんてそうそう無かったし、先輩は美人だし、俺のことが好きだということなのだ。しかも向かっているのは先輩の家だ。

　しかし先輩はさっき二人きりと言ったが天下の往来である。通り過ぎる人くらいは当然いるし、先輩は言うまでも無く目を引くほどの美人なのだ。チラチラと視線を感じることになってしまった。

「……なんというか、こういうのは照れるね」

　そんなわけで先輩は早くも音を上げてしまった。

　海では好きな人と一緒にいられるのを見られるのは恥ずかしいと言っていたが、あの言葉は本当だったようだ。

「ですね」

　だから俺の言葉を待って、先輩は手を離はなした。

　その時にはもうマンションの前で、今いま更さら、離したところで誰だれが見てるわけでもないはずだったのだが。

「今日は、その……私のわがままを聞いてくれて嬉うれしかったよ」

　それでも先輩は俺の顔を見られないくらいに照れてるみたいだった。うつむいたまま、そんなことを言った。

「俺も嬉しかったですよ」

「だから、君は……」

　先輩は何か言おうとして黙だまり、それで収まりが悪いと感じたのか、俺の腹を軽く殴なぐった。

「お、おう」

「優やさしくするのかしないのか、ハッキリしてくれたまえ」

　そして先輩はそのままマンションへと駆かけて行ってしまった。

　俺はその後ろ姿を見送りながら、カスガのことを少し思い出してしまった。

　別れ際ぎわ、上手うまく言えなかったのは一緒だったけど、先輩の場合はあまり不安は感じなかったからだ。

「……そういえば連れん絡らく先、結局聞いてなかったぞ」

　そして俺はけっこう大事なことを忘れてしまったことに気づいたが、それでも先輩を追いかけたりはしなかった。

　先輩は会いたい時は向こうから会いに来てくれると、なぜかそう信じていた。
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　帰り道、知らない相手からの電話に出てしまったのは、きっと神楽坂先輩のことが引っかかっていたからだ。

「もしもし？」

　先輩なら俺が教えていない電話番号でも知っていても不思議は無い。

「もしもし、ユウくん？」

　しかしその呼び方は一緒でも、その声は先輩のものではなかった。

「えっと……どなたでしょうか？」

　知らない番号からだったが、相手は俺のことを知ってるようだし、間ま違ちがい電話ではないようだ。

「麻布です。麻布トウコ。学級委員の」

　清澄に聞いていなければ、これだけ言われても俺はわからなかったかもしれない。

「……ああ、はい」

　でも相手はわかっても用件はわからない。

　というか連絡先を交こう換かんしたという事実はやはりなかったことがわかっただけだった。もし本当に交換していたなら、俺の電話帳に登録されているはずだし、麻布さんの名前が着信時に表示されていたはずだ。

「あの……明日あしたの夕方だけど、用事とかあるかな？」

「いや、ないですけど」

　俺はそう答えてから失敗したかもしれないと思った。

　先に向こうの用件を聞くべきだった。麻布さんとはろくに話さないけど夏休みが終わったら毎日のように会う相手なのだ。そんな女子に「暇だけどイヤだ」と言うのはさすがに気が引ける。

　となれば俺としては断らずに済む用件であって欲しいのだが……。

「話したいことがあるの」

「……はあ」

「だから、明日の夕方、教室に来てくれるかな？」

「教室に？」

　夏休みに教室に？　それだけでも理解に苦しむことだった。

「ダメかな？」

「それ自体はいいんだけど、話したいことって？」

　正直言えば、面めん倒どうくさいという思いもあったが、何か事情があるならそれもしょうがないのかなくらいには思っていた。

「それは……直接会って話したいから」

　しかしその事情はこの場では聞けなさそうな答えが返ってきた。

「夕方って言ってたけど、何時くらい？」

　なので俺もその辺は諦あきらめて、この話を聞くことにした。

「それはそっちの都合で決めて。こっちは頼たのんでる側だし」

　そしていきなりの電話の割に麻布さんはその辺は遠えん慮りよがちだった。

「じゃあ、少し涼すずしくなったタイミングでいい？」

「それは……うん」

「なら五時くらいで」

「わかった。待ってるから、絶対に来てね」

　そして麻布さんはその言葉を一方的に伝えて切った。

「しかし話ってなんだ？」

　俺はまたかかってくるかもしれないと思って、さっきの番号に麻布さんの名前を登録しながら、改めて考えてしまった。

「夕方の学校で会って直接話したい、か」

　清澄の言葉じゃないが、これではまるで告白じゃないかと俺は思ってしまう。

　そのために清澄に噓うそをついて連絡先を聞いて、こうやって約束を取り付けた。

　もう少し仲のいい女子が相手なら、恋こいする女子の行動だと言われたら信じたかもしれないが、相手はあの麻布さんだ。

　学級委員という接点がなければ今でも一言も交かわさなかったかもしれない女子。おそらく学年でも有数の美少女だ。

「……でも告白じゃないならなんだろうなあ」

　告白にはリアリティはない。しかしその他ほかだって十分リアリティはない。

　俺はもう一度、履り歴れきを確かく認にんしてさっきの電話が暑さのせいで見た白昼夢ではないことを確認するくらいにはその事実を疑っていた。
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「どう思います、ミケーネさんは？」

　晩ご飯を食べ終えたばかりの我が家の猫ねこにとって、俺の悩なやみなどまったく興味の対象にはならないようだ。まあ、興味を持っていたとしても返事は「なー」だけで、俺にとって意味のあるものになるわけもないのだが。

　しかしこの猫、俺とマナミさんでどうしてこんなにも態度が違ちがうのか。普ふ通つう、猫というのは警けい戒かい心しんが強く、知らない人には心を開かないものではないのか。

　慣れている俺や妹よりも、他人のはずのマナミさんになつくとは。まあ、俺の場合は慣れてるというよりは嘗なめられてるわけだが。

「お兄ちゃん、お風ふ呂ろ入るよね？」

　そんな俺に妹が話しかけてきたのは、俺の意思を確認するためというよりは自分が入るのでお湯を溜ためていいか確認するためのものだったのだろう。

　この家での俺の地位などそんなものである。

「今日は外出たからなあ」

「じゃあ、入れるね」

　それで放っておけば話はそこでおしまいだったが、俺はちょっと妹に明日のことを聞いてみることにした。

「あ、そうだ。ちょっと聞きたいことがあるんだけど」

　この妹と言えど女子は女子。俺が考えるよりはまともな答えが返ってくるかもしれない。それを期待してのことだ。

　清澄に聞けば、昼間の続きが始まって「告白だよ！　告白！」と言われるのは目に見えているし、先せん輩ぱいには聞く手段がない。カスガには今はそんな話を振ふれる状じよう況きようではないし、マナミさんも忙いそがしいみたいだし。

「なに？」

「明日さ、同じクラスの学級委員の娘こから呼び出しをくらってるんだけど」

「……何したの？」

　妹に不思議そうな顔で尋たずねられて、確かにちょっと言い方が悪かったなと思った。

「会って話したいことがあるって夕方の教室に来てくれって言われたんだけどさ、何の用だと思う？」

「その人、かわいいの？」

「かわいいというよりは美人系かな……黒くろ髪かみロングでりりしい眉まゆ毛げだし……」

　実際、かわいいというのとはちょっと違う気がする。しかし妹が気にしていたのはそういうことではなかったようだ。

「お兄ちゃんにはマナミさんがいるでしょ？」

「はい？」

「その娘、告白するつもりなんでしょ」

「……やっぱりそう思うのか」

「お兄ちゃんにはマナミさんが合ってるし、止やめておいた方がいいと思うよ」

「それに関しては色々ツッコミたいわけだけど、お前も告白だと思うわけだな」

　俺とマナミさんは付き合ってるわけじゃないし、まだ告白と決まったわけではない。

「直接会って話したいって女子が男子に言うことなんて他にある？」

「他にないよなあ……でもそれはないと思うんだよなあ」

　妹がそう考える理由は十分にわかるのだが、違うのも俺にはわかっていた。

「告白じゃないとすると……ああ、あれかな」

　それで妹も別の可能性を考えてくれたようだ。

　妹にとっては他に選せん択たく肢しがあるなら俺が美人のクラスメイトから告白されるということはまああり得ないことだったのだろう。

「お、なんかある？」

「『涼すず宮みやハルヒの憂ゆう鬱うつ』でそんなシーンがあった」

「お、おう」

　俺は意外な言葉に驚おどろきの声を上げる。

「クラスの学級委員がいるんだけど──」

　そして俺が驚いてる間に妹は話を続けようとする。

「ちょ、ちょちょちょっと待った！」

「なに？」

「俺、まだ読んでないんだけど」

「あ、そうか。それにお兄ちゃん、学園モノアレルギーだったんだよね」

「そ、そう。それもあったな」

「自分で読む気があるなら言わないけど」

「助かる」

　しかし妹が何を言おうとしていたのかはちょっと気になる。それで妹の顔を見たら、なにやら真ま面じ目めな顔をしていた。

「お兄ちゃん、その人に恨うらまれたりしてないよね？」

「え？　物ぶつ騒そうな話なの？」

「うん。まあ、現実はあんなことは起こらないと思うけど」

「なるほど、フィクションならではなことなんだな」

　よくわからないが、恨まれていたとしても『涼宮ハルヒの憂鬱』と同じ展開が待ってるということはないということらしい。

「まあ、恨まれてるも何も接点ほとんどないからな……」

「じゃあ、やっぱり告白なんじゃない？」

「接点ないのにか？」

「なんか勘かん違ちがいしてるんじゃない？　あんまり話してないといいところだけ想像で膨ふくらむとかありそう」

「……なるほど」

　今までで一番あり得そうな話だなと俺は思ってしまった。

　それは悲しいことだが、さすが妹だと認めざるを得ないことでもあった。




　自分の部屋に戻もどると、カーテン越ごしに外の明かりが見えた。

　どうやらカスガの部屋に電気がついてるようだ。

「帰ってるのか」

　気まずくなった後では、それが確認できる距きよ離りでも遠くに感じる。

　もっとも中学時代は、一いつ緒しよに学校に行くこともほとんどなかったし、時間が合わなければ近くに住んでようが会わずに過ごすことも別に珍めずらしくはないのだが。

「やっぱり謝った方がいいよな」

　少なくとも会いたくないという意味で言ったわけじゃ無いことは伝えた方がいい。そうは思っても足は動かない。

　女の子の家とは言ってもカスガの家だ。この時間に行っても、おばさんたちにおかしな顔をされることもないだろう。

「メールってわけにはいかないよな」

　謝るならちゃんと会って話した方がいいと思う。カスガが側そばにいるのだから、特に。

「直接、会って話したいってことをメールすればいいか……」

　なんだか聞いたようなフレーズだなと思いながら、俺はスマホを探す。

　しかし俺がメールを書く前に、電話がかかってきた。

　かけてきたのはカスガではなく、マナミさん。何か急用だろうかと俺は慌あわてて出る。

「もしもし？」

「ユウ？　今、大だい丈じよう夫ぶ？」

「大丈夫ですけど、何か急ぎの用でも？」

「仕事終わったから、ちょっと声を聞きたいなって。それだけ。迷めい惑わくだった？」

「いえ、何もしてなかったので全然」

　それで普通に話が始まるのかと思ったが、そうは行かなかった。マナミさんの声は遠くなり、でも大きかったので聞こえてくる。そういう奇き妙みような状況になった。

「って、関係ないでしょ！　だから、そういうんじゃないから！」

　どうも電話の向こうでマナミさんは誰だれかとケンカしてるらしい。

「あ……ごめんね、ユウ！　なんかカジツたちが……」

　そしてその相手もすぐにわかった。

　カジツたちというのは、マナミさんと同じユニットのメンバー、光ひかりヶが丘おかカジツさん、そして勝かち時どきユイさんのことだろう。

「お仕事、一緒だったんですね、光ヶ丘さんたちと」

「ま、そうなんだけど。だから、そうじゃないって言ってるでしょ！……って、ごめんね、ユウ！　カジツがしつこくて……だって、しつこいじゃない実際」
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　そしてどうもマナミさんは俺に電話してることでからかわれてるようだ。

「えっと……まだ起きてますから、改めてかけてくれても大丈夫ですけど」

「う、うん。カジツたちと別れたらすぐ電話するから！」

　それでマナミさんは慌てた様子で電話を切ったようだ。

「……すぐって言ってたけど、どれくらいかな？」

　そもそもこの流れですぐに解放してくれる人たちがわざわざ絡からんでくるだろうか？　そんな不安的中。マナミさんから再び電話が来た時には一時間以上が過ぎていた。

「ユウ、ごめんね、時間かかっちゃって」

「いえ。そっちこそ大丈夫でした？」

「実害はないけど、カジツもユイもずっと同じこと繰くり返かえして……」

「同じこと」

「海でも言ってたけど、二人はユウのこと……私の彼氏だと思ってて……」

「でも仕事終わってすぐに電話してたら、そう思われるのも無理ないですよね」

「それは、そうかな……今後は気をつけるから」

「二人も彼氏のことでマナミさんに迷惑かけたと感じてるんじゃないですか」

「それはわかるけど」

「だからマナミさんに彼氏がいたらって思ってるんですよ」

「そうなのかなあ。なんかからかって楽しんでるようにしか見えないんだけど」

　マナミさんは未いまだにそのせいで当とう惑わくしてるのが声からわかった。

「そういえば、明日あしたなんですけど」

　なので俺は話題を変えることにした。

「明日？　明日は私、仕事だけど……」

「俺の話なんですけど、麻布さんって覚えてます？」

「黒髪ロングの学級委員の人？」

「そうです。その人から明日、夕方に学校に来てくれって言われてて」

「学校に？　なんで？」

「それが聞いたんですけど、『直接会って話したい』ってことで聞かせてくれなかったんですよ」

「……うーん」

「なんだと思います？」

「普ふ通つうに考えたら、告白だと思うけど……」

「マナミさんもそう思います？　妹もそうじゃないかって言ってるし」

「他ほかはちょっと思おもい浮うかばないよね」

「本当に告白なら今からでも断った方がいいですかね」

　実際、俺は理由はよくわからないけど麻布さんのことは好きになれずにいた。

　本当に告白なら断るだろうし、それなら実際に会ってというのは俺にはちょっとハードルが高い。

「え？　それ、私が決めちゃっていいの？」

「でも断って、告白じゃなかったら、ただの自意識過か剰じようですよね」

　実際、麻布さんが俺のことを好きというのもちょっとピンと来ない。ただ、他に俺をわざわざ呼び出す理由が思いつかないだけだ。

「誰か一緒に行ってもらった方がいいんじゃない？　たとえば練馬さんとか」

　しかし意外なところで話は飛び火してきた。

「カスガとはちょっと……」

「どうかしたの？」

「この間のイベントのことで、ちょっとケンカになってしまいまして」

「ああ……それ、私のせいかな……ごめんね」

「いや、マナミさんのせいじゃないんですけど」

「その、練馬さんは今、変わろうとしてるから、無理に一緒にいようとしない方がいいとは思う」

　マナミさんの言葉は大体、清澄と同じことだった。

「はい」

「でも、理由はどうあれ相手を傷つけたと思ったなら、すぐに謝った方がいいと思う」

「そうですよね」

「ユウが私の家に来てくれた時、すごく嬉うれしかったから。ケンカしたのは悲しかったけど、会いに来てくれたのは嬉しかったから」

「……はい」

　俺はマナミさんの言葉に答えながら、窓の方を見た。

　カーテン越しに見えていた電灯はもう消えていた。どうやらカスガは俺がマナミさんからの電話を待ってる間に寝ねてしまったようだ。

「明日、麻布さんに会った後、謝ろうと思います。今は考えがまとまらなくて、余計こじれそうですし」

「うん。それがいいよ」

　マナミさんがそう言ってくれたので、俺は本当にその通りだと思った。
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　次の日。教室で待ってる間に外はすっかり赤く染まっていた。

　誰もいない教室。窓から射さす赤い光。そこで一人、女の子を待つ俺はやはり、告白を待ってる男子のようにしか思えなかった。

「先に来て待ってるのかと思ってたけど……いないんだな」

　俺は自分の机に座りながら、麻布さんが来るのを待っていた。

　その時、廊ろう下かを誰かが歩く足音が聞こえてきた。それくらい校舎内は静かだった。

　誰もいない。校庭では部活をしてる生徒がいるみたいだったが、ここまでその話し声は聞こえてこない。

　廊下の足あし跡あとは特に急いでる風ではなかった。むしろゆっくりゆっくり、重い足取りで近づいて来ている。

「ん？」

　そろそろ俺のいる教室のドアの前かなと思ったところで、その足音は止まった。そしてそのまま何も聞こえなくなった。

「……なんだ？」

　俺は気のせいだったのかと不安になってドアの方へ確かく認にんに歩く。

　だが半分くらいまで行ったところで、ドアの向こうから人ひと影かげが差した。

「麻布さん……だよね？」

　逆光だったが、そのシルエットは麻布さんに違ちがいなかった。それでも俺が不安になったのは彼女の表情がやけに引きつって見えたからだ。

　クラスでの学級委員としての穏おだやかな表情はそこにはなかった。

「カグヤ先せん輩ぱいとはどういう関係なの？」

　麻布さんは俺の質問には答えなかった。代わりに別の質問をしてきた。

「カグヤ……って、神楽坂先輩のこと？」

　俺のさらなる質問にも答えはなかった。

　チキッと何かがこすれる音がした。それがさらに続く。

「……麻布さん？」

　その音の出所は麻布さんの右手の中にあった。工作用のカッターの刃が音がする度たびに長くなっていく。

「あんたなんかに先輩をカグヤなんて言われたくないっ！」

　麻布さんは興奮してカッターを振ふり下ろした。彼女の長い黒くろ髪かみが乱れて、顔にかかる。光の加減で見えづらかった表情はさらに見えなくなる。

「え？　言ってないですけど？」

　間ま違ちがえてカグヤザカ先輩と呼んだことはあるが、先輩をカグヤなんて呼んだ経験は俺にはない。さっきだって麻布さんが言ったのを確認しただけだ。

　しかしそんな理り屈くつが通用する状態じゃないのはもう明らかだった。

「あんたなんかに！　あんたなんかにぃいい──！」

　怒いかりに震ふるえながら麻布さんは呆ぼう然ぜんと立っている俺のもとへと走り込んできた。その手にカッターを持ったまま。

「ぐっ！」

　避よけることは出来なかった。理解が追いつかない。

　何が起こってる？　そのことだけで俺の頭はいっぱいになっていた。

「ハァッ！　ハァッ！」

　俺に突とつ進しんしてきた麻布さんがまた一歩下がるのが見えた。彼女は肩かたで大きく息をしていた。その手にはもうカッターはなかった。

　俺は床ゆかにそれを探した。彼女が興奮のあまり落とした、そう思ったのだが。

「うわああああ！」

　だがカッターは俺の腹に刺ささっていた。それに気づいてからしばらくしてじわじわと痛みが走ってきた。

　痛いというよりは熱い。そんな感覚が俺の全身に広がっていく。

「あんたが悪いんだからね……私のお姉様に手を出そうとするから！」

　麻布さんの怒りはまだ治まってなかったらしく、俺は彼女に顔面を殴なぐられた。

「がっ！　がはっ！」

　一発と言わず二発。反射的に俺の痛みの声が漏もれる。

　俺は踏ふん張ばりがきかず、そのまま床に倒たおれた。

　倒れた拍ひよう子しに激痛が走る。反射的に起き上がろうとしたが、痛みが走って全身から力が抜ぬけた。

　立ち上がれなかった。出来るのは目を動かして麻布さんを探すくらいだった。

「……なんで？」

　俺は床から彼女を見上げて、今いま更さらのように説明を求める言葉を投げた。

「言ったでしょ！　あんたが悪いのよ！」

　でも答えらしい答えはやはりなかった。

「あんたが！　あんたが！　あんたが！」

　それになんだか声が聞こえづらくなってきていた。ジーンと痺しびれる感じがして、色々な感覚が麻ま痺ひしていくのがわかった。

「私は悪くない……私はお姉様を守っただけ……」

　俺は身動き出来ず、ただ麻布さんの声を聞いていた。それは俺への罵ば倒とうから次し第だいに、変わっていった。

「私は……悪くない……」

　麻布さんは泣いているのかもしれなかった。だが俺にはそれはもう確認できなかった。彼女の顔がよく見えなかったし、見えるような位置に移動することもできなかった。

「だって……だって……」

　その声が遠ざかっていく。しかしこれは俺の感覚のせいではなく、麻布さんが後ずさっているからだった。

　やはり俺の視界から彼女は消え、しばらくすると駆かけ足あしで去って行く音が聞こえた。

「そうか、彼女は逃にげたんだな……」

　俺が興味を持ったのはそんなことだった。

[image: ]

「ひどいな、刺すだけ刺して逃げるなんて……」

　それからやっと自分がどんな状じよう況きようなのか気になった。

　腹に手を回すと温かかった。ぬるっと滑すべるのを感じて、それが血のせいだとわかる。

「けっこう、血出てるな……」

　人ごとのように俺はそう呟つぶやいた。

「あれ？　もしかして俺、このまま死んじゃうのかな……」

　立ち上がろうとしてまた痛みが走って俺は倒れた。

「があっ！」

　それでさらに痛みが走る。

　自力で保健室まで歩いて行くのはすでに無理そうだった。

　これが物語なら誰だれか都合よく助けに来てくれるだろう。しかし現実はそうじゃない。

　この世界には涼宮ハルヒみたいな特別な人はいるのかもしれないけど、自分はそうではないのだから。

「でも、これはこれで普ふ通つうじゃないよな」

　俺はその時、笑っていたかもしれない。ただ力が抜けて口が閉まらなくなっただけかもしれないが。

　クラスメイトに刺されて、教室で死ぬなんて。そんなことが自分の身に降りかかるなんて思ってもいなかったことだったから……俺は喜んでいたのかもしれない。

「はは……は……」

　たとえ、このまま意識を失ってしまうとしても、別に怖こわいとは思わなかった。

　ただ、この後、謝る予定だったカスガには申し訳ないと思った。でも、その謝罪の言葉はもう口からは出なかった。
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　俺は死んだ。




　そのはずだった。

　あの状況から俺が生せい還かんするなんて奇き跡せきでも起きなければ無理だからだ。

「……ここは？」

　しかしこうして俺が目を覚ました以上、その奇跡が起こったということになる。

　まず見えたのは清潔そうな白い天てん井じよう。蛍けい光こう灯とう。

「いてっ！」

　状況を確認しようとして動いて、俺は腹に激痛が走るのを感じた。

　どうやら怪け我がをしたのは夢とか幻まぼろしではなかったらしい。

　それでも痛みと共に得られた情報を総合するとここは病院であるらしい。俺はそのベッドに寝ねている。つまり入院していたというわけだ。

「どうやら目が覚めたようだね」

　声に続いて、ツカツカと音を立てて歩いてくる音が聞こえた。

「君はかれこれ半日ほど眠ねむっていたことになる。麻ま酔すいが切れるタイミング、意識を失っていたのは幸運だったね」

　シルエットからどうやら看護師さんらしい。そう思ったのだが、その人が俺を覗のぞき込んだところで、俺はそれが知ってる人だとわかった。

「カ、カグヤザカ先せん輩ぱい!?」

「神楽かぐら坂ざかだよ、ユウくん」

　看護師の格好をしているが確かに神楽坂先輩だった。

「なんでそんな格好をしてるんです？」

「君へのサービスのつもりだったのだがお気に召めさなかったかな？」

「……すみません、まだちょっと色々理解できてなくて」

「とりあえず私のことは覚えているようだね」

「それは、はい」

「ちなみにここは私の実家が経営する病院だ。それで少し融ゆう通ずうを利きかせてもらった」

　言われて周りを見てみると、けっこう大きめな病室だった。なのに他ほかに入院してる人はいないらしく俺と先輩だけだった。

「なにからなにまで、すみません」

　他にベッドがないわけではないが、事情を考えて俺だけにしてくれたということなんだろうか。そんなことを考えていると先輩が質問をしてきた。

「状況的にはどこまで覚えてる？」

　先輩は覗き込むのを止やめ、少し俺に時間をくれたみたいだった。

「麻あざ布ぶさんに教室に来るように言われて」

「ふむ」

　少し遠くから相づちらしい声が聞こえた。

「実際に行って待っていたら、麻布さんがカッターを持って襲おそいかかってきて──」

　俺は自分で言いながら、特に怖いとは思わなかった。現実感というのがない。

「それで刺されて、血が出て……そのまま意識を失って……そこまでです」

「なるほど。ではなんで助かったかは覚えていないわけだ」

　それを言うと先輩はまた戻もどってきて俺の顔を覗き込んだ。

「はい」

「私が助けたんだよ、ユウくん」

「……それは、すみませんでした」

　なんだか先輩は怒おこってるみたいで、俺は思わず謝ってしまった。

「走っている彼女を見つけてね。様子が変だから問とい詰つめた。そしたら教室で君を刺さしたというじゃないか」

「それで助けを呼んでくれたんですね？」

「１１９へ電話をしながら君の教室へ走った。それで倒たおれてる君を見つけて何度も呼びかけたんだが、少しも聞こえてなかったわけだね」

「みたいですね」

「そういう時は噓うそでも、そんなこともあったようなと言えばいいんだよ、ユウくん」

「……そうですね」

「まあ、君のそういう正直なところ、私は嫌きらいではないが」

　先輩は相変わらず怒ってるように見えた。

「怒ってるんですか？」

　なので俺はそのまま聞いてみた。

「そうだね」

　しかし直球で肯こう定ていされたので、理由までは聞けなかった。

「あの、怪我は大だい丈じよう夫ぶなんですかね？」

「出血は酷ひどかったが、優ゆう秀しゆうな外げ科か医いがしっかり縫ぬってくれたので大丈夫だそうだよ」

「そうですか」

「とは言え、数日はおとなしくしてもらうことになるがね」

「……それくらいは」

「その間、私がずっと話し相手になってあげてもいいんだが──」

　先輩はそう言いながら何か鞄かばんくらいの大きさのものを俺の目の前にある椅い子すに置く。

「このノートＰＣを貸してあげよう。ＤＶＤドライブもついてるし、インターネットにも繫つながるから退たい屈くつせずに済むだろう」

「それは……すみません」

　助けてもらっただけでなく、入院中の暇ひまつぶしまで考えてくれるとは先輩の段取りの良さには素す直なおに感謝するしかない。

「君の怪我のことはご家族には伝えておいた」

　でもそのことは俺を感謝しづらい気分にさせた。

「……はい」

「もう心配はないとは言え、入院だからね。知らせないわけにはいかなかった」

「それはそうですよね」

「私が言わなくても君には想像がついてるだろうが」

　先輩が言うように俺には目に見えるようにわかっていた。

「『大丈夫ならそれでいい』とでも言われましたか？」

「さすが親子だね。一言一句その通りだよ」

　正解だったのに、いや、正解だったからなのか先輩は今まで以上に不ふ機き嫌げんになった。

「ユウくん、君の自分に対する評価の低さは気になっていたが、なるほどそういうことだったのかと理解できたよ」

「俺が悪いんです。俺が普通だから」

「普通？　確かに君は普通かもしれないが、この親の態度は普通ではないよ」

「でも、それが俺の親なんです」

　別に嫌われてるわけじゃない。ただ親は俺のことに興味を失ってしまったのだ。それは俺が特になにもない普通の人間だったから。

「そうだね。人の親を悪く言うのは褒ほめられたことじゃないな。君がそれを望んでないなら、なおのことだ」

「すみません」

　俺はやっと先輩が怒ってる理由がわかった気がした。先輩は俺にではなく、俺の親に怒っていたのだ。

「妹さんは慌あわてて来てくれたよ。その後、着き替がえとかもろもろ取りに戻ったが」

「そうですか。アイツも何しにきたんだか」

「まあ、兄が刺されたとなったら、大丈夫と言われても見るまでは安心できないだろうからね」

「それが普ふ通つうですよね」

　でも両親は違ちがった。俺や妹は普通だが、両親は違うのだ。

「そうだね、それが『普通』だね」

　先輩が意識的にその言葉を強調したように聞こえた。実際には俺がそれに敏びん感かんになっていただけかもしれないが。

「そういえば、麻布さんは？」

「今いま頃ごろは家で謹きん慎しん中だろうね」

「逮たい捕ほとかは……」

「君の親おや御ごさんがことを荒あら立だてないで欲しいとのことだったのでね」

「ですよね」

　俺が大丈夫ならそれ以上のことは興味がない。そういう人たちなのだ。

「ただ私の方から彼女には転校してもらうように言っておいた。出来るなら国外にしてくれとも言っておいた」

「……転校？」

「理由はどうあれ、クラスメイトを呼び出して刺すような人間が身近にいて欲しいとは思わないからね」

「それで麻布さんの方は承しよう諾だくしたんですか？」

「したよ」

　先輩はなんの抑よく揚ようもなく、それを告げた。

「詳くわしくはわからないですけど……麻布さんはその……今回のこと、神楽坂先輩のためにしたんじゃないんですか？」

「だから、なんだというんだね？」

「その先輩に転校しろなんて言われたら……」

　俺は言いながら胸が痛むのを感じた。

「傷つくだろうね」

「だったら、なんでそんなこと……」

　俺の言葉に先輩は激しく怒り始めた。

「君は本当にバカなのか？」

「え？」

「傷ついたのは誰だれだね？　君だろう？　刺されてこうして入院してるのに、その犯人が転校しろと言われて傷つく？　そんなことなんで気にするんだ？」

「でも、こうして大丈夫だったわけですし」

「だが、私が助けなければ死んでいたんだよ？　彼女は勝手な自分の感情で君を刺し、そして無責任にもそれを放置して逃にげた。殺す気はなかったんだろう。しかし彼女は凶きよう器きを持って、君を呼び出したんだ。誰もいない教室にね！」

「でも……」

「君が君を大切に出来ない理由はわかったが、それにしてもなんなんだ。殺されそうになったのに君は相手を許すと言うのか？」

「あの時は明らかに変でしたし、多分、ちゃんと話せば……」

　俺はそう思ったのだが、それを先輩は強く否定した。

「私はイヤだ！」

「……先せん輩ぱい？」

「君が死ぬかもしれないと思ったんだ！　私だって傷ついたんだ！」

「ですけど……」

「彼女は君を刺すほど私のことを好きなのかもしれない。しかし私にはそんなことは興味はないんだ。私は君が好きだし、君がこれ以上、危険に巻き込まれるのは避さけたい」

「それは嬉うれしいとも思いますけど……」

　でも俺は納なつ得とくできなかった。

「けど、なんだというんだね、ユウくん？」

「それは先輩が人に好かれるのが当たり前の人間だからだと思います」

　その言葉に先輩は今度は何も言い返してこなかった。

「俺は麻布さんに転校して欲しいとは思ってません」

　だからわかってくれたと俺は思って続けた。

「私は思ってるし、それを変える気はない」

　でも話は平行線のままだった。どころかもっと悪くなっているのかもしれない。

「どうして君は……」

　先輩は悲しげにそう告げると振ふり返かえって病室を出て行く。

「治ち療りよう費や入院費は心配しなくていいから、元気になるまでここにいるといい」

　そして振り返らないまま、それだけ告げると出て行ってしまった。
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　それから先輩が病室に来ることはなかった。

　代わりに本物の看護師さんが来てくれて、俺の怪け我がの具合を説明してくれた。

　専門的なことは理解出来なかったが数日したら退院できるし、その後、何度か通院する必要があるということだった。

　そしてそんな中、一番に病室に来てくれた知り合いは意外にも月つき島しまさんだった。

「これ、観みるかなーと思って」

　月島さんはＤＶＤを持ってきてくれた。しかも「ウルトラマンネクサス」の借りてた分の続きだ。

「ちょうどノートＰＣは借りてたんで助かります」

　おとなしくはしてないといけないのでどうしたものかと思ってたところで嬉しいプレゼントだった。

「あ、でも私のカードで借りたものだから後でちゃんと返してね」

「は、はい」

　返事はしてみたものの、ちょっと自力で返しに行くのは難しいかもしれないなと思ったりもした。一週間となるとまだまともに歩けないかもしれない。

「いやあ、びっくりしたよ。この間の感想聞こうと思ったら入院したとか」

　月島さんから暇な時にジョナサンででもという話があったので、入院の話をして断ろうと思ったら、即そく、来てくれたというわけである。

「俺も自分が入院するとは思ってなかったですけど」

「しかも女の子に刺さされたんだって？」

「誰から聞いたんです……？」

「看護師さんたちが噂うわさしてた。あの子、かわいい顔してやるわねーって」

「うわ……」

　そのこと自体は事実とは言え、あまり広げて欲しくない噂だった。

「カスガちゃんを狙ねらってないっていうのは、彼女がいたからなんだ」

「いや、そうじゃないんですけど……」

「二ふた股また掛かけててバレてーとかじゃないの？」

「違います」

「その辺はよくわからないけど、元気そうで良かったよ」

「傷がふさがれば平気みたいです」

「そっか」

　月島さんは短く答えてから、しばらく俺の顔と別のところを交こう互ごに見た。

「なんです？」

　何か言おうか言うまいか悩なやんでいるらしいので、俺は尋たずねることにした。

「カスガちゃんのこと」

　その言葉でなんで悩んでたのかはわかった気がした。

「……はい」

「ここに来る前に一いつ緒しよに行くか誘さそってみたんだけど」

「来たくないって言ってました？」

　その答えはどうあれ、一緒に来てない。それが事実だった。

「来たくないじゃなくて、行っていいのかわからないって、そういう言い方だったかな」

「そうですか」

「だから、さ、来てもいいなら、そうメールしてあげて」

「……はい」

　来てはいけないということはない。だから俺はそう答えた。

「絶対、だからね！」

「はい」

　でも月島さんが帰っても俺はメールすることは出来なかった。

　それはきっと俺が自分から謝らないといけないと思っていたからだった。

　ここまで来てもらったら、それは俺からにはならない。そんなつまらないことに俺は拘こだわっていた。
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　次に来てくれたのはマナミさんだった。

　俺からは入院のことは伏ふせておこうと思ったのだが、どうも妹が話したらしい。しかも妹が戻って来る前に来たのだから本当に慌てて来たのだろう。

「本当に！　本当に大だい丈じよう夫ぶなの？」

　慌ただしくやって来て、大きな声で何度も確かく認にんされた。

「おとなしくしてれば平気だそうです」

「じゃあ、おとなしくしてね」

「そのつもりです」

　どうも俺には危機感が欠けているのかもしれないなと今いま更さら、思った。

「それで、その、刺されたって話だけど」

「はい」

「学級委員に呼び出されたって件なんだよね？」

「そうですね」

　当然、気になるだろうなと思ってはいたけど、説明しようと思うとかなりややこしくなってきたなと感じる。

「ごめんなさい。私が止めてれば……」

　しかしマナミさんが気にしていたのは事情を知りたいということではなかった。

「いやあ、刺すつもりで呼び出してたとはさすがにわかりませんよ」

「それがそうでもなくて、あの後、もしかしてそういうことなのかなって」

　それで俺は妹が気にしていたのを思い出した。

「『涼すず宮みやハルヒの憂ゆう鬱うつ』ですか？」

「知ってたの？」

「俺は読んでないので知らないんですけど、妹がそんな話をしてたんですよ。ただ現実的な話だから関係ないだろうって」

「うん。でも気をつけるように言えばよかったなって」

「言われてたとしても変わらなかったんじゃないですかね」

　刺された後でもこの調子なのだから、刺されるかもしれないくらいで俺の行動が変わったとは思えない。

「何か困ってることとかある？」

「え？　いえ、別に今のところは」

「果物とか買ってきた方が良かった？」

「お腹なかに穴空いてるので食べ物はもらっても無理かな、と」

「……だよね」

　マナミさんが何かしたがってるというのはわかった。しかし俺もこんな入院なんて初めてで何が必要かなんてまったく思いつかない。

「あれ？　マナミさん、もう来てたんですか？」

　そんなところにやってきたのがうちの妹だった。旅りよ行こう鞄かばんみたいなものを持っているが、おそらく俺の着き替がえとかそういったものなのだろう。

「移動中だったから私の方が早かったみたいだね」

　マナミさんは妹の大荷物に気づいたらしく、それを受け取るために妹の方へ歩き出す。しかし俺の質問がその足を止めた。

「移動中だったんですか？」

「あ、うん。でもまだ余よ裕ゆうあるから」

　マナミさんは俺の方を振り返って答えてから、スマホを取り出し時間を確認する。

「うん、大丈夫」

「でも用事があるんでしたら行ってください。俺は大丈夫みたいなんで」

　俺からすればそれは自然な考えだったが、妹はそれに怒おこり始めた。

「お兄ちゃんはどうしてそういうこと言うかな？」

「……俺はじっとしてるしか出来ないし」

「だから一緒にいてあげたいって、そう思ってマナミさんが来てくれてるのに。用事があるなら行けって……どういう神経してるわけ？」

「でも俺のせいで、マナミさんが他ほかの人に迷めい惑わくをかけるとかイヤだから……」

　妹がさらに怒いかりを募つのらせたのがその表情から見て取れた。どうも俺は人を怒らせてばかりだ。先せん輩ぱいも妹も俺を心配してくれているのはわかる。

　でもマナミさんに俺のせいで不都合なことが起こるなんて耐たえがたく感じるのだ。

「怪我で入院しても、ユウは私の方が心配なんだね」

　それを言ったのは妹ではなくマナミさんだった。マナミさんは冷静そうに見えた。

「マナミさん、こういう時は怒った方がいいです！」

　妹は俺にもマナミさんにも納なつ得とくがいかない様子だった。

「ううん。ユウは大丈夫だって言ってるし、ツヅちゃんが来てくれたし、私は行くね。ちゃんと余裕がある時に、ユウが心配しないで済む時にまた来るから」

　マナミさんはうちの妹にそう告げると俺の方を見た。

「ユウもそれでいいよね？」

「……はい。今日はありがとうございました」

「またね、ユウ」

　それでもマナミさんの別れの言葉はどこか寂さびしげだった。

「お兄ちゃん、大丈夫なの？」

　マナミさんが去って行くのを見送った妹が俺に向き直って責め始める。

「多分、わかってくれてる」

　少なくとも理り屈くつではそうだ。感情では納得出来てないかもしれないけど、それもマナミさんならば自分でどうにかするんだろうと俺は思っていた。

「ふーん。そういうところはなんだか付き合い長いみたいにも感じるよね」

「どういうこと？」

「普ふ段だんはまだ友達以上、恋こい人びと未満みたいな感じなのに」

「……だから俺とマナミさんは付き合ってないって」

「でもさ、こうしてすぐに来てくれたんだよ？」

「それは……うん」

「マナミさんは絶対にお兄ちゃんのこと好きだよ。なのに追い返すみたいなこと言って」

「それはそうだけど」

　俺は言い訳しようと口を開くが、妹はすでに納得してる様子を見せる。

「そうなんだよね。でもお互たがいにそうした方がいいってことはわかってたんだよね」

「俺の思い込みだけじゃなければいいんだけどね」

「多分、大丈夫だよ」

　妹はもう怒っていないらしく、持ってきた荷物を開けて、その説明を始めた。

　と言ってもそれは俺の着替えくらいで、別に目新しいものはなかったのだが。

「数日って聞いたけど、どれくらいかかるの？」

　それが一通り終わったところで、妹はベッドの横の丸椅い子すに座った。

「傷が開かなくなったらってことなんで、俺の回復力次し第だいらしい」

「そっか……」

　妹はしょげてるような声を出した。

「何かあったのか？」

「何もないけど、さっき家に戻もどった時」

「うん」

「あ、誰だれもいないんだって改めて感じたんだよね」

「そうだな」

　両親は俺がこうなってもいつも通りの生活をしている。普段から家にもやってこない人たちだ。そのことは俺や妹にとっては今更のことでもある。

「お兄ちゃんが帰ってくるの遅おそいこと、最近あったけど、その時はそんなに気にもしなかったんだけど、今日はお兄ちゃん、帰ってこないんだよね？」

　でも俺が家に帰らないことは、そうそうあることではなかったのだ。

「今日はさすがに帰れそうにないな」

「うちって寂さびしい家だよね」

　それがもう当たり前になっていても、その事実はやはり変わらない。

「そうだな」

「普段はお兄ちゃんのこと邪じや魔まだったけど、帰ってこないと思うとやっぱり寂しいよ」

　俺は妹の言葉に素す直なおに謝るしか出来なかった。

「ごめんな」

「だからすぐに元気になってよね！」

「ちゃんとおとなしくして、一日でも早く帰れるようにする」

　俺の言葉に妹はしばらくそのままじっとしていた。何かを我が慢まんしてるようなそんな顔をしたが、結局、何も言わずに飲み込んだのがわかった。

「ナナちゃんだっけ？　マナミさんの妹さんに遊びに来てもらったらどうだ？」

「うん。ナナちゃん、マナミさんからミケーネさんのこと聞いて興味持ってたから聞いてみようかな」

　妹は少し小さく呟つぶやくと立ち上がった。もう帰るつもりになったらしい。

「何か、家にあるもので欲しいものとかある？」

　それで最後の確認を妹はしてきた。

「家にあるもので……」

　少し考えて、俺は神楽坂先輩のことを思い出した。もちろん先輩は俺の家にいたりはしないが、ずっと先輩から借りていたものがあった。

「『涼宮ハルヒの憂鬱』を持ってきてくれないかな」

「……大だい丈じよう夫ぶなの？」

　妹が心配するのも無理はなかった。

「大丈夫そうな時に読むから。俺の机の上に載のってるはずだから」

　でも反対はしなかった。妹はその言葉にうなずいてくれる。

「うん。わかった。明日でいいよね？」

「なんかのついででいいよ」

　俺の言葉に妹は返事はせず、手を振ふり、そしてそのまま帰って行った。
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　次の日も見み舞まいの人たちが来てくれた。

　月島さんから聞いたらしく森もり下したさんも来てくれたし、さすがにマコトさんは忙いそがしいみたいだけど、マコトさんから聞いたということで、一いつ緒しよに『ガンダムＵ．Ｃ．ユニコーン』を観みた人たちが駆かけつけてくれた。

　時間帯はみんな仕事がバラバラなので一緒ではなかったけど、暇ひまを見つけて来てくれたのは、素直に嬉うれしかった。

「あの時のメンバー的には最後になっちゃったかなっ」

　そんな中、夜になってやってきてくれたのが荒あら鷲わしさんだった。

「いや、マコトさんはまだ来てないので」

「上うえ野ののヤツはそういうの苦手だからなっ」

　荒鷲さんはマコトさんのことを上野と呼ぶ。大学時代からの長い付き合いだけど、荒鷲さんは基本、人を名字の方で呼ぶらしい。

「そういうのってどういうのです？」

「ちゃんとしてることかなっ！」

　荒鷲さんは笑うが、一緒に笑っていいかわかりづらい局面だった。

「正座とか苦手そうですよね、マコトさん」

「苦手だろうなっ。そもそもその必要がある場所が苦手だからなっ」

「ですよね」

　俺は意識せず笑ってしまって、少し腹に痛みが走るのを感じた。気をつけないと傷がやはり痛むのだ。

「それにアイツは照れ屋だから……ま、上野の話はともかくっ」

　荒鷲さんはそれに気づいたわけではないのだろうけど真しん剣けんな顔になった。

「……はい」

「ワシ、今度、結けつ婚こんすることにしたんだよっ」

「ご結婚ですか。それはおめでとうございます」

　今の自分には似つかわしくない実にめでたい話題だった。

「うむ、ありがとうっ」

「お相手はずっと付き合ってた方ですか？」

「うむ。それで少年には話さないといけないなと思ってたのだよっ」

「と言いますと」

「例のフィギュアの件だよっ」

「ああ……」

　以前、荒鷲さんにタマ姉のフィギュアをかくまってくれと渡わたされていた。

「フィギュアなんだが、あれだけじゃなく、減らしていく……というか、もう増やさないことにしようと思ってなっ」

「彼女さんがそう言ったんですか？」

「いや、自分で考えた。やはりお金のかかる趣しゆ味みなのは間ま違ちがいないしなっ」

「ですよね」

「今までは自分の趣味のためにお金を随ずい分ぶん使ってきたが、今後は家族のために使おうと決めたんだよっ」

「家族のために……」

　それに俺は共感は出来なかった。

　俺にとって家族はそこまで大事なものではなかったからだろう。

　でも、荒鷲さんが大事なことを「選んだ」というのはわかった。

　神楽坂先輩が俺に欠けてるものと言った、その選ぶということを、荒鷲さんは大人としてしっかりやってのけたのだ。

「なので、例のフィギュアはもうかくまってもらう必要はないんだっ」

「お返しした方がいいですか？」

「いや、それは困るっ！　少年の方で売るなり、欲しい人にあげるなりしてくれっ！」

　荒鷲さんの慌あわてた様子からするに、あのフィギュアの存在は彼女さんには未いまだに秘密ということなのだろう。

「俺の幼なじみがタマ姉好きみたいなので、ソイツにあげてもいいですか？」

　だからそれが一番平和な解決策なのだろうと俺は思った。

「うむ、そうしてくれっ」

「はい」

「他ほかのも片付けるつもりだから、欲しいモノがあったら持ってってくれていいぞっ」

「今は無理ですけど、怪け我がが治った後でしたらお掃そう除じ手伝いますよ」

「そうか。それはありがたい。みんなで大掃除大会と行くかっ！」

「楽しそうですね」

　確かにそれは心躍おどる想像だった。でも、それが最後の宴うたげになってしまうのかなと思うと寂しく感じる。

　皆みんなで『ガンダムＵ．Ｃ．ユニコーン』を観て、朝帰る時の興奮は今でも思い出せた。それをもう味わうことは出来ないのかもしれない。

「荒鷲さんはもう卒業ってことなんですか？」

「そうなんだろうなっ」

「荒鷲さんには色々お世話になったのに、俺、何もお礼が出来てないのに。今日だってこうしてお見舞いに来てくれて、俺の方ばっかりお世話になって」

「タマ姉をかくまってもらったじゃないかっ」

「あれだって、意味がなかったわけじゃないですか」

「そんなことはないさっ。すごく助かったし、それに……」

　荒鷲さんはそこでいったん言葉を切って、俺の枕まくらの横に置いてあったＤＶＤを手に取った。それは月島さんが借りてきてくれた『ウルトラマンネクサス』だった。

「これ、少年は最後まで観たのかなっ？」

「いえ、あと一巻分残ってますね」

「じゃあ、若じやつ干かんネタバレ気味だがワシが引用させてもらおう」

　荒鷲さんはタイトル面が見えるように持ちタイトルの「ネクサス」の部分をなぞる。

「少年、『受うけ継つがれる魂たましい』だよ」

「それが、ネクサスなんですね」

「何か好きで楽しい気持ちは先せん輩ぱいに返すのではなく、後こう輩はいへ伝えていってくれればいいんだよっ、少年。もしワシからそれを受け取ったのなら、別の人にそれを渡すんだっ」

「でも……」

「いいんだ。ワシはもう業界を去る人間だからなっ」

　そして荒鷲さんは病室からも去っていった。

　もう会わないというわけではないけど、オタクの先輩である荒鷲さんとはもう会えないのかもしれない。そう思うとやはり寂しかった。
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　面会時間が終わった後、『ウルトラマンネクサス』を観ることにした。

　この作品は途と中ちゆうから明らかに話が加速していた。

　最初のウルトラマンが死に、次のウルトラマンが現れた辺りからだ。

　そうウルトラマンは死んでしまったのだ。力を使い果たして倒たおれ、ウルトラマンになる力は別の人へと受け継がれた。

　赤いウルトラマンは、青いウルトラマンになり、その青いウルトラマンもやがて力を使い果たしていく。

『ウルトラマンネクサス』は、荒鷲さんが言ったように『受け継がれる魂』の物語だったのだ。

「ここで、やっと……」

　ずっと主人公として位置づけられながらも、ウルトラマンの活かつ躍やくを見守るしかなかった青年がウルトラマンとなったのは、物語の本当に終しゆう盤ばんだった。

　主人公が最初に変身したのは、赤いウルトラマンだった。物語中、最初に力ちから尽つき倒れたウルトラマンだ。

　主人公は物語をなぞる形で次々に姿を変えていく。

「これが、ネクサス……」

　俺は震ふるえていた。

　確かに『ウルトラマンネクサス』は楽しい話ではない。ずっと苦しく辛つらい話だった。

　でもここに来て、俺はどうしてそうだったのか理解できた気がした。

　みんなに受け継がれてきたからこそのこの最終回なのだ、と。

「終わった……」

『ウルトラマンネクサス』はずっと主人公がウルトラマンにならない話だった。だが、だからこそ俺はこの話にこんなにも興奮してるのだと思う。

「これが牛うし込ごめさんが好きなウルトラマンなんだな」

　それで俺はなんでもっと早く観ていなかったんだろうと思った。

　もし観ていれば、牛込さんは無理でも荒鷲さんと話が出来たのに……。

　誰だれかと作品のことを話したい。そんなことをこんなにも思ったのは初めてのことだった。しかしここは病院。そして面会時間も終わってる。

「電話……もまずいよな」

　特別禁止されてはいないけれど、病院だし、もう時間も遅おそい。

「ああ！　もうっ！」

　俺は思わずジタバタして、腹に激痛が走り、そのままベッドに倒れた。

「……いてて。おとなしくしてろって言われてたんだった」

　それでも気持ちは治まらず、俺は起き上がるとスマホを握にぎって、ネクサスの変身ポーズを取った。

「絆きずな……ネクサス……うぉおおおおおお！」

　それは最後に主人公が変身した時に叫さけんだ台詞せりふだった。

　腹の痛みは気にならなかった。

　なぜなら俺はその時、ウルトラマンだったからだ。地じ響ひびきを立てて、空から舞まい降おりた光の巨きよ人じんだったからだ。

　実際にはそんなことはもちろんないが、気持ちだけはそうだったのだ。

「……何してるの？」

　しかしその声で俺はまた普ふ通つうの人間に戻もどった。

「マ、マナミさん!?」

　なぜか病室の入り口にマナミさんが立っていた。

　面会時間はとっくに終わり、もう誰も来ないとそう思っていた。なのに、マナミさんが病室に入ってきて、俺の方に近づいてくる。

「邪じや魔まだった、かな？」

　妙みようなところを見られてしまった。そうは思っても別に邪魔ということはない。

「いえ、そんな。というか、どうして、マナミさんが？」

「この病院、神楽坂先輩の実家だって話だから、先輩に相談して」

「それで面会時間終わってるけど入れてもらったわけですか」

「うん」

　マナミさんはうなずくとベッドの横にある丸椅い子すに座る。

「でも遅くなる前に帰った方がいいですよ」

「そのことなんだけど、先輩には泊とまっていっていいって許可もらってるから」

「……泊まるんですか？　ここに？」

「ベッド、余ってるし。あ、仕事のことなら大だい丈じよう夫ぶだから。明日あしたは朝十の少し長いのが一本あるだけだし、その分の台本は持ってきてるから」
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　マナミさんは鞄かばんを叩たたき、その辺は抜ぬかりがないということを俺に示す。

「でも……」

　しかしそういう問題ではないだろうと俺は感じる。

「この間、来た時だけど、結局、ギリギリになっちゃって。もしあのタイミングでユウが行った方がいいって言ってくれてなかったら私、遅ち刻こくしてたかもしれない」

「そうだったんですか」

「やっぱり気が動転してたよね。自分では大丈夫だと思ってたけど、ユウが入院したって聞いて。仕事もユウもどっちも大事にしないといけないのに、私、ユウだけを大事にして結果的にユウをガッカリさせるところだった」

「じゃあ、あれで良かったんですね」

　それでも妹に怒おこられたことを俺は思い出してしまう。

「でも、もう少し優やさしく言ってくれた方が嬉うれしかったかな」

　しかしそれもそう言って笑うマナミさんを見ると忘れてしまいそうだった。

「……気をつけます」

「そういえば、さっきは何してたの？」

「え？　それ、まだ、引っ張ります？」

「なんか吠ほえてたよね？」

「……えっと、『ウルトラマンネクサス』を観み終おわりまして、それで気分が高こう揚ようして」

「ネクサスって暗くて重いって聞いたことあるけど」

「前半っていうか最初の二クールはその通りなんですけど」

「最初の二クールって」

　マナミさんは何かそこがツボにはまったらしい。

「変ですか？」

「いやだって今時の番組って半年やったら長い方でしょ。なのにその間はずっと暗くて重いとか」

「ああ、そうですよね」

　実際、それもあって三クール目からは駆かけ足あしだった。四クール目が無くなった分、倍の速さになったのかもしれない。でもそれが今まで重かった分、物語が加速した感じで面おも白しろく観れたのだ。

「でもそこからはそんなに暗くないわけ？」

「ま、暗いっちゃ暗いですけど、辛くはなくなりますよね。しかも最後はすごくスカッとするんですよ。溜ためるっていうんですかね。じわじわと積んできたモノが一いつ斉せいに解放される。そういう気持ちよさがあったんです」

「今度、観てみようかな。気にはなってたんだよね。オススメだって人がいて」

「俺もマコトさんの知り合いの人が集まった時、薦すすめられたんですよ」

「私の方は普ふ段だんはゲームのシナリオ書いてる人で、牛込さんっていう……」

「え？　牛込さんですか？」

「もしかして同じ人？」

「はい」

　俺の言葉にマナミさんは力の抜けた笑えみを浮うかべる。

「もしかしてネクサス、面白いって言ってる人、牛込さんだけなのかな」

「他ほかの人も面白いって言ってましたよ」

　でも、確かに誰が観ても面白いという作品ではないのかもしれない。最後まで観れば面白いとは思うけど、途中で止やめてしまう人の方が多い気もする。

「……怖こわい感じ？」

「ネクサスですか？　序じよ盤ばんはけっこうおどろおどろしい感じも……」

「だったら夜に一人で観るのはイヤかも」

　マナミさんは困ったという表情を浮かべる。

「今度、一いつ緒しよに観ましょうか？」

「でもユウは全部観たんでしょ？　しかも今」

「もう一度、頭から観直したら、新しい発見があるかもしれないし、それに」

「それに？」

「マナミさんにも観て欲しいです」

「ユウがそれだけ面白いって言うんだから、私も気になるかな」

　マナミさんはそう言って笑うと、少し窓の方を見た。

「ユウ、もう寝ねる？」

「いえ、興奮してまだちょっと寝られそうに無いですね」

「怪け我がはもういいの？」

「こうして話してるくらいなら」

　でもマナミさんの方はそうも言っていられないのかもしれないと気づく。

「マナミさんは台本をチェックしなくていいんですか？」

「……そろそろやった方がいいかな。でもユウはどうするの？」

　言われて俺は少し考えた。

　もう一度、ネクサスのクライマックスを観る。その手もあったが、俺はもう一つ忘れていたことを思い出した。

　それは妹が持ってきてくれた一冊の本、『涼宮ハルヒの憂鬱』だ。

「俺、これを読もうと思います」

「ユウ、そういうの苦手って言ってなかった？」

「苦手だから今まで避さけてたんですけど、今なら読めるような気がするんです」

「でも、大丈夫なの？」

「もしかしたら、また学園モノアレルギーが出るかもしれないですけど」

「うん」

「今はマナミさんが見守っててくれてますから」

　一人きりなら俺はネクサスをもう一度観ていたかもしれない。でも側そばにマナミさんがいてくれるなら俺は読んでも大丈夫。そんな気がしていた。

「側にいた方がいい？」

「マナミさんは台本をチェックしててください。ダメそうだったら助けを求めます」

「無理はしないで」

　マナミさんは真しん剣けんな顔でそう言ってくれた。マナミさんの前で学園モノアレルギーが出たことはなかったはずだ。でも信じてくれているのがそれで伝わる。

「はい」

　だから俺は迷いなく返事をすると、文庫のページをめくった。

　マナミさんは声を出すかもしれないからと少し離はなれたところに移動し、カーテンで仕切った。でも側にいてくれてるという気持ちは変わらず、俺は不安を感じなかった。




「ただの人間には興味ありません。この中に宇宙人、未来人、異世界人、超ちよう能のう力りよく者がいたら、あたしのところに来なさい。以上」




　俺がアニメで観たシーンは物語が始まってすぐだった。

　新学期、クラスの人間たちの前で自己紹しよう介かいをするシーンだ。

「……そっか、そうなんだ」

　この時の涼宮ハルヒは表紙の通りでは無く、まだ髪かみが長く、曜日ごとに結び方を変えるという奇き妙みようなことをしていた。

「何か言った？」

　俺の独り言に反応し、カーテンが開いてマナミさんが顔を出す。

「あ、いえ、俺がチラッとアニメで観たシーンが出てきたので」

「どんなシーン？」

「涼宮ハルヒが自己紹介するシーンで」

「『ただの人間には興味ありません！』ってヤツでしょ」

　マナミさんの口調は、記き憶おくの中のハルヒのそれと完全に一いつ致ちしていた。もちろんマナミさんがハルヒを演じていたわけではないが、その特とく徴ちようをよく捉とらえてるということだ。

「プロのマナミさんに言うことじゃないですけど、上手うまいですね」

「ハルヒに関しては何度も真似まねしたから。私のツンデレっぽい演技のかなりの部分、ハルヒの影えい響きようじゃないかな」

「そうだったんですか。初めて聞きました」

　とすれば、一向に学校にやってこないマナミさんを『涼宮ハルヒ』と呼んでいたのも何か偶ぐう然ぜんだけでは済ませられないものを感じる。

「業界的にもすごいインパクトがあったから。アニメでこんなに女の子がかわいく動くんだーって。０話も衝しよう撃げき的だったし」

「０話って……」

　それは俺と神楽坂先せん輩ぱいが観ようとしてすぐに止めたヤツのことだろう。

「原作の二巻が文化祭で映画を撮とる話なんだけど、その素人しろうとが撮った出来の悪い映画っていうのを一話かけてまるまる放送したの」

「ああ、あれってそういう……」

　神楽坂先輩は少し観ただけで「ふざけてるのか」と怒って暴れたけど、ちゃんと意味のあるものだったようだ。

　しかしまあ、先輩は原作の二巻は序章で投げ出したというし意味がわからなかったというのも仕方の無いことのような気もする。

「アニメなのに素人の実写っぽいカットにしたり、わざわざ手て振ぶれさせたり、ズームもぎこちなくしたり、すごい凝こってたんだけど……まあ、賛否はあったかな」

「言っちゃえば、つまらない映画をわざわざ流したわけですからね」

　しかし、ふざけていたわけではない。バカなことを大まじめにやったということなのだろう。

「でも、これはただのアニメじゃないぞって話題にはなったんだよね。放送順も原作通りじゃなくて」

「え？」

「『涼宮ハルヒの憂鬱』は全部で五話あったんだけど、二話まで放送したところで、次は別の話が入ったり」

「……ちょっと想像つかないですね。一体どうしてそんなことを？」

「そこまではわからないけど、原作ファンも次は何やるんだろうってことで盛り上がれたからそういうことなのかなって」

「アニメって一週間に一回放送されるものなんですよね」

　俺はそういう風にリアルタイムで追っかけることはあまりしない。『ウルトラマンネクサス』だって、ある程度まとめて観たから話がわかりやすかったけど、一週間に一回のペースだったら俺にはなんのことかわからなかったかもしれない。

「涼宮ハルヒのアニメは放送してない時も観てる人に楽しさを提供してくれてた」

「……そんな凄すごいアニメだったんですか」

　でも俺は一シーンだけ観てショックを受け、ずっと涼宮ハルヒを避けてきた。

「今度、一緒に観る？」

　なのに俺はそれを嬉うれしい申し出だと感じた。

「マナミさんとは果たしてない約束ばかり増えていきますよね」

「そう、だね」

「アイス奢おごってもらったお礼もしてないですし」

「プールに誘さそってくれるって話も」

「あ、それもですね。あと、『ウルトラマンネクサス』も観て」

「『涼宮ハルヒ』も観て」

「マナミさん、忙いそがしいからそれだけ果たそうとしたらいつになるか」

「そうだね」

　でもマナミさんの顔には不満とか不安とかは見えなかった。嬉しそうだった。

「前は、多分、ケンカする前だと思うけど、その頃ころは私、焦あせってた気がする。そうやって約束してないと不安で、アイスのこととか避けようとしてた」

「それはなんとなく」

「でも今はずっとユウと一緒にいられるのかなって。私もユウも変わっていくのは避けられないけど、それでも私たち、一緒にいられるのかなって」

「なら、もっと約束しても大だい丈じよう夫ぶそうですね」

「うん」

　マナミさんはうなずくと、カーテンの向こうから出てきて俺の近くに来た。

「何か約束したいことある？」

「約束とはちょっと違ちがうかもしれないんですけど」

　それで俺は本を置いて、マナミさんと話す姿勢を取る。

「なに？」

「今度、マナミさんがヒロインをするアニメ、観てもいいですか？」

　俺の言葉にマナミさんは意外という顔をする。

「そうか。そうだよね」

　そして一人で勝手に納なつ得とくした様子を見せる。

「……ダメですか？」

「ユウが嫌いやじゃなければ観て欲しいって思ってた。収録の時は格好悪いところをけっこう見せちゃったし」

「あ、そうなんですね」

「そうじゃなかったら原作を貸したりしないでしょ」

　今度は俺が意外という顔をする番だった。

「言われてみればそうですね」

「私の仕事でもあるけど、練ねり馬まさんの初仕事なわけでしょ」

「それも、そうですね」

「だから、ユウが嫌じゃないなら練馬さん、一いつ緒しよに観ようって言うんじゃないかな。それを私が観て欲しくないって止める権利はないと思うし」

「どうですかね。カスガは俺に観て欲しいとは言わないと思いますけど」

　それはケンカしているからというのもあるが、仲直りしたとしてもカスガはやはり言わなかったと思う。

「私は、ユウと一緒に観たいけどな」

「じゃあそれも約束ですね」

　そこで俺はまた横に置いてしまった本へと意識を向けた。

「そのためにはやっぱり、この本を読まないとですよね」

　もし読み通せたのなら、マナミさんと一緒にアニメを観ても俺は平気だと思えた。




　それから俺は読書に集中した。

『涼宮ハルヒの憂鬱』の主人公はキョンと呼ばれる高校生の少年だった。タイトルにある涼宮ハルヒはヒロインであり、キョンが見つめ続ける対象だった。

　つまり、キョンから見た涼宮ハルヒを描えがく物語であるらしい。

　ハルヒが自己紹介で語った通り、彼女の周りには宇宙人、未来人、超能力者が集まってくる。しかしそれをハルヒが知ることは無い。側にいたキョンだけがそれを知り、彼は涼宮ハルヒを見守る宇宙人たちの思おも惑わくに巻き込まれていく。

　キョンを通して見るその物語はＳＦそのものだ。

　普ふ通つうの人間しかいない学園のはずが、気づけば宇宙人、未来人、超能力者がヒロインを巡めぐって牽けん制せいし合っている。

　日常から非日常。そこには俺が漠ばく然ぜんとイメージしていたストーリーが確かにあった。

「でも、これ……」

　しかし俺はそれが誤解だったということに気づいた。

　それはきっと、神楽坂先輩のおかげだったと思う。

　先輩は自分が涼宮ハルヒのような人間と言われて、いきなり怒おこり出した。

　しかしイメージの通りの涼宮ハルヒは、それこそ先輩のような人間だ。何を考えてるかわからず我が物顔で自分の考えで周りを振ふり回まわす。

　だから俺は涼宮ハルヒは特別な人間だと思っていた。

　でも、そうじゃなかった。そう見えるのは、あくまで傍はたから見た場合だ。

　涼宮ハルヒ自身はそうは思っていないのだ。

　小さな頃、野球観戦に行ったハルヒはそこに集まる数千人の一人であることを自覚したことをキョンに吐と露ろする。




「それまであたしは自分がどこか特別な人間のように思ってた」




　そしてそれからの彼女の世界は、何も特別なモノのない、色あせた世界になってしまったのだ。

　ハルヒがなぜ日々、苛いら立だち、おかしな行動を取るのか。その答えがそこにあった。

　なぜ、彼女はただの人間には興味はないと自己紹しよう介かいで言い放ったのか。

　宇宙人、未来人、超ちよう能のう力りよく者がいたら、自分のところに来なさいと言ったのか。

　俺はそれを聞いた時、ただの人間を否定する言葉のように感じた。

　だったら、ただの人間はどうしたらいいんだと傷ついた。

　でも、それは誤解に基もとづく感情だった。

　ハルヒは、ハルヒこそがただの人間だったのだ。

　そんな自分とは違う、特別な何かに彼女は飢うえていたのだ。

　涼宮ハルヒの『憂ゆう鬱うつ』とは、彼女が自分をただの人間にしか思えないこと。ハルヒはそのことで苛立ち、誰だれかに共感して欲しくて行動していたのだ。

「それが憂鬱。涼宮ハルヒの憂鬱だったんだ……」

　物語はその憂鬱が頂点に達し、ハルヒが世界を拒きよ絶ぜつし始めることでクライマックスを迎むかえる。

　ハルヒは無意識のうちにキョンと自分だけの世界を作り、外の世界を切きり離はなそうとする。キョン以外のものはいらないと全すべてを拒絶する。しかしキョンは知っていた。ハルヒはただの人間ではないし、世界はハルヒの望む特別なことで満ちていることを。

　キョンはハルヒと元の世界に戻もどることを選び、生せい還かんする。そしてその世界でのことを夢だと思うハルヒに後日、世界の真実を告げるために呼び出す。

　そして物語はまさにキョンがそれを告げようとするところで終わりを告げる。

　ハルヒの知らない、ハルヒの望んだ世界、それを彩いろどる仲間たちのことを──。

「うわあああ……」

　俺は最後の一文字を読み終えたところで自分が随ずい分ぶん前から泣いてるのだと気づいた。

　そして気づくと涙なみだが止まらなかった。

「ユ、ユウ!?」

　マナミさんがそんな俺に気づいたのは少し後のことだった。マナミさんはマナミさんで仕事に集中していたのだろう。

「マナミさん……」

「大丈夫？」

　マナミさんはベッドで涙する俺の側そばに寄ってきて手を握にぎってくれた。

「どこか痛いの？」

　そんな心配の声に俺は勢いよく首を振る。

「違うんです！　怪け我がとかじゃないんです！」

　何を言いたいか自分でもよくわからなかった。だから確かなことだけ答える。

「じゃあ、どうしたの？」

「俺、間違ってました！」

「間違い？　何が？」

「俺、ハルヒはマナミさんや神楽坂先せん輩ぱいみたいな人だと思ってたんです」

「……そうなんだ」

「でも、違ったんです！　そうじゃなかったんです！」

　伝えたい気持ちはたくさんあった。でも言うより前に溢あふれて、それは何も言葉にならない。マナミさんにわかって欲しかった。俺が何を間違えていて、今、何に気づいたのか。そしてだからこそ今、俺が泣いていることを。

　でもそれは言葉にはならなかった。俺には俺の気持ちを言葉にする余よ裕ゆうが無かった。

「だから、そう言っただろう、ユウくん？」

　そんな状じよう況きように割って入ってきたのが神楽坂先輩だった。

「神楽坂先輩……」

「だから神楽坂……って、合っていたね。君にしては珍めずらしいことだが」

　先輩は笑えみを浮うかべながら病室に入り、マナミさんの隣となりへとやってくる。

「乃の木ぎ坂ざかくん、この病室での宿しゆく泊はくは許可したがあまりユウくんと仲良くするのは了りよう解かいしかねるな」

　そして呆ぼう然ぜんとしてるマナミさんに奇き妙みような指し摘てきをする。

「あ！　はい！」

　しかしマナミさんは意味がわかったようで、俺の手を離すと、それが間違いだったと思ったのか後ろに手を回した。

「何かあれば飛び込む気でいたのだが、まさか乃木坂くん、君がユウくんに『涼宮ハルヒの憂鬱』を読ませることになるとはね。私が何度薦すすめようが読まなかったことを考えるに、これは『北風と太陽』ということか」

「私のことはいいですから、ユウの話を聞いてあげて欲しいんですけど」

「ふむ。そうだね。ちょっと尋じん常じようでは無い様子だね」

　先輩はいつも通りの冷たい視線で俺を見た。

「先輩！　先輩、俺……」

　しかしこの期ごに及およんでも俺は上手うまく言葉に出来ないでいた。

「落ち着きたまえ、ユウくん。私には君が言いたいことがわかっている。なぜかって？　その本を貸したのが誰か忘れたわけじゃないだろうね？」

「神楽坂先輩でしたね」

　俺は少しホッとした気分になった。先輩には話が通じる。そんな安心感だろう。

「君はやっと気づいたわけだ──」

　それを確かく認にんしたのか先輩は小さくうなずいて話を始めた。

「自らが特別な人間だと気づかず、普通の人間であることを嘆なげき続ける。それが涼宮ハルヒだ。ハルヒは私や汐しお留どめアスカのことじゃない」

　まさにそれが俺の言いたいことだった。

　ハルヒは神楽坂先輩じゃない。マナミさんのことでもない。

　そしてきっとカスガのことでもない。

　誰だって、みんな、自分がただの人間じゃないかと悩なやむ。美人で頭も良く、運動もなんでもこなし、しかも神のごとき力を持つハルヒであってもそれは例外じゃない。

『涼宮ハルヒの憂鬱』は、ただの人間を否定する話じゃない。

　ただの人間を応おう援えんする物語だったのだ。

「これは俺の物語だったんですね」

　言いたいことはたくさんあった。でも言葉に出来たのはそれだけだった。

「そうだよ。そして私が大好きな物語なんだ」

　でも先輩にはそれで十分、伝わったみたいだった。

　先輩は俺の言葉にならなかった気持ちもまとめて肯こう定ていしてくれた。そう感じた。

「そしてユウくん。こうして読み終えた以上、君にこの世界の真実を教えてあげよう」

「はい？」

「君は自分では自分のことをただの人間と思っていたようだが、実は違ちがう」

「……俺が特別な人間だと言うんですか？」

「世界にとってはどうかまでは保証しかねるがね。少なくとも私にとっては君は特別な人間だよ」

　それは今までなら何を言ってるんだろうと感じたに違いなかった。

「俺が勝手に俺を誰にも価値を見いだされない人間だと思おうとしてたんですよね」

「結果、君は君へ言葉をかけてくれる人間の価値も見いだせなかったわけだ」

　先輩は意地悪そうに笑い、何も言えないでいたマナミさんの肩かたを叩たたく。

「え？　なんです？」

「君だってユウくんがただの人間なんて思っていないんだろ？」

「それは、はい」

　マナミさんは先輩に答えると、今度は俺の方を見た。

「ユウは私にとっても特別な人間だよ」

「……はい」

「ユウは私の世界を変えてくれた。友達なんてどこにもいないと思ってた私の世界が変わったの。ユウが私が見えてなかった友達を照らして教えてくれたんだと思う」

「もしそうならいいんですけど」

　まぶしいほどに自力で輝かがやいてるマナミさんの代わりに照らすなんて俺に出来たとは思えない。でもマナミさんが俺のおかげで変われたというのは本当のことだと信じられた。

「今日は随分と見み舞まい客が来たそうじゃないか」

　先輩はどこで知ったのかその話題に触ふれる。

「たくさん、来てもらいました」

「君のことだ、自分の見舞いになんか来てもらっても申し訳ない。そんなことを思っていたんだろう。だが実際は、皆みんな、君が心配でつい来てしまった」

「俺のこと、気にかけてくれる人がいたんですね」

　それは嬉うれしい発見だった。両親は気にもとめなかった俺の入院だったけど、俺が知り合った人たちは俺のことを心配して来てくれたのだ。

「気にかける？　とんでもない。私はずっと君のことを考えてるよ」

　なのに先輩はそれを笑って否定する。

「ですよね。先輩には感謝の言葉もないです」

「本当に感謝してるなら、今度、デートの一つもして欲しいのだがね」

「いいですよ」

「ほ、本当かね？」

「先輩は命の恩人ですし」

「確かに、その通りだな。君の命の価値も今日で随分上がったろうからね。感謝の量もさぞ増えたことだろう」

　先輩は腕うでを組み、しかし落ち着きの無い態度でそう告げる。

「そうですね」

　そんな俺の手をマナミさんがまた握ってきた。

「私との約束もあるの忘れないでね」

「それはもちろん」

　約束。それだって俺は今まではそこまで守ろうとする気はなかったのかもしれない。

　俺に価値がないように、俺との約束にだって大した価値があるとは思っていなかったのだろう、多分。

「ところで、その、先輩？」

　そして安心したのかマナミさんの興味は先輩へと移ったみたいだった。

「何かね？　私がいつから君たちを観察していたのかという話なら、答えは君が部屋に入る前からだったと言っておこう」

「……先輩？」

　今までなら俺が突つっ込こんでいたところだが、マナミさんが代わりにしてくれた。

「さすがに腹の怪我があるから激しいことにはならんだろうが心配だったからね」

「……なんですか、激しいことって」

「直ちよく截せつ的な言い方をしていいなら、セックスのことだが」

「し、しませんよ！　そんなこと！」

「そうか。私はチャンスがあればと思っていたので君を疑ってしまったよ。すまんね」

「……ど、どういたしまして」

　二人はそんな会話をずっと続けていた。それで俺はさっきの話を思い出していた。

　約束。何があっても応援し続けると言ったカスガとの約束のことだ。

　俺は自分から謝りに行くということに拘こだわっていたが、そんなことを気にしても誰だれも幸せにはしない。それに俺はやっと気づいた。

　話したいことがたくさん出来たから見舞いに来て欲しい──。俺はスマホにそう打ち込み、メールをした。

　本当に話したいことはたくさんあった。今は整理がついてないけど、カスガだって今すぐ来たりはしないだろう。早くて明日あした。ひょっとしたらもっと遅おそくなって、その時には俺はもう退院してるかもしれない。

　なんにせよ、時間はある。話したいことはきっと、まとまるだろう。

「ふむ。この状況で別の女にメールとはなかなか出来ないことだよ」

　そして送信音が聞こえたのか先輩が俺の方を見る。

「……誰にメールしたの？」

　マナミさんの視線も俺の方へと向いた。

「カスガですけど」

　それで先せん輩ぱいは呆あきれたという顔をしたが、俺は意外とこの人も表情があるなと逆に親しみを感じたくらいだった。

　練馬カスガ。それは俺の幼なじみであり、活かつ躍やくを始めた声優。俺はカスガに色々と話したかったのだ。

　タマ姉のフィギュアのことや、月島さんが持って来てくれたＤＶＤのこと。それは考える端はしから浮かんできて、今はどうにもまとまらない。

　しかし、その時にまとまらないとしても。

　最初に話すことは決まっているのだ。




　そう、まず──。

　カスガがまだ気づいてないアイドル声優の秘密について話してやろうと思っている。
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　結論から言おう。

　カスガは断固として信じなかった。




　俺が想像していた以上に、カスガの汐しお留どめアスカに対する信しん仰こう（そう言って間ま違ちがいないだろう）はあらゆる理り屈くつを超ちよう越えつするらしく、すでに学校で会ったことがあり、随ずい分ぶんと気軽に海に行こうと誘さそったあのマナミさんが汐留アスカだということはどう言っても信じてもらえなかった。

　カスガが見舞いに来たタイミングで話したのがまずかったかもしれない。俺は怪け我がしたショックで記き憶おくが混乱したままという認識をされてしまった。

　そうなって俺が気づいたのはマナミさんがいる時にこの話をするべきだったということだ。それならカスガだって信じただろう。

　もっと言うなら汐留アスカ本人（と言ってもマナミさん以外の誰でもないが）がいるところですれば間違いなかったのだ。

「そこまで言うなら、今度の収録の時にアスカさんに聞いてみるけど」

　その話の当日の落としどころはそんなところだった。

　これで俺は伝えるべきことを伝えた。そう安あん堵どしていたのだが、現実とはなかなかにスリリングで俺の予想を裏切ってくる。

「アスカさんに笑われたんだけど……」

　なんと、あろうことか、汐留アスカは俺のとっておきの話を否定したというのだ。

　まさに、オー！　ノー！　信じらんねえ！　と叫さけんで逃にげたい状じよう況きようだが、俺はマナミさんがどうしても秘密にし続けたいのだろうと思い直した。

　結果、俺がなんと言ったかはもう言わなくてもわかるだろう。

「どうやら俺の記憶が混乱してたみたいだな」

　俺はカスガが俺を疑った言葉を認め、完全な敗北宣言をしたというわけだ。

　カスガはそれを素す直なおに受け止め、その後はアスカさんに笑われたということを何度も繰くり返かえした。俺はそれを最初は責めているものかと思ったが、どうもカスガにとってはアスカさんとの特別な経験が出来たことが嬉しかったということがわかった。

　つまり、これでこの件は丸く収まったというわけだ。
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　夏が終わる前に俺は無事に退院し、二学期が始まる頃ころには怪我したことを忘れて暮らせるまでに回復していた。

　とは言え傷きず痕あとは消えることはなかった。カッターナイフで出来た傷の割には上下にけっこう長く、治る前に見ていたら俺は卒そつ倒とうしていたんじゃないかと心配するほどだ。

　しかしそんなものはシャツの下で、誰も気づいて指し摘てきなどして来ない。つまり二学期が始まったからと言って俺の生活がいきなり変わったりはしなかったわけだ。

　マコトさんからは部屋の掃除を頼まれるし、マナミさんは相変わらず全然学校に来ないし、クラスで友達が増えるようなこともなく、俺は清きよ澄すみや白しら河かわと今まで通りの学園生活を送っていた。

「そういえば、麻あざ布ぶさん、全然、登校してこないね」

　清澄の言葉に俺の回復したはずの傷が疼うずいたのはもちろん気のせいだが、それでも根こん拠きよの無いものではない。

　この傷は神楽かぐら坂ざか先輩を敬愛するあまりおかしくなってしまった麻布さんが俺につけたモノだったからだ。しかし俺からそんな話題はもちろん振ふらない。

　様子を見てるうちに白河が話に加わってくれた。

「何でもアメリカに留学したらしいな」

　白河はすでに気づいて、それなりに情報収集をしていたらしい。

「留学かあ。麻布さん、いかにも頭良さそうだったもんね。英語とかペラペラってイメージあるなあ」

「似合うねえ。実に似合う」

　白河は目をつぶって何事か妄もう想そうを始めたみたいだった。外から想像するしか無いが、きっとエロい妄想だろう。

　英語の教師に扮ふんした麻布さんが白河を……おっと、俺が妄想してどうするのか。

「でも、もう会えないなら、海誘っておけば良かったね」

　清澄は夏休み前のことを思い出したみたいだった。

　カスガに海に誘われた俺が清澄を誘った結果、白河が暴言を吐はいた時のことだ。

　マナミさんや清澄に興味が持てないので、麻布さんを誘えと白河は言い、清澄はたいそう不ふ機き嫌げんになった。

　しかし、それももはや過去のことで、清澄は麻布さんともう少し仲良くする時間が欲しかったということらしい。

「そうだな。誘っておけば良かったな」

　あの時は少しもそんな気持ちにはなれなかった。でも振り返れば、そこで彼女の気持ちに俺がもう少し興味を示せてれば、こんな結果にはならなかったのかもしれない。

「今いま頃ごろ、気づいても遅いって。あの時、俺が言った通りにしていればよかったのだ」

　そして事情も知らず、ただ巨きよ乳にゆうにしか興味ない白河はなんでか上から目線だ。

「まあ、白河が来ること考えたらやっぱりあり得ない判断だったけど」

「な、なんだとー!?」

「っていうか、当日、神楽坂先輩も合流して楽しかったなー」

「神楽坂って生徒会長の？」

「そうそう」

「まあ、あの人はどうでもいい」

　白河にとっては本当に巨乳かどうかだけが判断基準らしい。引くほど美人の神楽坂先輩でも眼中に無いのだから大した乳への忠義心である。

「ちなみにあの海の発案者は練ねり馬まさんでした」

「は？」

　白河は自分の耳を疑い、顔をしかめた。

「発案者は練馬さんでした」

　それを見て清澄が大事なところだけもう一度言った。

「とすると何か？　練馬カスガが水着で現れたというわけか？」

「黒のビキニで、それはぶるんぶるんと大変だったよ」

「な、なんだとぉおお!?」

　白河はガタガタと震ふるえたかと思うと、俺の方を睨にらんだ。

「ユウ、近日中に練馬カスガも誘ってプールに遊びに行こう」

　しかし睨まれたって答えは変わるものではない。

「断る」

「なぜだ！」

「お前の目的があまりに露ろ骨こつだからだ」

「露骨で何が悪い！　俺は巨乳が好きだ！　それを隠かくす気もないし、恥はじることなどありえない！」

　白河は自信を持ってそれを告げる。中身はかなり最低だと思うが、その気き概がいは少しうらやましいと思う時もある。

「しかし俺は俺の幼なじみをそういう目で見て欲しくない」

　だが答えはやはりノーだ。

「わかった。実際に見るのは諦あきらめよう。その代わり、写真を一枚撮とってきてもらおうか」

「……うーむ」

　白河にしてはけっこうな譲じよう歩ほなのかなと考えてしまった。

「そこ、悩なやむところじゃないから」

　しかし横から清澄のツッコミが入る。

「だよな」

「納なつ得とくいかん！」

「まあ、白河を納得させる義理もないしなあ」

「それもそうだが、それにしたってお前、俺に巨乳の知り合いを紹しよう介かいしてあげようと少しくらい思ってくれてもいいんじゃないのか？」

「カスガ以外の誰だれかってことか？」

　そうは言っても俺の交友関係で胸が大きい女性なんていただろうか？

　それで俺は海で見かけた人のことを思い出した。

「マナミさんの友達ならお前も興味を持つかもしれないな」

「なにぃ？」

「ちょっと年上だけど」

「オーケー！　オーケー！　年上、全然オッケーです！　名前は？」

「名前はカジツさん。フルネームはえっと……」

「光ひかりヶが丘おかカジツとか言い出すんじゃないだろうな？」

「よくわかったな」

「しかももう一人の友達は勝かち時どきユイってんだろ？」

「正解！」

「おっ前なあ？　そりゃ３トライアングルのメンバーだろうが」

「よくわかったな」

「３アングルの話をお前にしたのは俺だ！」

「確かに」

　実際、そうだった。

「で、お前は３アングルのメンバーと知り合いなのか？」

「知り合いだよ？」

　俺は正直にそう答えたのだが、白河はアメリカ人が途と方ほうに暮れた時のようなポーズを取り、それから俺に可哀かわい想そうなモノを見る目を向けた。

「わかった。お前の気持ちは嬉うれしい。しかしその話はもう二度としないでくれ」

「……そうか。そういうことならもうしない」

　つまりは信じないということはないのと同じなんだなと俺は思った。そしてこれが夏休み前の俺なのだ。

　自分が望む話が目の前にあっても信じず、それをないものとして扱あつかう。

「ユウ、なんか変わったね」

　そしてそれが清澄にも伝わったらしかった。

「どこが？」

「前のユウなら本当に３アングルのメンバーと知り合いでも『知り合いだよ』とは言わなかったでしょ」

「……そうかな」

　変わっただろう自覚はあるが、そう聞かれるとちょっと考えてしまう。

「本当じゃないから言えるってだけだろ」

　しかし白河によればそれで結論は出てるということなのだ。

「噓うそだから平気な顔をして言えるってことか」

「俺だって言げん質ち取ったって、ユウに光ヶ丘カジツに会わせろとは言わないしな」

「……だよなあ」

　俺はカジツさんのことより、いつの間にか麻布さんの話題が終わってることが気になった。俺にとっては自分を変える大きな事件だったけど、二人にとっては仲がよくなる可能性のあったクラスメイトが一人いなくなった。それだけのことなのだ。

　そして、それは二人に限ったことではなく、クラス全体に広げてもあまり変わらないことだった。

　少なくともマナミさんがいつまでも来なかったことよりも、麻布さんがいなくなったことは繰くり返かえされる話題ではなかったのだ。

「誰かが転校するなんて普ふ通つうのことなんだな」

　俺は一人呟つぶやいて、麻布さんの席を探す。でも俺にはまだ来てない人間と彼女の席を区別することは出来なかった。

　俺は麻布さんがどこに座っていたかすら覚えていなかったのだ。
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「ユウさあ、白しろ箱ばこって知ってる？」

　学校の帰り道、一いつ緒しよになったカスガがそんなことを聞いてきた。

　イエスかノーかで言えばもちろんノーだ。

「何か恐おそろしい都市伝説かなにかか？　白い箱にバラバラにされた人間が詰つめ込まれてるとかそういう」

「違ちがうよ！　というかなんでそんな怖こわいことサラッと言うかな……」

「で、なんなの？」

「放送前に関係者に配る編集したビデオのこと」

「なるほど」

「今はＤＶＤに移行して来てるから、正確には白箱じゃないんだけど」

「白箱っていうのは、ビデオのケースのこと？」

「そう。白い無地の箱でビデオテープを渡わたすから白箱」

「それをカスガももらえるわけ？」

「普ふ段だんはもらえないんだけど、デビュー作だからお願いしますって頼たのんでみたらオッケーだって」

「それは良かったな」

「ユウが監かん督とくが私のこと評価してくれてるって言ってたから、思い切ってみたんだ」

　話を聞くと、要するに監督に直じか談だん判ぱんしたということか。てっきりマネージャーさんに話したとかそんな程度の話だと思っていたので俺は驚おどろいてしまった。

「おっかないことすんなあ……」

「私も冷静に考えたら、他ほかの人でも良かったかなって」

「でも監督さんも嬉しかったんじゃないか。お前がそこまで作品に入れ込んでるってわかって」

「その辺はデビュー作だし、顔というか体全体でアピールしてる気もするけど」

「それもそうか」

　新人ならそういう人も過去にいただろうし、監督さんからすればあるある的なほほえましい話なのかもしれない。

「それでさ、ユウが嫌いやじゃなかったらなんだけど」

　しかしそのことはカスガにとっては前置きでしかなかったらしい。

「うん？」

「本当に嫌じゃなかったらなんだけど」

　なんだか歯切れの悪い話の仕方だと思う。こういう時のカスガは何か恥ずかしいことを言おうとしてる時だと俺は経験的に知っていた。

　もっともカスガの考える恥ずかしいことというのは俺にはピンと来ないのだが。

「一緒に観みようって？」

　でも今回はそれが何か察しがついた。

「うん。でもユウは学園モノって苦手みたいだし……」

「それはもう大だい丈じよう夫ぶだと思う」

「本当？」

「悪いのは学園モノじゃなかったと思うから」

　そう、悪いのは俺が自分が普通だと思いたくないことだったのだ。

　普通でいい。そう納得出来た今は多分、もうおかしくなったりはしない。

「じゃあ、一緒に観てくれる？」

　しかしその願いに素す直なおにイエスと言えるかは別の話だった。

「その話なんだけど」

「ダメ？」

「いや、ダメではないんだ」

　ただ、すでに先約があるのだ。

「マナミさんと一緒に観るって約束してて」

「乃の木ぎ坂ざかさんと？　なんで？」

　カスガに本当に意味がわからないという顔をされるまで、俺はカスガが汐留アスカの正体に気付いてないことを忘れていた。

「それは……カスガがデビューするって話が気になってたんじゃないかな？」

　噓ではないが、さすがにおかしいんじゃないかと自分でも思う。

「忙いそがしそうなのに覚えていてくれたんだ。乃木坂さん、いい娘こだね」

　でもカスガは素直に信じるどころか、マナミさんの評価を上方修正したようだ。

「……うん、そうだね」

　時々、カスガは素直すぎて大丈夫かと思うことがある。今がそうだ。

「じゃあ、三人で観ようか」

　しかしそれどころではないことをカスガが提案してくる。

「はいぃい？」

「問題ある？」

「……ないか」

　俺からすると実にややこしい状じよう況きようだが、問題というほどではない。

　マナミさんが嫌がるかもしれないが……まあ、大丈夫だろう。

「じゃあ、三人で観よう！」

　それで手を打つかと思ったところで、さらに混ぜっ返す人が現れる。

「それ、四人にするという訳にはいかないかな？」

　それは俺のよく知る、そして俺の前によくいきなり現れる人だった。

「カグヤザカ先せん輩ぱい!?」

　しかも俺がよく名前を間ま違ちがえる人だ。

「神楽坂だよ、ユウくん。あの晩に覚えてもらったものと思っていたのだがね」

「……すみません」

　そして俺がいつも通りの謝罪をしてる間にカスガが先輩と話を始める。

「先輩、四人というのは先輩も観たいってことですか？」

「うむ」

「何を観るかわかってるんですか？」

「よくはわからないが、みんなで観るなら私も仲間に入れてくれてもいいのではないだろうか？　海でも一緒に遊んだ仲じゃないか」

「先輩って、その、オタクなんですか？」

「アニメなら観るよ」

「そうなんですか！　じゃあ、えっと、何から話したらいいのかな？」

「君が声優を目指してて、今度デビューすることは知ってるよ」

「え？　ユウから聞いたんですか？」

「ま、そんなところだね」

　先輩は涼すずしい顔でそう言うが自分で勝手に調べただけだと俺は知っている。

「デビュー作のデータをもらえるので皆みんなで観ようという話をしてたんです」

「それは実にめでたい話だね。関係者以外でも観ていいならぜひ誘さそって欲しいな」

　先輩はカスガと話す時は妙みように流りゆう暢ちような気がする。

「それ言ったら俺、関係者じゃないですし」

「確かにそうだな」

　それで先輩も納なつ得とくしたところで、カスガが口元を隠かくして考える仕草を見せた。

「でも、ちょっと問題ですね」

「何が問題なのかな？」

「いえ、四人ともなると私の部屋だと狭せまいかなと思って」

「君の部屋で観るつもりだったのか」

「自分の部屋って言っても、テレビもプレイヤーもありますから」

「君は天然なんだな。さらっと恐ろしいことを言う」

「あれ？　変なこと言いました？」

「私やもう一人が一緒でなければ、君はユウくんと二人で自室で観るつもりだったということになると思うのだが」

　それはちょっと問題だと先輩が言外に言おうとしてるのは俺にもわかった。

「そうですね」

　しかしカスガはただの確かく認にん以上には感じなかったようだ。

「……ユウくん、君の幼なじみは大丈夫なのか？」

「色々、俺のことはノーカンみたいなので」

「そうか、君も苦労してるんだな」

　その辺り、先輩もやっと理解してくれたらしい。

「それがなんなんですか、先輩？」

　しかし当の本人は何も理解していない。

「まあ、問題はどこで観るかだね」

　なので先輩もさらっと話題を変えることにしたようだ。俺もさっとそれに乗る。

「先輩の家はどうなんです？」

「うちは困る」

「困るって……」

「恥はずかしいじゃないか」

「そういうものですか」

「一人暮らしの家など、私の心の中も同然だろう」

「世の中、けっこう一人暮らししてる人はいると思いますし、普ふ通つうに友達も呼んでると思いますよ？」

「というか、ユウくんの家はどうなんだね？」

「妹がいいと言えばいいですけど。あとカスガのこと、妹に話すことになるけど、それはカスガ的にどうなのかなとか」

「私？　私は別にいいけど」

　なんとなく隠してきたが、本人は全然気にしていなかったことが今わかった。

「いいのか……」

「デビュー前はちょっと話しづらいなーと思ってたけど」

　でも意外と最近オッケーになったらしいと知り、少し納得出来た。

「では、妹くんさえオッケーならそれでいいのだね？」

　そう言って先輩は携けい帯たいを取り出し、どこかへ電話をかけた。

「うむ。神楽坂だ。今度、君の家でみんなでＤＶＤを観たいのだが大丈夫だろうか？　大丈夫？　わかった。日取りは追って連れん絡らくするのでもう少し待ってくれ」

　そして電話を切って俺たちを見る。

「大丈夫だそうだ」

「っていうか、今、うちの妹に電話しましたよねっ!?」

「そうだが。君の妹にオッケーをもらうのに他の誰だれに電話しろと言うんだ？」

「いつ連絡先を交こう換かんしたんです？」

「妹さんが見み舞まいに来た時だが」

「それは、そうでしょうけど」

　なぜ俺とは連絡先を交換しないのに、妹とはさらっと交換してるのか俺にはわからない。そこを指し摘てきしたら「恥ずかしいじゃないか」とか返ってきそうだが。

「で、確認なんだがもう一人というのは誰なのかね？」

　しかし先輩はそこはもう興味がないのかまた別の話を始める。

「乃木坂さんだそうです」

　カスガの答えを聞いた先輩はじと──っとした目で俺を見た。そんな気がした。




　　　　＊　＊　＊




　マナミさんとは会う機会が減ったように思う。

　学校に行くために家に泊とまりに来るという話だったが九月になってもそういう機会はなく、また普通に遊びに来ることもなかった。

　忙しいのかと思ったけど、大きなイベントも一段落したし夏休みほどじゃないということで、だったらなんでという気もしたので聞いてみたが、マナミさんの答えは「無理しなくてもいいかなって」とのことだった。

　それでも放課後いつの間にか学校にいたりということはあって、学校に来るのを諦あきらめたというわけでもない。

　そんなマナミさんのことも最初のうちは話題になったけど、結局、すぐに何か事情があるんだろうということでクラスメイトたちは納得したみたいだった。

　どんな奇き妙みようなことでも、それが日常になってしまえば普通になってしまうのだなと俺は改めて感じる。

　その日もマナミさんが来たのは午後になってからだった。

「もう少し高いモノでもいいんですけど……」

　放課後、奢おごってあげたお礼してくれるよねと連れて行かれたのは新宿で、俺は少し懐ふところ具ぐ合あいを心配したのだが、マナミさんが選んだのは鯛たい焼やきだった。

　正直、拍ひよう子し抜ぬけした気分だ。電車代の方が高い。それに鯛焼きを食べるほど、まだ寒い季節でもない。

「じゃあ、また別のモノ奢ってもらおうかな」

　マナミさんは俺の横を歩きながら鯛焼きをかじる。視線は俺ではなく鯛焼きの方へと向けられていた。

「それでもいいですけど」

　しかしその言葉で急に俺の方を向いた。

「冗じよう談だんだってば。一回は一回。次は私が奢るから」

「なんかバランス悪い気が」

「というか、奢ってもらうよりも、ユウと新宿に来たくて」

　マナミさんの言葉に、なるほど奢らせるというのは口実だったのかと思い直す。

「新宿で何かあるんですか？　それともどこか行きたいところとか？」

「うーん。別に何もないんだけど」

　しかしどうもマナミさんの言うことはわからない。これも女の子には用事はいらないという話なのだろうか？

「だったら、なんで？」

「あの時の続きがないとだなって思ったから」

　マナミさんはなんだか申し訳なさそうに小さくなりながら答えを教えてくれた。

「あの時……」

　それがなんのことかはすぐにわかった。

　というのもマナミさんと新宿で会ったことは一度しかなかったからだ。

　マコトさんの機き嫌げんが最高に悪くて、ストレス発散のためにカラオケ大会が開かれたのが新宿だった。マナミさんは仕事が終わったところで駆かけつけてくれたけど、その時にはもう俺しか残ってなくて、帰りは二人だけ。

「覚えてない？」

「カラオケの時のことですよね」

　だから俺はその帰りに奢り返す約束を果たすつもりだった。でも時間も遅おそかったし、そこにマナミさんに仕事の電話がかかってきてしまい、俺たちは途と中ちゆうで別れたのだ。

「電話長くなりそうだって言ったけど、けっこうあっさり片付いて……駅まで追いかけたんだけど、さすがに見つからなかった」

「そんなことがあったんですか」

「あの頃ころはまだユウの家がけっこう近いの知らなかったし、別の路線だったのかなくらいに思ってたけど」

「すぐ終わったなら電話くれれば良かったんじゃ」

「……それもそうね」

　マナミさんは言われるまで本当にその考えがなかったらしく、俺から視線を逸そらすとまた鯛焼きにかじりついた。

「でも、わかりました。なんで新宿に来たかは」

「ごめんね、あんまり意味なくて」

「友達が一いつ緒しよに遊ぶのに意味とかいらないんじゃないですか」

　俺もそれで納得して鯛焼きを食べることにした。サクッと音がして、けっこう皮を硬かたく焼いてるタイプなのがわかった。

「それはそうだけど」

「それで今日はもうお仕事はないんですか？」

「それが……十八時から……」

「場所は？」

「新宿三丁目」

　つまりは東南口を出て歩き始めたこの道の向こうということだ。

「じゃあ、仕事のついでだったんですね」

　それで俺としては合点がいったのだが、どうも言い方が少しまずかったらしい。

「つ、ついでじゃない！　私的にはこっちが本命というか……あっ！」

　慌あわてて反論しようとしたマナミさんが鯛焼きを落としてしまった。

「…………」

「…………」

　予想外のことに俺たち二人はじっと地面に落ちた鯛焼きを見つめることになる。

「奢り足りない気がしてたんで、もう一個買いましょうか？」

　数秒後、俺がそんな提案をするまでマナミさんは本当に一言も話さなかった。

「お願いします」




　そんな失敗があったせいか、マナミさんは歩きながら食べるのを諦めてベンチを探した。あいにく新宿の駅前には近所の公園みたいなものはなかったが、少し裏道に入ったところになら座って落ち着けそうな場所はあった。

「え？　皆みんなで観みるの？」

　そこで俺が話題にしたのは、カスガのデビュー作のことだ。

「しかもうちでという話に」

「それ、練馬さんが発ほつ端たん？」

「わかります？」

「なんとなく海の話と似た展開を感じる」

　実際、それはそうなのでマナミさんは鋭するどい。

「まあ、そうですね。カスガ、自分の部屋で観るつもりだったみたいですし……」

「それってユウと二人でってこと？」

「……はい」

「でも海の時のこと考えると、別に他意はないんだろうなあ」

「そうなんですよね」

　あまり話をしなかった二年間、カスガは随ずい分ぶんと変わったが、あまりその自覚がないというのはこれに限らず時々感じる。

「一緒にお風ふ呂ろ入る？　くらいのこと言いかねない感じする」

「……さすがにそれは」

　ないと思いたいが、胸見たいなら見せようかと言い出すのだから、そっちの方が敷しき居いが低い可能性は捨てきれない。

「でも白箱かあ」

　しかしさすがにマナミさんの方はあり得ない話と思ったらしい。話題が元に戻もどった。

「まずいですか？」

「放送日の夜なら確実に空いてると思ってたんだけど、白箱だと届いたらすぐに観たいって話になるでしょ」

「それは……そうですね」

　俺はそれでも特に困らないが、マナミさんは忙いそがしくしてるので事情が違ちがう。

「でも私のせいで待ってもらうのも申し訳ないし、それなら先に観てもらう方が」

「俺はマナミさんと先に約束してたことなので、そういう訳にはいかないですよ」

「だよね。それに私が行かないと二人でってことになるわけだし」

「あ、それは大だい丈じよう夫ぶです。妹も一緒ですし、なんでか神楽坂先せん輩ぱいも来るとかで」

「そうなんだ。って、なんで神楽坂先輩まで？」

「俺もよくわからないんですけど、カスガとその話をしてたら突とつ然ぜん、現れて」

「それもなんとなく想像がついた」

「白箱っていつ頃ごろ、出来るモノなんですか？」

「監かん督とくにもよるかなあ。可能な限り詰つめる人もいるし、ＴＶシリーズの場合、一話からギリギリまで使ってると追いつかれるからって前まえ倒だおしにする人もいるし」

「じゃあ、いつ完成するかはわからないんですね」

「ダビングの日取りは決まってるから聞けばわかるはずだけど……」

「ダビングって、量産でもするんですか？」

「あ、編集のこと。できあがった素材を集めて、最終的な映像を作る作業をこっちの業界ではそういうの」

「なるほど」

「ダビングが終われば後はＤＶＤに焼くだけ。次の日には出来てると思うけど」

「そういうのは声優さんが把は握あくする必要のないスケジュールなんですね」

「……うん」

「カスガに確かく認にんしてもらいましょうか？」

「よく考えたら、確認しても私の都合が合わなければ同じだよね」

「……そうですね」

　どうしたものだろう。自分が考えていたよりもけっこう複雑な状じよう況きようになっていたことに今いま更さら、気付かされた。

「わぁ！」

　その時、ポケットの中で俺のスマホが震ふるえた。

　どうやらメールが着信したようだ。

「噂うわさをすれば、か」

　そのメールはカスガからだった。

　しかもその内容は「白箱届いたらしいから受け取りに行ってくる」という無む邪じや気きなものだ。どうやらカスガの中ではもう今晩観るのが決定してるようだ。

「どうしたの？」

「白箱、もう出来てたみたいで、カスガが今から取りに行くみたいです」

「ってことは今日観るの？」

「でもマナミさんはこれから仕事なんですよね？」

「それはそうだけど二時間はかからないと思う」

「十八時開始だから二十時には終わるってことですか？」

「うん」

「だったらその後にしてもらいますよ」

「大丈夫かな？」

　マナミさんはカスガを待たせることを、すごく申し訳なく感じてるようだった。

「俺が待ってますよ」

　だから俺は思いついたアイデアをマナミさんに提案する。

「何を？」

「マナミさんが仕事終わるのを待ってます。それで一緒に帰りましょう。それなら待たせるのはマナミさんじゃなくて俺ですから」

「……いいの？」

　いいとか悪いとかではなく俺はそうしたかった。でもそれだけではマナミさんはきっと納なつ得とくしてくれないと俺は感じていた。

　それくらいにはマナミさんはカスガのデビューを尊重しているのだ。

「あの時の続きなんですよね、今日は」

　でも俺は諦あきらめなかった。そして諦めなかったせいか、言葉は続いた。

「だったら一緒に帰らないとですよね」

「それは……そうだよね」

　そしてその言葉はマナミさんも喜んでいるように俺には見えた。
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　カスガには俺が用事があるので終わるまで待ってくれるように返事をした。

　その後、妹にも確認し、それから神楽坂先輩にも伝えておくように頼たのんだ。俺はこの時になっても、先輩の連れん絡らく先を知らなかったからだ。

「先輩のことだから、こっちから言わなくても時間になったら来そうな気もするけど」

　普ふ通つうに考えたらそんな訳はないのだが、今までのことを考えると十分あり得る。しかしその辺は妹に頼んだ以上、もう気にすることではなかった。

　だから俺は特に当てもなく新宿を歩くことになった。マナミさんとは終わったらメールをするからと新宿駅の側そばで待ってることで話がついていたからだ。

　そして大事な用事があることに西口の前を歩いてる時に気付かされたのだ。




「それ、花束？」

　戻ってきたマナミさんがすぐに気付くくらいにはそれは十分なボリュームがあった。

「はい。待ってる間、花屋を見かけて」

「練馬さんに？　デビュー作だもんね」

「それに、遅おくれた言い訳にもなるかなって」

　俺はちょっとした冗じよう談だんのつもりだったが、マナミさんは笑ってくれなかった。どうも滑すべったらしいと思ったのだが、ちょっと違うのがすぐにわかった。

「……私もヒロインで出てるんですけど」

　独り言なのかもしれないが、そこは声優。俺にしっかり聞こえてしまった。

「ですよね」

「ユウが応おう援えんしてくれたから取れた役だけど、私がヒロイン役するのは別に今回が初めてじゃないし……」

　どうもマナミさんは拗すねているということらしい。そういうことを言う人ではないと思っていたけど、さすがに気になったようだ。

「これ、同じようには祝えないですけど」

　事情があって束というほどではないが隠かくしていた花を俺はマナミさんに見せた。

「……私の分なの？」

「はい。ヒロイン役、おめでとうございます」

「……あ、ありがと」

　マナミさんは視線を落とすと、そのままおずおずと手を伸のばし、その花を受け取る。

「予算の問題もあったんですけど、マナミさん、カスガに秘密にしてるみたいだから」

「……あ、うん」

「マナミさんも同じくらいの花束持ってたら変かなって」

「そこまで考えてくれてたんだ」

　マナミさんは花を握にぎると、それを胸ポケットに花だけがはみ出るように挿さした。

「ボリュームが足りないなら、また後日に……」

「……いい」

　今度はちょっと上手うまく聞き取れなかった。

「え？」

「これでいい！　おっきな花束よりも、私はこっちがいいから！」

　マナミさんは今度は周りが驚おどろくくらいに大きな声を出した。

「……気に入ってもらえたなら、それでいいんですけど」

「それより早く戻らないと。練馬さんたち待ってるんでしょ？」

「ですね」

　なので俺は改札へと歩き始めた。それに続くはずのマナミさんは自分で言い出したのに、ちょっと出で遅おくれたみたいだった。




　山手線はさすがに座れなかったが、池袋からは席が取れた。

　そのせいかマナミさんは寝ねてしまった。

「やっぱり疲つかれてるのかな……」

　午後から学校だったということは午前中は仕事だったんだろうし、さっきまで仕事をしていたのだから、むしろそれはそうだろうと俺は思う。

「……マナミさん？」

　しかしそんな考えがぶっ飛ぶことが起こった。

　マナミさんが俺に寄りかかってきたのだ。思わず、名前を呼んでしまったが疲れてるなら起こしてしまうのはよくない。

「…………」

　でもじっとし続けるには俺は緊きん張ちようを強いられた。

　マナミさんの寝ね息いきが聞こえた。

　ドキドキした。マナミさんがすぐ側にいることは前にもあったけど、こんなにも無防備な姿は見たことがなかったからだろう。

「やっぱり可愛かわいいよな……」

　最初に会った時は言葉を失った。最近は会うのも当たり前みたいに感じていたけど、やはりこの人は特別な人なんだなと改めて思った。

　でも声はもう出さなかった。マナミさんを起こすのは駅についてからだ。

　だから俺はじっと黙だまったまま、電車の進む様を確認していた。

　その間、俺の心の中では色々な考えが出てはぶつかり消えていく。

　やがてそれらは一つ一つと消えていき、大きな一つの考えだけが残った。

　無言の時間は俺に一つの決意を育ててくれた。




　しかしそれがすぐに形になったわけではなかった。

　駅で目を覚ましたマナミさんは寝ていたのが恥はずかしかったらしく、俺より先へ先へと歩いていたからだ。

「マナミさん！」

　俺が呼び止めるために声を発したのは、駅から遠ざかり、家も近くなってきた頃ころだった。このままでは家に着いてしまう。そうなれば、もう伝えられない言葉が胸の中で出番を待っていた。

「……どうしたの？」

　だからマナミさんが振ふり向むいた瞬しゆん間かん、その言葉が出た。

「好きです」

　しかしそれがあまりに唐とう突とつだったのでマナミさんは理解が出来なかったらしい。

「え？」

「俺、マナミさんのこと好きです」

　だから改めて、そして少し丁てい寧ねいに俺は言い直した。

「…………」

　反応はなかった。マナミさんは真顔でこっちを見てるだけだ。

「もう一度言った方がいいですか？」

「それは大だい丈じよう夫ぶ」

　しかし今度は理解出来てなかったわけではなかったのがわかる。だから俺は待つしかなかった。

「私もユウのこと好きだよ──」

　やがて答えは出た。しかしその言葉には続きがあった。

「でも私は仕事の方が大事だから、その……」

　それがマナミさんが精せい一いつ杯ぱい考えてくれた俺への答えだった。

「ですよね」

　そしてそれは俺にとっては満足できる答えだった。

「すみません。何か答えに困るような言い方をして」

「どういうこと？」

「ただ伝えておきたかったんです」

「……うん」

　マナミさんはうなずいてはいたけど、わからないという顔をしていた。

「今までは自分なんかを頼たよりにしてくれるならと思ってたんです。だから俺が暇ひまな限り、マナミさんがして欲しいことをしようって、そんな風に思ってました。でも今日、ちょっとそこから変わってる自分に気付いたんです」

　それは『涼すず宮みやハルヒの憂ゆう鬱うつ』を読んだ夜には起こっていた変化だったのかもしれない。でも俺はやっとそのことを自覚したのだ。

「俺、マナミさんのこと好きだから、今、一いつ緒しよにいるんだなって」

「うん」

「だから、そのことを聞いて欲しくて。マナミさんにそれで変わって欲しいとかじゃなくて、ただ、知って欲しかったんです。俺がそうだってことを」

　要するに単なる気持ちの押しつけだった。そんなことされたってマナミさんだって困るだろう。でも俺はそんな自分を止められなかったのだ。

「そういうことなら……私もユウのこと好きだよ」

　なのにマナミさんはそんな俺を受け止めてくれた。

「私の都合で振り回してユウに申し訳ないと思うこともあるけど、私だってユウと一緒にいたいって思ってるよ」

「じゃあ、これからも一緒ですね」

「……うん」

　それで俺はもう話が終わったと思い歩き始めたのだが。

「ユウ！」

　でも、今度は俺の方が呼び止められた。

「はい」

「ユウはキスってしたことある？」

　唐突で意味のわからない質問だった。

　しかしそれはさっきの自分も負まけず劣おとらずなので真ま面じ目めに答えることにした。

「一方的にされたことなら」

「それってミケーネさんとかじゃないよね」

「神楽坂先せん輩ぱいに……あ、でも頰ほおにとかですから……」

　そこまで言ったところで、マナミさんが俺の方によってきた。

「じゃ、じゃあ、私とキ、キスする？」

　言葉はぎこちなかったが、マナミさんの視線はハッキリと俺に向けられていた。むしろ睨にらんでいるくらいの勢いだった。多分、緊張しているのだろう。

「……いいんでしょうか？」

　その疑問には色々な意味があった。

　マナミさんと俺の関係は複雑で、さっきだって仕事が優先だからとかそんな話があったわけで、お互たがいがそうしたいからするという訳にはいかない。

「私たち、友達だよね？」

「それは間ま違ちがいなく」

「だったらセーフだと思う」

　明らかにマナミさんの言ってることは筋が通っていなかった。

　友達だから何がどうセーフなのかさっぱりわからない。俺にもわからないし、きっとマナミさん本人だってわかっていない。

「だったらセーフですよね」

　でも俺もマナミさんと同じことを言っていた。

「…………」

　それ以上の言葉はもういらなかった。

　睨むように俺を見ていたマナミさんが目をつぶるのが見えた。

　それが何を意味するかはさすがに説明されなくたって俺にはわかった。

「おっと、ユウくん。天下の往来で何をしてるのかな？」

　しかし俺の行動はその一言で阻はばまれた。

「カ、カグヤザカ先輩!?」

　いつの間にか先輩が俺たちの横から様子を覗のぞき込んでいた。

「だから神楽坂カグヤだよ、ユウくん」

　俺はその登場に当然驚いたし、マナミさんだってそうだった。

「……せ、先輩、どうしてここに!?」

「乃木坂くん、君はおかしなことを言うね。同じ目的で同じ場所に向かっている人間がここにいてどこか不思議なところがあるだろうか？」

「それは……そうですね」

「おかしなことと言えば、君たち、他ほかにもおかしなことを言っていたね。確か、友達だから……」

「わー！　わー！」

　先輩が何か言おうとするのをマナミさんが大きな声を上げて阻そ止しする。

「忘れてください、先輩……」

　阻止を確かく認にんしてマナミさんはうなだれながらそう告げた。

「それは今日の鑑かん賞しよう会次し第だいだな。楽しかったり、いいことがあったらきっと私は忘れてしまうだろうね。けっこういい加減な脳みそをしてるのでね」

　先輩はそう言いながら、俺の方を見て笑った。その目には何か言葉とは違ちがうメッセージが込められてるのを俺は感じた。
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「ユウ、おかえりー！」

　俺たち三人をそう言って明るく出で迎むかえたのはカスガだった。

　どうやら先に俺の家に来て待っていたらしい。

　そして俺やマナミさんはその元気さにまっすぐ返すことができず黙っていたせいで、カスガは何か変だなと気付いたようだ。

「……って、あれ、三人とも一緒だったの？」

「偶ぐう然ぜんだがね」

　先輩がそれを言った時、俺は本当に偶然だろうかと思ってしまった。

「ただいま」

　そして俺はずっとここまで持ってきた大きめの荷物のことを思い出す。

「これ、カスガに」

　それはもちろん、新宿で買った花束だ。

「え？　私に？」

「デビュー、おめでとう」

「これ、わざわざ買ってきてくれたの？」

「俺が代表してね」

　マナミさんや先輩は何も持ってなさそうなので、慌あわててそういうことにした。先輩は平然としていたがマナミさんは少し驚おどろいた様子を見せた。

「ありがと」

　それにカスガが気付いたのかどうかまではわからなかった。カスガはギュッと花束を抱だきしめて、少しの間、目を閉じていた。

「なんだか泣いちゃいそう」

「大げさだな、カスガは」

「でも、こんな花束とか……」

「それに泣くのは早いんじゃないのか？」

　今日の本題はカスガのデビュー作を皆みんなで観みることだ。

「そうだね」

　だから俺たちは玄げん関かんでの立ち話はそこまでにしてリビングへと向かった。

　そして待ちかねていた妹を交えて、鑑賞会は始まった。




　始まった鑑賞会はほぼ無言だった。

　カスガが真ん中で食いつくように観ていたので、俺も含ふくめて何も言えなかったのだ。

　ちなみに白箱はけっこう白かった。

　ビデオテープではなくなったのでもう箱ではなかったが、白い無地のＤＶＤ－ＲＯＭに黒いサインペンでタイトルと話数を書いただけのものだ。だからけっこう白いのだ。

「……終わっちゃった」

　そして終わりと共にカスガがしゃべったのをきっかけにやっと会話が始まった。

「それで、その……申し訳ないのだが、練馬くんはどこに出てたんだね？」

　しかし最初の話題は神楽坂先輩の本当に申し訳ない質問だった。

「最初の方に出てた、ヒロインのクラスメイトの眼鏡の娘こです」

「そのキャラクターは覚えているが……やはり普ふ段だんの声と仕事の声は違うのだね」

「そんなに違います？」

「私も別人みたいで全然気付かなかった」

　そんなことを言い出したのはうちの妹だ。

「それに自然だったしな。デビュー作というからもう少し、ぎこちないものを想像していたよ」

「でも、これ何度もやり直したんですよ」

　カスガはそう言って苦笑いをする。

「その辺はよくわからないが、もしよければもう一度、そのシーンを観せてくれないだろうか？」

「あ、私も観たい！」

　しかし先輩と妹は興きよう味み津しん々しんで話を続けていた。

「……大だい丈じよう夫ぶですか？」

　その間、全然しゃべらなかったのはマナミさんだった。

　二回目の再生が始まっても、黙だまったままミケーネさんの背中を撫なでている。

「うん」

　元気がない理由はなんとなく察しがついた。駅からここまでの間のことを先輩に目もく撃げきされたショックのせいだ。

「俺が変なこと言ったせいですよね」

「変なことなら私の方が……」

　どうもＮＧワードだったらしく、マナミさんは両手で顔を覆おおった。

「……すみません」

　となれば俺としてはもう謝るくらいしかやることがない。

「乃木坂さん、調子悪いの？」

　そこにカスガがやってきた。もう自分の出番の確認は終わったらしい。

「大丈夫。ちょっと恥はずかしさと戦ってるだけだから」

　マナミさんの返事はさっきよりは覇は気きというものが感じられた。

「思い出し恥ずかし？」

「そうかな」

「私もこの収録の時のこと思い出すと……わあ！　ってなるよ」

「……私も」

「え？」

「ううん、こっちのこと」

　どうもマナミさんはまだショックから抜ぬけ出だせておらず、自分の守るべきキャラが守れてない感じだった。

「ね、ユウはどうだった？」

「話は収録の時に知ってたけど、やっぱり絵と音楽が入ると違うよなあ」

　俺には声優の世界だけでも十分、すごいと思えてしまうが、それですらもアニメ全体からすれば一部でしかないのだ。それはもう「すごい世界だな」以外の感想はない。

「私のキャラはどうだった？」

「先せん輩ぱいも言ってたけど、こうやって改めて聞くと別人みたいだよな。収録の時は、カスガがしゃべってるの見てたから、カスガがしゃべってるんだなって感じだったけど」

「じゃあギリギリだけど、上手うまく演じられたのかな」

「素人しろうと意見だけど、上出来だろ」

「ありがと、ユウ」

　カスガは笑えみを浮うかべ、それからマナミさんの顔を見た。それで俺は何かマナミさんに話があるのかと思ったが、何も話さず俺の方を見た。

「放送してからって思ってたんだけど」

　そして少しゆっくりと話を始めた。

「ん？」

「ユウと乃木坂さんって、その……付き合ってるの？」

　さっきまでとは全然関係のない話題だった。しかしマナミさんをシャキッとさせるには十分な話題だったらしい。

「つ、付き合ってないけど」

　俺より誰だれより早く、マナミさんが反応した。

「その予定はあるの？」

「予定もないけど」

　マナミさんは答えながら次第に真しん剣けんな顔をするようになった。対たい照しよう的にカスガの方は緩ゆるんだ顔になる。

「そっか、じゃあ、言ってもいいかな」

　その意味はすぐにわかった。

「私、ユウのこと好きです」

　ド直球な告白だった。そんな浮かれたことをカスガは考えていたのだ。

「…………」

　俺はと言えば剛ごう速そつ球きゆうが飛んでくるとは想像もしていなかったので見送ってしまった。

「……ユウは？」

　しかし不安そうに改めて確認されれば、俺だって答えるしかない。

「俺もカスガのこと好きだよ」

　そしてそれはさっき俺がマナミさんに言ったことと同じようなものだろうと俺は思っていた。単なる気持ちの確認。そのはずだと思っていたのだが。

「じゃあ、付き合おうよ」

　しかしカスガはそうは思っていなかった。

　ド直球な告白その２だった。

「はぁあああああ!?」

　それを告げた本人以外の誰もが驚きの声を上げた。そんな中、一番大きな声を上げたのはマナミさんだった。

「そ、そそそ、それはダメでしょ！」

「ダメかな？」

「デビューしたんだし！　これから彼氏とか！　ありえない！」

　マナミさんは興奮が抑おさえられないのか変なリズムで話をしていた。

「うちの事務所は恋れん愛あいオッケーですから」

　しかしカスガは何が問題なのかさっぱりという様子を見せる。確かに事務所は恋愛禁止ではないというのは俺も聞いたことがあるし間ま違ちがいではないのだが。

「事務所が！　許しても！　ファンは！　ファンは！　許さないでしょ！」

「そうなのかな」

「ユウだって、そう思うでしょ？」

　マナミさんは自分で説得することに限界を感じたのか俺に振ふってきた。

「俺がファンなら、カスガに彼氏がいたらガッカリすると思うなあ」

　しかし俺にだって説得出来るわけではない。

「でも３アングルだって、彼氏いるのに大丈夫だし。あ、アスカさんはいないけど」

　そしていきなりマナミさんに飛び火した。

「ぐはっ！」

「どうしたの、乃木坂さん」

「とにかく、それだって、すでに十分人気だったからで……」

「じゃあ、人気になってからならいいってこと？」

「……その考えもどうかと思うけど」

　マナミさんはガクッと肩かたを落とす。説得しなければという気持ちはあっても万ばん策さく尽つきたということなのだろう。

「ダメです！」

　そこにズバッと切り込んでくれたのはうちの妹だった。

「どうして？」

「カスガさんみたいな素す敵てきな人がうちのお兄ちゃんととか罰ばちが当たります」

「そんなことないよ。ユウの方が私には勿もつ体たいないくらいだし」

「カスガさんの悪口は言いたくないですけど、目医者に行った方がいいです」

　妹は俺のことをさんざんに言ってるが、まあ、今は目をつぶろうと思う。

「昨日、今日会った仲じゃないんだから勘かん違ちがいとかじゃないよ」

　しかしカスガには何の効果もなく、俺にとってはただ悪口を言われただけという結果に終わってしまった。

「でも、実際、二択たくだとは思うよ」

　となれば、俺が戦うしかなかった。

「二択……」

「声優か彼氏か。どうしてもどっちかしか選べなくても、さっきの言葉言えるのか？」

　さすがにカスガもそれには即そく答とう出来なかった。

「……どうにもならない？」

「なるかもしれないけど、その覚かく悟ごは必要だと思う」

「覚悟か」

　その言葉を最後にカスガはじっと考え始めた。

「ごめん。さっきの言葉はなかったことにして」

　その末の結論がカスガの口から出た。

「ユウだって、だったら声優辞やめるなんて言い出す私は好きじゃないだろうし」

　つまりはそういうことだった。

　これで元の状態に戻もどった。そう思った時だった。ずっと沈ちん黙もくを守っていた人間がそこに爆ばく弾だんを投下した。

「ではユウくん、私と付き合おうじゃないか」

　それは神楽坂先輩だった。

「はぃいいいいい!?」

　また本人以外が驚おどろきの声をあげた。

「……先輩、この状じよう況きようでよくそんなこと言い出せますね」

「好きという気持ちは不可能を可能にさせるのだよ、ユウくん」

「可能にして欲しくなかった」

　それが正直な気持ちだった。

「しかしまあ、この状況でそういう提案をするからにはちゃんとそれなりの落としどころは考えているよ」

「……本当ですか？」

「私のことを彼女にしてくれとは言わない。とりあえず、その、せめて体だけの関係になろうじゃないか！」

「この人、やっぱり全然考えてない！」

　信じてなかったけど、やっぱり信じたらバカを見るところだった。

「いやいや。自分のことを好きだと言った巨きよ乳にゆうが目の前をぶるんぶるんとしていたら、いつか性犯罪が起きかねないからね。ユウくんの性せい欲よくは私が責任もって引き受けよう」

「人を性欲の塊かたまりみたいに言わないでくださいっ！」

「なに一いつ般ぱん論だよ。年とし頃ごろの男子なら例外なく性欲の塊だろう。おっと、ユウくんは彼女でもない女子と興味本位でキスできるようだから、普ふ通つうより性欲が強いかもしれんな」

「先輩ぃいい!?」

　よりにもよってなタイミングで先輩はさらに爆弾を投げ込む。

「それなんのことですか、先輩？」

　事情がわかってないカスガが説明を求めるのが見えた。

「うむ。ここに来る前に、ユウくんはマナミくんにキスしようとしていたのだよ。私がツッコミを入れてなかったら今いま頃ごろ、キスからそのまま雪崩なだれ込こんでいただろうね」

「……だから先輩は俺をなんだと」

　天下の往来でキスをしようとしておいてなんだが、さすがにそこまで言われるのは心外だった。

「やっぱり、付き合ってるの？」

　しかしカスガがそう思うのも当然のことだった。

「そのつもりはないと先ほど言ってたし、実際、付き合う気はないようだ」

「なのに、キスしようとしてたんだ」

　カスガが確かく認にんするように俺のことを見た。

「……すみません」

　思わず謝罪の言葉が出た。カスガは俺を責めているのかと思った。実際、責められても仕方ないことはしたような気もする。

「やっぱり付き合うつもりなんだよね、二人は」

「……はい？」

「さっきは否定してたけど、二人の気持ちは決まってるんだよね」

　つまりはカスガはただ状況を整理してるだけだったのだ。

「私とユウは付き合わない」
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　しかしマナミさんはそこだけはハッキリさせた。

「そうなの？」

「練馬さんに事情があるように私にも事情があるから」

「うーん。二人はお似合いだと思うんだけどなー」

「な、何言ってるの？　練馬さんだってユウのこと好きなんでしょ？」

「だからユウには幸せになって欲しいかなって。乃木坂さんにその気がないなら、私でもいいかなって、そういう話です」

　カスガの言葉にマナミさんはもちろん皆みんな、何も言えなくなってしまった。

　カスガだけなんでそんな空気になったのかわからないという顔をしていたが、神楽坂先せん輩ぱいすらも完全に閉口していたのでよほどのことだった。

　そんな状況を打うち砕くだいたのはうちの妹の素そ朴ぼくな疑問だった。

「皆みなさん、うちのお兄ちゃんのどこがいいんですか？」

　俺もそれは気になったが、さすがに答えは後日にして欲しい。そんな気分だった。
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「おやすみー！」

　途と中ちゆう微び妙みような空気になったが鑑かん賞しよう会は終わり、別れの時がやってきた。

　先輩がマナミさんを送って行けと言い出したので、最初に離はなれることになったのは妹であり、次がカスガだった。

「本当に近所に住んでいるのだな、君らは」

　先輩は俺にとっては当然の事実に感かん嘆たんした様子を見せる。

「幼なじみだもんね」

　そして驚きこそしないがマナミさんも似たような感想を持ったらしい。

「ずっと一いつ緒しよにいるのが当たり前でしたからね」

　しかし中学ではカスガが養成所通いを始め、疎そ遠えんになった。そしてきっとこれからは仕事が忙いそがしくなって、少しまた疎遠になるのだ。

「でも、こうして送ってもらうなんて、家が近いと無理だよね」

　マナミさんは機き嫌げんが良さそうだった。

「それは、そうですね」

「乃木坂くん。君のその喜びは共感もするが、ユウくんは人を家まで送っておいて、別の女の話をするようなヤツだからね」

「……それって先輩の実体験ですよね？」

「まったく、信じられないヤツだよ、ユウくんというヤツは」

「すみません」

　この件はその時、叱しかられたし、自分でも悪いと思ってる。つまり謝罪しかない。

「すぐ謝るのは君のいいところだが、なんでもかんでも謝るのはいただけないな」

「だったら謝るしかない話は許してください」

「それは確かにそうだね」

　先輩はそう言ってから意地悪な笑えみを浮うかべる。代わりにマナミさんが今度は別の話を始めた。

「練馬さんはきっと卒業する頃ころには売れっ子になってると思う」

「マナミさんと同じくらいですか？」

「同じくらいにはまだならないと思うけど……」

「それで、その話がなんなんですか？」

「その頃、ユウはどうしてるのかな？」

　そんな先のことはわからない。それで十分な場面だったけど、俺は考えもせず、すっと答えていた。

「それはきっと──普通に暮らしてるんじゃないですか」

　以前なら、言えなかったその言葉だった。実際、そうなるだろうし、それが今の俺には素す直なおに受け止められた。

「となれば、私たちはずっと仲良くできそうだね」

　そう言って先輩がニッと笑った。なんだか邪じや悪あくな笑みに見えたがきっと気のせいだ。

「先輩だって卒業すれば忙しくなるんじゃないですか？」

「卒業か。それならどこかの会社で偉えらくなって、ユウくんを部下として雇やとうとかいいかもしれないね」

「俺が神楽坂先輩の部下ですか？」

「オフィスラブというのもなんだか燃えそうじゃないか」

「……それだけの理由ですか」

　しかしこの人は意外と本気で考えてそうで、やはり怖こわい。

「ところで、先輩の家ってこっちなんですか？」

　マナミさんは当たり前のようについてくる先輩にやっと疑問を持ったようだ。

「違ちがうが、ユウくんのことだから家まで送ってくれるんじゃないのかな」

「……まあ、いいですけど」

　先輩の言葉にはもう驚かないことにしようと俺は思う。

「冗じよう談だんだよ、ユウくん」

「でも、先輩一人じゃ心配ですし」

「そうか。じゃあ、うちに泊とまっていくかね？」

　マナミさんを送って、先輩まで送っていたら十分に遅おそい時間になる。それも魅み力りよく的な提案だが、やはり怖いし、何より、俺には断る理由があった。

「妹が家で待ってるので帰ります」

「ユウくん、君は優やさしいな」

「入院して心配かけましたからね」

　優しさとかそんなことではない。ただの罪つみ滅ほろぼしなのだ。

「だったらユウくんの家に皆で泊まるのはどうだろうか」

「……今、言います、それ？」

「乃木坂くんはどうだい？」

「私は……それでもいいですけど」

「だそうだよ、ユウくん？」

　先輩は一応、俺に確認したがすでに来た道を戻もどり始めていた。

「なんだかんだで久しぶりになっちゃったね、ユウの家も」

　先輩に聞こえないようになのか、マナミさんがすごく耳の側そばでそれをささやいた。

「そうですね」

「せっかくなので練馬くんも呼んであげよう」

「もう寝ねる準備してなければいいんですけどね」

　カスガが寝る時、すごい雑な格好をしてるのを知ってる俺としてはそれだけが心配だった。あの格好を先輩が見たら何を言い出すのか考えるだけで恐おそろしい。

「お？」

　なので事前に釘くぎを刺さそうとして俺はメールが届いてるのに気付いた。

　しかもそれは荒あら鷲わしさんからのメールだった。

　内容は入院の時に聞いたヤツだ。大おお掃そう除じをするので、欲しいモノがあるなら来るといいというヤツだ。

「どうしたの？」

「マナミさん、受うけ継つがれる魂たましいですよ！」

　あの時は俺がマコトさんに誘さそわれて、荒鷲さんたちと夜通しアニメを観みた。その帰り道、一人興奮が止まらなかった。

　俺はあの時、先輩たちから何かを受け取っていたのだ。

　そして今だ。

　俺はマナミさんたちと夜通しアニメを観るために自分の家に向かっている。こんなことを俺はまた繰くり返かえしていくのだろう。

　いつか俺も荒鷲さんのように卒業する時が来るのかもしれない。

　でもその時までにまた誰だれかにこのわくわくした気持ちを伝えられたのなら、それで十分じゃないかと思う。

　そんなことはオタクのグループの数だけあるありふれたことかもしれないけど、俺はそれを別に色あせたものとは感じなかった。

　それはきっと俺のことをわかってくれる人たちがこんなにもいるとわかったからだ。

「絆きずな……ネクサス……うぉおおおおおお！　ってヤツだね」

「先輩、見てたんですか!?」

　だから俺は先輩の言葉に動どう揺ようしたが笑っていた。

　きっといつか、この時を思い出す。そんな予感をハッキリと感じながら。

　それはきっとマナミさんも一緒で。マナミさんも俺を見て楽しそうに笑っていた。


以上









　あとがき







　どうも、新あら井いです。

　お待たせしました『俺の教室クラスにハルヒはいない』の四巻です。

　そしてこれが最終巻となります。そう、これで物語は終わりなのです。

　いかがだったでしょうか？　楽しんでいただけたでしょうか？　何か心に残ったなら作者としては嬉うれしい限りです。

　最後まで読んでいただけたならもうおわかりかと思いますが、このシリーズは『涼すず宮みやハルヒの憂ゆう鬱うつ』を誤解して遠ざけていた主人公が、色々な人との出会いを通して『涼宮ハルヒの憂鬱』を読むまでのお話でした。

『涼宮ハルヒの憂鬱』が出版されたのは十年以上前の話ですが、本シリーズを読んだのを機にまた一度読み返してもらえるなら書いただけの価値はあったのかなと思います。

　きっと当時とは別の何かを発見するのではないかと信じております。




　本作でユウくんや彼を取り巻く人々の物語は幕を閉じましたが、いつかまた別の作品でこの話のその後の話なりを書きたいなあとは思っております。その時は皆みなさんの好きなキャラクターとまた出会うことも出来るかもしれません。

　このキャラクターをという希望がありましたらぜひ、感想と一いつ緒しよにお送りいただけると僕はメッチャ喜びます。とりあえず神楽かぐら坂ざか先せん輩ぱいは出したいと思ってるんですが、その辺り、担当のＭさん、どうですかね？（チラッ　チラッ）




　そして三巻のあとがきでも触ふれましたが、その後、三巻の発売に関しても『そこ☆あに』さんに記念の配信をしていただきました。

　しかも特別ゲストには本職の声優である本ほん多だ真ま梨り子こさん！　色々ネットラジオで巧たくみな話術で活かつ躍やくしてる本多さんのおかげですごく楽しい内容になりました。まだ聞いてないという方は今でも聞けるはずなので、ぜひ、「そこあに」で検けん索さくでサイトに飛び、特別インタビューの一覧の中から三巻の表紙を探してください。

　普ふ段だんはあまり聞けない声優さんの生の声もポロリポロリと聞けたりもします。




　さて、今回も色々な方の力があり、この本が形になりました。全ての方はとても書けないので一部だけですがお礼を。

　まずは担当のＭさん。今回もご迷めい惑わくをかけておりましたがこうして最後まで書けて感無量です。今後もよろしくお願いします。

　こじこじ先生。シリーズを通して、どんどんと魅み力りよく的なイラストを上げていただきありがとうございました。本業での活躍も楽しみにしてます。

『そこ☆あに』のくむＰさん、三み浦うら愛まな恵えさんを始めとするスタッフの皆さん。二巻に続き、三巻でも発売記念の配信をしていただけて、とても嬉しかったです。

　本多真梨子さんも、『そこ☆あに』さんの配信、忙いそがしい中参加していただきどうもありがとうございました。

　そして今シリーズを最後まで読んでいただいた皆様。

　改めて感謝を申し上げます。

　今後とも、よろしくお願いします。





二〇一五年　一月　新あら井い　輝てる　　
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